
利用の手引き

1. この用語集には� マススペクトロメトリ�に関する英語の用語と� それぞれ
に対応する日本語の用語をアルファベット順に収録してあります�

2. 用語の検索のために�アイウエオ順の和文索引と�アルファベット順の略語索
引もそれぞれ121ペ�ジ�142ペ�ジより収録しましたのでご利用ください�

3. 主な用語は� 日本質量分析学会用語委員会編 �マススペクトロメトリ�関係
用語集� �2005年 11月 第 2版第 3刷� および IUPAC Draft Recommen-

dation: Standard Definitions of Terms Relating to Mass Spectrometry

�参考資料 2の 16)� から選びました� また� ここ数年の学術論文などによく
使われている用語も必要に応じて収録しました�

4. 各用語には� できる限り明瞭	正確な定義文を付し� また関連する用語を示
しました� なお� 特に注意を要する事項には �注� として� また適当な例の
あるものには �例� として示してあります�

5. いくつかの用語は� 英語の頭文字を連ねた略語	略称で用いられることがあ
ります� このような記号は専門分野が異なるとわかりにくいこともあります
ので� 原則として� すべての略語	略称は� 文の中で初めて使用する際にそ
の用語の正式な表記を明記する必要があります� 現在� 説明なしで使用して
もよい記号は� Da, u, eV, Pa,などの単位記号� および正式の表記が記号であ
るm/zに限られます� 各用語を略したときの標準的な綴り方については� 巻
末のアルファベット順の略語索引を参照して下さい� なお� 用語集の本文で
は� 略したときの綴り方が IUPACなどにより公認されているものを略語�
綴り方が慣用的に標準化されているものを略称と称して区別しています�

6. 略語	略称の中でのハイフン (-)とスラッシュ (/)の使い分けについて� 装置
の結合を意味する場合にはハイフン� 技法の組み合せを意味する場合にはス
ラッシュを用いることが� 非公式のル�ルとして提案されています�
�例� LC-MS (liquid chromatograph mass spectrometer)

LC/MS (liquid chromatography mass spectrometry)

7. 性差別を意識させる用語 �例� 娘イオン daughter ion� などの理由により�
非推奨とされている用語があります� これらは本文中で示すとともに� 115

ペ�ジよりアルファベット順の一覧としてまとめてあります�
8. 商標となっている用語については� 適切な同義語がある場合には同義語の使
用を推奨しています�
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用語集 (アルファベット順 )

abundance sensitivity

アバンダンス感度�質量分析計において� ある質量数mでのピ�クの裾引きや
散乱イオンが質量数 1だけ異なるピ�クに及ぼす影響を示す値で� �質量
数mにおけるイオン電流強度�/�質量数m�1におけるイオン電流強度��
またはその逆数で定義される� 質量数 mの化学種や同位体に比べて質量

数が 1だけ異なる化学種や同位体の存在度を識別する能力を表す�

accelerating voltage

加速電圧� 質量分析計において� イオンを加速するのに用いられる電位差�

accelerator mass spectrometry (AMS)

加速器質量分析� 試料から取り出された原子や分子をイオン化してMeVレベ

ルに加速し� その運動量や電荷� 並進運動エネルギ�に基づいて分析する
質量分析の手法�

acceptance

アクセプタンス� ビ�ム光学において� 最も効率良くビ�ムを受光できるよう
調整したときの検出器側の受光能率を指す� 一般に質量分析装置や検出器
の受光立体角を表す�

accurate mass

測定精密質量� 十分な確度で 1 mDa (1�10	3 u) 以下まで計測した質量の測

定値� 組成式を求めるためなどに用いられる� measured accurate mass

と同義� exact mass �計算精密質量� とは同義語ではない�

additivity of mass spectra

マススペクトルの加算性� 混合物の各成分がそれぞれある一定の分圧でイオン
源に存在していたときの混合物のマススペクトルは� その分圧と等しい圧
力でイオン源に単独で存在している成分ごとのマススペクトルを重ね合わ

せたものと同じになるという性質� 質量分析の線形応答性を意味する�
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adduct ion

付加イオン� 一つのイオン種に� 一つ以上の原子あるいは分子が付加して生成
したイオン� 元のイオン種およびそれに付加した原子あるいは分子を構成
していた原子をすべて含んでいなければならない� カチオン付加分子
(cationized molecule) 参照�
例� [M�NH4]�, [M�Na]�, [M�Cl]� など

adiabatic ionization

断熱イオン化� 基底状態の原子� 分子� イオンから� 電子が除去されて� 基底
状態のイオンが生成する過程�

a-ion

a系列イオン�イオン化したペプチド分子が主鎖の C�C結合で開裂して生成す
る N端側のフラグメントイオン (fragment ion)�

a-cleavage

a-開裂� 見かけ上の荷電部位の a位が開裂するホモリティック開裂� ホモリ
ティック開裂 (homolytic cleavage) 参照�

analog ion

アナログイオン� アセチルイオン (CH3CO�)に対するチオアセチルイオン

(CH3CS�)のように� イオンを構成している原子が� 原子価の等しい他の
原子で置き換わったイオン�

analyte

分析種� 試料中の分析対象となる化学種� 例えば� 高速原子衝撃 (fast atom

bombardment)やエレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)

などでマトリックス (matrix) 溶液中の溶質試料を指すときに使われる�

anion radical

アニオンラジカル� ラジカルアニオン (radical anion) 参照�
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anionized molecule

アニオン付加分子�中性分子にアニオン �anion: 一価あるいは複数の負電荷を

もつ化学種� が付加して生成する負イオン� 擬分子イオン (pseudo-molec-

ular ionあるいは quasi-molecular ion) および分子量関連イオン (molec-

ular-related ion) という語は推奨されない�

appearance energy (AE)

出現エネルギ�� ある特定のイオンを検出するのに必要なイオン化の最小エネ
ルギ�� 一般的には� 電子イオン化 (electron ionization)で特定のフラグ

メントイオン (fragment ion) を検出できる電子エネルギ�の最小値�
出現電圧 (appearance potential) という語は推奨されない�

appearance potential (AP)

出現電圧� 出現エネルギ� (appearance energy) 参照�

array detector

アレイ検出器� 独立した複数のイオン検出素子を直線状や格子状に配置して構
成した検出器�

associative ion/molecule reaction

会合性イオン分子反応� 一つのイオンが中性種と反応して結合し� 単一のイオ
ン種を生成する反応�

associative ionization

会合性イオン化� 中性の励起原子 A� または励起分子 M� が原子あるいは分子
と会合して� 電子を放出し単一の正イオンを生成すること� 相手の原子あ
るいは分子も励起状態にある場合を含む�

atmospheric pressure chemical ionization (APCI)

大気圧化学イオン化� 大気圧下で行われるイオン化の一つで� 通常は大気圧ス
プレ�などによって気体化した試料を� コロナ放電で生成させたイオン種
�反応イオン� と反応させてイオン化することを指す� 化学イオン化
(chemical ionization) 参照�

� 16 �



atmospheric pressure ionization (API)

大気圧イオン化� 大気圧下で行われるイオン化の総称�
例� 大気圧化学イオン化 (atmospheric pressure chemical ionization), エ

レクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization), 液体イオン化

(liquid ionization) など

atmospheric pressure matrix-assisted laser desorption/ionization (AP

MALDI)

大気圧マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化� 大気圧下の試料について行わ
れるマトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化� マトリックス支援レ�ザ�
脱離イオン化 (matrix-assisted laser desorption/ionization) 参照�

atmospheric pressure photoionization (APPI)

大気圧光イオン化� 光イオン化 (photoionization) によって反応イオンを生成

する大気圧化学イオン化� 広義の大気圧光イオン化には� 大気圧下の光イ
オン化で目的イオンを直接生成する過程も含まれる� 大気圧化学イオン化
(atmospheric pressure chemical ionization) 参照�

atmospheric pressure spray

大気圧スプレ�� 液体クロマトグラフのキャピラリ�先端などから流出する溶
液試料を� 大気圧下で加熱� 圧搾気流� 超音波などによって噴霧すること�
電解質を含む場合には噴霧と同時にイオン化も起こる�

atomic mass unit (amu)

原子質量単位� 統一原子質量単位 (unified atomic mass unit) 参照�

atomic weight

原子量� ある元素について� 同位体の質量に各同位体の存在比を重率として掛
けて求めた加重平均値の� 統一原子質量単位に対する比 �無次元量�� 相対
原子質量 (relative atomic mass)とも呼ばれる� 同位体の天然存在比は変
動するため� 信頼できる最新の同位体比実測値に基づく原子量の推奨値
が�国際純正�応用化学連合 (IUPAC)から定期的に報告されており�これ
を標準原子量 (standard atomic weight) と呼ぶ� 統一原子質量単位
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(unified atomic mass unit) 参照�

autodetachment

自動電子脱離� 電子脱離の閾値よりも大きな内部エネルギ�をもつ負イオン
が� 何ら相互作用を受けずに自発的に電子を放出して中性化すること�

autoionization

自動イオン化� イオン化エネルギ� (ionization energy) より大きな内部エネ

ルギ�をもつ中性の励起原子 A� あるいは励起分子 M� が� 何ら相互作用
を受けずに自発的に電子を放出してイオン化すること�

M��M���e�

average mass

平均質量� ある化学種の平均質量は� その化学種を構成するすべての元素の原
子量の和に相当する質量であり� 分子の場合� 数値的には分子量の値に等
しい� 質量分析では� モノアイソトピックピ�クの分離が困難な場合には
測定値を平均質量と比較することが多い� モノアイソトピック質量
(monoisotopic mass) 参照�

B/E linked scan

B/Eリンクドスキャンまたは B/Eリンク走査� B/E一定リンクドスキャン

(linked scan at constant B/E) 参照�

B[1�(E/E0)]1/2/E linked scan

B[1�(E/E0)]1/2/Eリンクドスキャン� B[1�(E/E0)]1/2/E 一定リンクドスキャ

ン (linked scan at constant B[1�(E/E0)]1/2/E) 参照�

B2/E linked scan

B2/Eリンクドスキャンまたは B2/Eリンク走査� B2/E 一定リンクドスキャン

(linked scan at constant B2/E) 参照�

background mass spectrum

バックグラウンドマススペクトル� 試料導入なしで得られるマススペクトル�
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残留マススペクトル (residual mass spectrum) 参照�

base peak (BP)

基準ピ�ク� マススペクトル中で最大の強度をもつピ�ク�

base peak chromatogram

基準ピ�ククロマトグラム� ハイフネ�テッド法において� 一定の時間間隔で
マススペクトルを測定しコンピュ�タに記憶させた後� 基準ピ�ク (base

peak) の信号量を読み出し時間の関数として表したクロマトグラム� ハイ
フネ�テッド法 (hyphenated method) 参照�

bath gas

緩衝ガス� バッファ�ガス (bu#er gas) 参照�

b-cleavage

b-開裂� 見かけ上の荷電部位の b位が開裂するホモリティック開裂� ホモリ
ティック開裂 (homolytic cleavage) 参照�

b-ion

b系列イオン� イオン化したペプチド分子の主鎖のペプチド結合 �カルボニル
基とアミノ窒素の間の酸アミド結合� C�N結合�が開裂して生成するN端

側のフラグメントイオン (fragment ion)�

blackbody infrared radiative dissociation (BIRD)

黒体赤外放射解離� 赤外多光子解離の特殊な事例であり� イオントラップ (ion

trap) 内に閉じ込められたイオンが� 加熱された真空容器などからの黒体
放射のため� 内部エネルギ�を得て解離する現象� 赤外多光子解離 (in-

frared multiphoton dissociation) 参照�

bu#er gas

緩衝ガスまたはバッファ�ガス� イオントラップ (ion trap)または四重極イオ

ンガイド (collision quadrupole) などで� イオンの内部エネルギ�や並進
運動エネルギ�を緩和するのに用いられる衝突ガス (collision gas)�
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calculated exact mass

計算精密質量� p. 40, exact mass 参照�

capillary electrophoresis mass spectrometry (CE/MS)

キャピラリ�電気泳動質量分析� キャピラリ�電気泳動装置と質量分析計を結
合した装置を用いて行う分析方法�

capillary-skimmer collision-induced dissociation

キャピラリ��スキマ�衝突誘起解離� エレクトロスプレ�イオン化 (elec-

trospray ionization) において� 生成した帯電液滴を通過させるキャピラ
リ�の出口とスキマ�間に電位差をかけることにより� 中性ガス �低真空
度のイオン源であるため通常は残留空気� と衝突したイオンが衝突誘起解
離 (collision-induced dissociation)する現象� ノズル�スキマ�衝突誘起
解離 (nozzle-skimmer collision-induced dissociation) または単にスキ

マ�衝突誘起解離 (skimmer collision-induced dissociation) ともいう�
衝突誘起解離 (collision-induced dissociation)およびスキマ� (skimmer)

参照�

cation radical

カチオンラジカル� ラジカルカチオン (radical cation) 参照�

cationized molecule

カチオン付加分子� 中性分子にカチオン �cation� 一つあるいは複数の正電荷
をもつ化学種� が付加して生成する正イオン� 擬分子イオン (pseudo-

molecular ion あるいは quasi-molecular ion) および分子量関連イオン

(molecular-related ion) という語は推奨されない�

center-of-mass collision energy

重心系衝突エネルギ�� 衝突励起 (collisional excitation)過程において� 入射
イオンと衝突対象との相対運動のエネルギ�を重心座標系で表現した値�
1回の衝突によって入射イオンが得る内部エネルギ�の上限を指す� 入射
イオンの並進運動エネルギ��実験室系衝突エネルギ��を Elab�入射イオ
ンの質量をMi� 静止しているとみなした衝突ガス (collision gas) 粒子の
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質量をMnとすれば� 重心系衝突エネルギ� Ecmは次の式で与えられる�
Ecm�Elab[Mn/(Mn�Mi)]

例えば� 5 keV に加速した質量 1,000 uの一価イオンが� 静止した He原

子と衝突する場合� 重心系衝突エネルギ�は 19.9 eVになる� 重心系衝突
エネルギ�は重心系運動エネルギ� (center-of-mass kinetic energy)とも

呼ばれる� 実験室系衝突エネルギ� (laboratory collision energy) 参照�

center-of-mass kinetic energy

重心系運動エネルギ�� 重心系衝突エネルギ� (center-of-mass collision

energy) 参照�

centroid acquisition

セントロイドアクイジション� マススペクトル記録方法の一つで� 観測された
ピ�クの重心点の m/z値とそのピ�ク強度のみを蓄積する� コンティニ
ウムアクイジション (continuum acquisition) 参照�

channel electron multiplier

チャンネル電子増倍管� 連続ダイノ�ド電子増倍管 (continuous dynode elec-

tron multiplier) 参照�

channeltron

チャンネルトロン� 連続ダイノ�ド電子増倍管 (continuous dynode electron

multiplier) 参照�

charge exchange ionization

電荷交換イオン化� 反応イオンと中性の原子あるいは分子との間で電子の移動
するイオン分子反応 (ion/molecule reaction)� 反応イオンは中性化し� 中
性種はイオン化するが� その過程でどちらも解離しない�

charge exchange reaction

電荷交換反応� イオンと中性種もしくはイオン同士が反応し� その結果� 電荷
の全部または一部が移動する反応の総称� 電荷移動反応 (charge transfer

reaction) と同義語だが� 純粋な電子交換過程だけを表すときに用いられ
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ることが多い�

charge inversion mass spectrum

電荷反転マススペクトル� 電荷反転反応 (charge inversion reaction)によって

生じたイオンを m/z値に基づいて分離し� 存在比率を測定したマススペ
クトル�

charge inversion reaction

電荷反転反応� 前駆イオン (precursor ion) M��またはM��を� 衝突ガス (col-

lision gas) Xなどに衝突させてそれぞれM��またはM��のように電荷の

符号が反転した生成イオンを得る過程�
M���X�M���X2�

M���X�M���X���e�

charge mediated fragmentation

チャ�ジメディエイテッドフラグメンテ�ション� 見かけ上の荷電部位に隣接
した結合が開裂するフラグメンテ�ション (fragmentation)� チャ�ジリ
モ�トフラグメンテ�ション (charge remote fragmentation)に対比され

る�

charge number

電荷数� 1個のイオンの総電荷量 q の絶対値を電気素量 e で割った量で� 整数
値をもち記号 z で表す� z��q/e��

charge permutation reaction

電荷変換反応� イオンが中性種と反応し� その結果� 反応イオンの電荷数
(charge number) や電荷の符号が変化する反応の総称�

charge remote fragmentation (CRF)

チャ�ジリモ�トフラグメンテ�ション� 見かけ上の荷電部位とは隣接してい
ない結合が開裂するフラグメンテ�ション (fragmentation)� [M�H]�,

[M�Na]�などの閉殻イオンすなわち偶数電子イオン (even-electron ion)

の高エネルギ�衝突誘起解離 (high-energy collision-induced dissocia-
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tion) においてしばしば起こり� 分子構造情報を反映することが多いので
構造解析に利用される� 長いアルキル鎖の同定やアルキル鎖中の不飽和結
合の位置決定に有用� リモ�トサイトフラグメンテ�ション (remote site

fragmentation) と称することもある� チャ�ジメディエイテッドフラグ
メンテ�ション (charge mediated fragmentation) に対比される�

charge stripping reaction (CSR)

電荷はぎ取り反応� z 価の正イオン Mz� が衝突ガス (collision gas) や固体表

面などと衝突することにより� 電子を放出してM(z�r)�イオンとなる反応�
電離衝突 (ionizing collision) の特殊な場合としてこのような現象がある�
また� 高速の入射イオンと中性種との衝突において� 衝突速度が入射イオ
ンの軌道電子の速度より大きくなると� 電子交換は起こりにくくなり� 次
のような電荷はぎ取り反応が優先するようになる�

Mz��X�M(z�r)��re��(Xs��se�)

加速器で加速した高速の中性原子線やイオンビ�ムを高密度の衝突ガスや
薄膜 �フォイル	 中を通過させて� 高電離多価イオンビ�ムを生成するの
に利用される�

charge transfer reaction

電荷移動反応� 電荷交換反応 (charge exchange reaction)の同義語� 類似語と
して�反応イオンの電荷数 (charge number)が変化するイオンニュ�トラ
ル反応 (ion/neutral reaction)の総称には荷電変換反応 (charge permuta-

tion reaction)� イオンが中性種から電子を捕獲する反応には電子捕獲反
応 (electron capture reaction)� 軌道電子の速度を超える高速の衝突で電
子交換が起こりにくくなり電子がはぎ取られる反応には電荷はぎ取り反応

(charge stripping reaction) など� 電子移動の様子に応じて使い分けがな
される�

chemical ionization (CI)

化学イオン化� 試薬ガス (reagent gas)から生成された [R�H]�や X�などの

反応イオン (reactant ion) と試料分子Mとの反応により� 試料分子Mを

イオン化させる方法� プロトンの付加や脱離� ハイドライドの脱離� 電子
の移動� またはイオンの付加反応などが起こる�
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[R�H]��M� [M�H]��R

C2H5
��M� [M�H]��C2H6

X��M� [M�H]��HX

負イオン化学イオン化 (negative ion chemical ionization) 参照�

chemi-ionization

化学電離� 励起された原子や分子などと中性種との反応で� 新しく結合が生成
することによって起こるイオン化� 会合性イオン化の一種� 化学反応をと
もなわないペニングイオン化 (penning ionization)とは異なる� 会合性イ
オン化 (associative ionization) 参照�
注� 化学イオン化 (chemical ionization) とは同義語ではない�

chromatogram

クロマトグラム� クロマトグラフィ� (chromatography)によって得られる図

	チャ�ト
� 横軸に時間または移動度� 縦軸に物質の量� 濃度� 検出器の
信号出力などをとって表す�

chromatograph

クロマトグラフ� クロマトグラフィ� (chromatography) のための装置�

chromatography

クロマトグラフィ�� 固定相と移動相を用いて� それぞれの相に対する試料分
子の親和性の差を利用して混合試料を分離する分析法�

c-ion

c系列イオン� イオン化したペプチド分子の主鎖のペプチド結合ではない C�N
結合 	N�Ca結合
で開裂して生成するN端側のフラグメントイオン (frag-

ment ion).

cleavage

開裂� 共有結合の切断のこと� ホモリティック開裂 (homolytic cleavage)とヘ

テロリティック開裂 (heterolytic cleavage) とがある� 特定の共有結合の
切断機構を意識して用いられる用語であり� フラグメンテ�ション (frag-
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mentation) や解離 (dissociation) との使い分けに注意する必要がある�

cluster

クラスタ�� 複数個の分子Mまたは原子Aおよび Bが凝集した有限多体系�
分子などのミクロスコピック系とバルク �固体や液体� のマクロスコピッ
ク系に対し� その中間的サイズをもつのでメソスコピック系と呼ばれ� 分
子やバルクにない特有の性質を現す場合がある�
例� Mn, An, AnBm (n, m�2) など

cluster ion

クラスタ�イオン� 電荷をもつクラスタ� (cluster).

例� Mn
	�, Mn


�, [Mn	H]	, [Mn
H]
 など

collision cell

衝突セルまたは衝突室� 衝突誘起解離 (collision-induced dissociation)におい

て� 質量分析装置の中で加速したイオンを衝突ガス (collision gas)と衝突

させ� 解離を起こさせる場所�

collision chamber

衝突室� 衝突セル (collision cell) の同義語�

collision gas

衝突ガス� 衝突励起 (collisional excitation) や衝突によるイオン分子反応

(ion/molecule reaction) を起こすために用いられるガス�

collision quadrupole

四重極イオンガイド� m/z値によるイオンの分離を目的とせず� 緩衝ガス
(bu#er gas) または衝突ガス (collision gas) 中にイオンを透過させて衝突

緩和によりイオンビ�ムを収束させるための交流電圧を印加した四重極
(quadrupole)� その代表的な用途にハイブリッド質量分析計 (hybrid

mass spectrometer) の異なる分析部間の接続があり� 装置の略称におい
て小文字の立体の q で記号化される �例� EBqQなど�� RFオンリ�四重
極 (RF-only quadrupole) ともいう� また四重極以外の多重極を用いても

� 25 �



実現でき� 単にイオンガイドともいう� イオンガイド (ion guide) 参照�

collision reaction cell

衝突反応セル� 誘導結合プラズマ質量分析において� 元素イオンに干渉する妨
害イオン種を電荷交換反応 (charge exchange reaction) またはイオン

ニュ�トラル反応 (ion/neutral reaction) により断片化もしくは中性化し

除去するための衝突セル� 交流電圧を印加した六重極 (hexapole) または

八重極 (octapole) などで構成される� 誘導結合プラズマ質量分析 (in-

ductively coupled plasma mass spectrometry) 参照�

collisional activation (CA)

衝突活性化� 衝突励起の同義語� 衝突励起 (collisional excitation) 参照�

collisional excitation

衝突励起� 並進運動エネルギ�をもって飛行するイオンが希ガスなどの衝突ガ
ス (collision gas)との衝突により� 重心系衝突エネルギ�の一部または全
部が内部エネルギ�に変換され�電子励起�振動�回転励起が起こること�
重心系衝突エネルギ� (center-of-mass collision energy) 参照�

collisionally activated dissociation (CAD)

衝突活性化解離�衝突誘起解離の同義語�衝突誘起解離 (collision-induced dis-

sociation) 参照�

collision-induced dissociation (CID)

衝突誘起解離� 衝突励起によって起こるイオンのフラグメンテ�ション (frag-

mentation)� 衝突活性化解離 (collisionally activated dissociation) とも

いう� 衝突励起 (collisional excitation) 参照�

complex ion

複合体イオン� 異種の原子または分子が結合してできたイオン� 主にスパ�ク
イオン源質量分析 (spark source mass spectrometry)で用いられる用語�
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consecutive reaction monitoring (CRM)

連続反応モニタリング� n�3のMSnにより� 特定の反応経路の多段階反応を
計測すること� MSn参照�

constant neutral loss scan

コンスタントニュ�トラルロススキャン� 2台以上の質量分析部 (mass ana-

lyzer)を接続したタンデム質量分析計 (tandem mass spectrometer) を用

いて� 準安定イオン分解 (metastable ion decay) や衝突誘起解離 (col-

lision-induced dissociation) によって生じるコンスタントニュ�トラル
ロススペクトル (constant neutral loss spectrum) を測定するスキャン手

法�

constant neutral loss spectrum

コンスタントニュ�トラルロススペクトル� 特定の m/z値の減少を生じるす

べてのプリカ�サ�イオン (precursor ion) を観測したマススペクトル�

constant neutral mass gain scan

コンスタントニュ�トラルマスゲインスキャン� 2台以上の質量分析部 (mass

analyzer) を接続したタンデム質量分析計 (tandem mass spectrometer)

を用いて� 衝突ガス (collision gas) とのイオン分子反応 (ion/molecule

reaction) によって生じるコンスタントニュ�トラルマスゲインスペクト
ル (constant neutral mass gain spectrum) を測定するスキャン手法�

constant neutral mass gain spectrum

コンスタントニュ�トラルマスゲインスペクトル� 衝突ガス (collision gas)と

のイオン分子反応 (ion/molecule reaction) によって特定のm/z値の増加

が生じた全てのプロダクトイオン (product ion) を観測したマススペクト

ル�

continuous dynode electron multiplier

連続ダイノ�ド電子増倍管� イオンを電子に変換する検出器の一種� 検出器の
内面にイオンが衝突して発生する二次電子 (secondary electron)が� 検出
器内面に衝突を繰り返すことでさらに多くの二次電子を発生させる電子な
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だれ効果により� 最終的には増大した電流信号が観測される� 表面に電子
放出層をもつ半導体セラミック製の管状ダイノ�ドで構成する電子増倍管
の呼称であり� 独立した多段のダイノ�ド電極を有する通常の電子増倍管
�ディスクリ�トダイノ�ド電子増倍管� discrete dynode electron multi-

plier� とは区別される� チャンネル電子増倍管 (channel electron multi-

plier)� または単にチャンネルトロン (channeltron)とも呼ばれる� 二次電
子増倍管 (secondary electron multiplier) 参照�

continuous flow fast atom bombardment (CF-FAB)

連続フロ�高速原子衝撃� 高速原子衝撃の一種で� 液体マトリックスと分析種
(analyte) の液状混合物をサンプルプロ�ブに連続的に供給する技法� 高
速原子衝撃 (fast atom bombardment) 参照�

continuum acquisition

コンティニュアムアクイジション� マススペクトル記録方法の一つで� 検出器
の出力波形をデジタル化してデ�タの処理を行わずに直接蓄積する� プロ
ファイルアクイジション (profile acquisition) ともいう� セントロイドア
クイジション (centroid acquisition) 参照�

conversion dynode

コンバ�ジョンダイノ�ド� 検出対象のイオンが衝突すると電子または二次イ
オンを発生するように高電圧を印加した表面�

corona discharge

コロナ放電� 気体放電の一形式� 導体間の電界が均一でないとき� 表面の電界
の大きいところに部分的絶縁破壊が起こって現れる発光放電で� 光は弱
い� 尖端放電� 沿面放電� ブラシ放電はこの一種である�

Coulomb explosion

ク�ロン爆発� (1) 多価クラスタ�イオンMn
z�がク�ロン斥力により複数の

正イオンに分離崩壊する現象� (2) エレクトロスプレ�イオン化 (elec-

trospray ionization) の機構において� 帯電液滴が乾燥とともに体積が縮
小して表面電荷密度が増大し� ク�ロン斥力が表面張力を超えたときに帯
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電液滴が破裂してより小さな帯電液滴になる現象� レイリ�極限 (Ray-

leigh limit) 参照�

curved field reflectron

カ�ブドフィ�ルドリフレクトロン� 反射電場が非線形であるリフレクトロ
ン� 反射電場を発生する静電レンズ電圧は通常� 円の方程式 R2�V 2�x2

を基に決定している� ここで x はリフレクトロンの入り口からの距離� V

は電圧� R は定数� リフレクトロン (reflectron)参照�

cycloidal mass spectrometer

サイクロイド型質量分析計� トロコイド型質量分析計 (prolate trochoidal

mass spectrometer) 参照�

cyclotron motion

サイクロトロン運動� 電荷 q をもった粒子が� 磁束密度 B において速度 v で

運動するときの粒子の円運動� これは� ロ�レンツ力 qv�Bの結果として

生じる�

dalton (Da)

ダルトン� 統一原子質量単位に等しい� 記号 Da� 質量の非 SI単位であるが�
SI単位と一緒に使用できる� 統一原子質量単位 (unified atomic mass

unit) 参照�
例� 10 kDa, 1 MDa, 10 mDa など

Daly detector

デイリ�型検出器�コンバ�ジョンダイノ�ド�蛍光面�光電子増倍管 (photo-

multiplier) で構成されるイオン検出器� イオンがコンバ�ジョンダイ
ノ�ドに衝突した際に発生する電子を� 加速して蛍光面に照射し� 発生し
た蛍光を光電子増倍管によって検出する� コンバ�ジョンダイノ�ド
(conversion dynode) 参照�

daughter ion

娘イオン� 非推奨用語� プロダクトイオン (product ion) 参照�
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daughter ion analysis

娘イオン分析� 非推奨用語� プロダクトイオン分析 (product ion analysis) 参

照�

daughter ion scan

娘イオンスキャン� 非推奨用語� プロダクトイオンスキャン (product ion

scan) 参照�

daughter ion spectrum

娘イオンスペクトル� 非推奨用語� プロダクトイオンスペクトル (product ion

spectrum) 参照�

deconvolution

デコンボリュ�ション� 一般的には信号解析において応答システムの特性を除
算する数学的処理を指すが� 質量分析では特に� エレクトロスプレ�イオ
ン化 (electrospray ionization) などで得られる多価イオン (multiply-

charged ion)のピ�クが級数的に並んだマススペクトルから� それらがす
べて一価イオン �または 0価� として換算する演算処理をいう�

delayed extraction (DE)

遅延引き出しまたはディレイドエクストラクション� パルス的な脱離イオン化
(desorption ionization)で生じたイオンに対し� 一定時間の後に引き出し
電圧を印加する方法� 飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spec-

trometer) においてイオンの並進運動エネルギ�を収束できる� これによ
り飛行時間分解能が向上し� 質量分解度 (mass resolution) の高いスペク

トルが得られる� なお� delayed extractionは商標であるが� 製品固有技
術の名称に限られず一般的な用語として定着している�

deprotonated molecule

脱プロトン分子� 中性分子MからプロトンH�が引き抜かれて生成した負イ

オン [M�H]�� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment)やエレクトロス

プレ�イオン化 (electrospray ionization) の負イオン測定で観測される�
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Derrick shift

デリックシフト� MIKE法を用いた衝突誘起解離 (collision-induced dissocia-

tion) において� 衝突ガス (collision gas) のイオン化などによるプリカ�
サ�イオン (precursor ion)の並進運動エネルギ�の損失が�プロダクトイ
オン (product ion) の並進運動エネルギ�の減少をひき起こし� その結果
MIKEスペクトルにおけるプロダクトイオンのピ�ク位置がシフトする
現象� MIKE法 (mass-analyzed ion kinetic energy spectrometry)参照�

desorption chemical ionization (DCI)

脱離化学イオン化� インビ�ム化学イオン化 (in-beam chemical ionization)

において� サンプルプロ�ブを急速に加熱することで試料を瞬時に気化
�脱離�させ�イオン化させる方法�インビ�ム法 (in-beam method)参照�

desorption electron ionization (DEI)

脱離電子イオン化� インビ�ム電子イオン化 (in-beam electron ionization)に

おいて� サンプルプロ�ブを急速に加熱することで試料を瞬時に気化 �脱
離� させ� イオン化させる方法� インビ�ム法 (in-beam method) 参照�

desorption electrospray ionization (DESI)

脱離エレクトロスプレ�イオン化� 大気圧下にある試料表面に向けて� エレク
トロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)のスプレイヤ�から帯電
液滴と溶媒イオンを吹き付けることによって� 試料表面から気相イオンを
生成する方法�

desorption ionization (DI)

脱離イオン化� 熱� 高電界� 粒子衝撃� 光照射などの活性化作用による� 固体
あるいは液体の試料表面からの気相イオンの生成�
例� 電界脱離 (field desorption)� 高速原子衝撃 (fast atom bombard-

ment)� マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 (matrix-assisted

laser desorption/ionization) など�

desorption ionization on silicon (DIOS)

シリコン上脱離イオン化� 多孔質シリコン (porous silicon) などの表面に特殊
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な微細構造を有するプレ�トに試料分子を付着させ� パルスレ�ザ�光照
射によって脱離イオン化 (desorption ionization) させる方法� 表面支援
レ�ザ�脱離イオン化 (surface-assisted laser desorption/ionization) 参

照�

detection limit

検出限界� 感度 (sensitivity) 参照�

diagnostic ion

診断用イオン�このイオンの生成が�プリカ�サ�イオン (precursor ion)の構

造や元素組成情報を示すことになるプロダクトイオン (product ion)� 例
えば� 電子イオン化 (electron ionization)マススペクトルにおいてフェニ

ルカチオンは� ベンゼンおよびその誘導体の診断用イオン (diagnostic

ion) である�

di#erential pumping

差動排気� 大きな圧力差があるとき� 隔壁によりコンダクタンスの小さないく
つかの部屋を設けて� その隔壁間を排気しながら徐�に真空度を上げてい
く方法�

di#usion pump

拡散ポンプ� 油または水銀の蒸気の流れが気体分子の拡散を一方向に抑えるこ
とを利用した真空ポンプ� 一般に 10�5�10�8 Torr程度に排気できるが�
10�2 Torrまで排気できる補助ポンプを必要とする� 質量分析装置の分析
部の真空排気によく用いられていたが� 最近はあまり使われなくなってき
た�

dimeric ion

二量体イオン� 二量体のイオン化� あるいはモノマ�イオンと中性モノマ�と
の会合によって生成したイオン� [M2]��のように表される�

direct analysis of daughter ions (DADI)

娘イオン直接分析� 非推奨用語� MIKE法 (mass-analyzed ion kinetic energy
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spectrometry) 参照�

direct chemical ionization

直接化学イオン化� インビ�ム化学イオン化 (in-beam chemical ionization)

の同義語� インビ�ム法 (in-beam method) 参照�

direct dissociation

直接解離� 統計的解離に対比される解離機構� 統計的解離においては分子イオ
ン (molecular ion) の初期励起エネルギ�はその振動回転の内部モ�ドに
配分されるが� 直接解離においては初期励起エネルギ�の配分が起こりに
くいため� 解離が非常に速く起こる� スペクテ�タ�近似による機械論的
な直接解離モデルなどがある�

direct exposure method

直接露出法� インビ�ム法 (in-beam method) 参照�

direct exposure probe (DEP)

直接照射プロ�ブ� 直接導入プロ�ブ (direct insertion probe) の一変形で�
フィラメント式ヒ�タ�が取り付けられている先端に不揮発性試料をセッ
トし�質量分析計のイオン化室 (ionization chamber)に導入して急速に加

熱することで�脱離電子イオン化 (desorption electron ionization)や脱離

化学イオン化 (desorption chemical ionization) を行うための器具� 直接
導入 (direct inlet) 参照�

direct infusion

直接注入� エレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)などにおけ

るイオン源への試料導入法の一つで� シリンジポンプやキャピラリ�チッ
プなどを利用して� 一定濃度の試料溶液を� 分離することなく継続的にイ
オン源に導入する方法�

direct inlet

直接導入� 電子イオン化 (electron ionization)や化学イオン化 (chemical ion-

ization)におけるイオン化室 (ionization chamber)への試料導入法の一つ
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で� 液体や固体試料をガラス管などに詰め� イオン化室中の電子線や反応
イオン (reactant ion) 雰囲気のごく近傍まで導入する方法�

direct insertion probe (DIP)

直接導入プロ�ブ� 単一の固体または液状の試料を� 通常は石英あるいは他の
非反応性材質の試料ホルダ�に入れて� 質量分析計のイオン化室 (ioniza-

tion chamber) に導入する器具� 直接導入 (direct inlet) 参照�

direct liquid introduction (DLI)

直接液体導入� 化学イオン化 (chemical ionization)などで� 低流量の液体試料
を質量分析計のイオン化室 (ionization chamber) に直接注入する方式�

direction focusing

方向収束� イオンを一点から加速� 射出し� そのm/z値および並進運動エネル

ギ�が等しく� 方向がわずかに異なるイオンの流れを� 再び一点に収束さ
せること� 通常� この目的に磁場セクタ� (magnetic sector) を用いる�

discharge ionization

放電イオン化� 放電現象 �グロ�� ア�ク� 火花� コロナ� スパ�ク� を利用
したイオン化法� 19世紀�電子やイオンの発見とともに質量分析の歴史の
始まりに貢献したのが� グロ�放電に代表される真空放電の研究であっ
た�

discrete dynode electron multiplier

ディスクリ�トダイノ�ド電子増倍管� イオンを電子に変換する検出器の一
種� 独立した多段のダイノ�ド電極を有する検出器にイオンが衝突して発
生する二次電子 (secondary electron)が� ダイノ�ド電極に衝突を繰り返
すことでさらに多くの二次電子を発生させる電子なだれ効果により� 最終
的には増大した電流信号が観測される� 半導体セラミック製の管状ダイ
ノ�ドで構成する連続ダイノ�ド電子増倍管 (continuous dynode elec-

tron multiplier) とは区別される� 二次電子増倍管 (secondary electron

multiplier) 参照�
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dissociative ionization

解離性イオン化� 気相分子反応の一種で� その過程において分子は分解し� 解
離生成物の一つがイオンである反応�

A��BC� A�B��C�e�

は解離性ペニングイオン化 (dissociative Penning ionization)または単に

解離性イオン化 (dissociative ionization) と呼ばれる過程である�

dissociative Penning ionization

解離性ペニングイオン化� 解離性イオン化 (dissociative ionization) 参照�

distonic ion

ディストニックイオン� ジラジカル (diradical) や両性イオン �イリドを含む�
のイオン化によって生成するラジカルカチオン (radical cation) またはラ

ジカルアニオン (radial anion) のように� 電荷と不対電子を同じ原子ある
いは原子団の位置に書き表せないラジカルイオン� たとえば� CH2�OH2

�

はディストニックイオン (distonic ion) であるが� CH3�OH��はそうでは

ない�

double-focusing mass spectrometer

二重収束質量分析計� イオン源から出射するイオン群に対し� 速度収束 (veloc-

ity focusing)および方向収束 (direction focusing)の両方を行わせるよう

にした質量分析計で� 通常� 電場セクタ	 (electric sector: E)と磁場セク

タ	 (magnetic sector: B) を組み合わせて用いる� 二重収束質量分析計に
は� E
Bの順に配置した正配置または順配置 (forward geometry, EB ge-

ometry)と� B
Eの順に配置した逆配置 (reverse geometry� BE geom-

etry) がある�

dynamic field mass spectrometer

動的場質量分析計� 時間的に変化させた単一あるいは複数の電場を用いること
により� イオンをm/zに基づいて分離する方式の質量分析計の総称�

dynamic pulse heating

ダイナミックパルス加熱� 2500 K以上の超高温における物性を研究するため
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に利用されるパルス的加熱法を呼ぶ� この方法では� 単発パルス照射では
なく� 繰り返しパルス照射を用いる� 等圧抵抗加熱� 中性子パルス加熱�
レ�ザ�パルス加熱などが知られており� 質量分析で蒸発挙動を研究する
には� レ�ザ�パルス加熱がよく用いられる�

E2/V linked scan

E2/Vリンクドスキャンまたは E2/Vリンク走査� E2/V一定リンクドスキャン

(linked scan at constant E2/V) 参照�

einzel lens

アインツェルレンズ� 3個の電極 �円筒形や円形開口平板など� からなる静電
レンズ� 両端の電極を同電位にし� 荷電粒子の並進運動エネルギ�を変化
させずに収束作用を得る�

electric sector

電場セクタ�� 飛行するイオンを偏向させる作用をもつ放射状電場を発生する
システム� 同心円上に配置された一対の円筒形電極などで構成され� 磁場
セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)や飛行時間型質量分析

計 (time-of-flight mass spectrometer)に用いられる�特に�並進運動エネ
ルギ�と電荷の比にしたがってイオンを分離する目的の電場セクタ�は�
静電場エネルギ�分析部 (electrostatic energy analyzer) とも呼ばれる�

electrohydrodynamic ionization (EHIまたは EHDI)

エレクトロハイドロダイナミックイオン化� グリセリンにヨウ化ナトリウムや
酢酸アンモニウムなどを溶解させた電解質溶液や液体金属を� 高電圧
(�10 kV) が印加された金属キャピラリ�の先端から流出させ� スプレ�
イオン化 (spray ionization) する技術� 多価のクラスタ�イオン (cluster

ion)を生成させるのに適している� ナトリウムイオンやプロトンが多数付
加した多価のグリセリンクラスタ�イオンは� マッシブクラスタ�衝撃イ
オン化 (massive-cluster impact ionization)の衝撃用粒子として利用され

る� 溶液に試料を溶解させておくと� [M�H]�や [M�Na]�が生成する�
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electron accelerating voltage

電子加速電圧� 電子イオン化 (electron ionization)において� 電子を加速する
ために印加する電圧�

electron a$nity

電子親和力� 真空中で基底状態 �電子� 振動� 回転� の中性種と電子とが結合
し� 基底状態の負イオンが生成する際に放出されるエネルギ�� 記号 EEA

で表す� 中性種Mの電子親和力は次の過程に必要な最小エネルギ�とし
て定義される�

M���M	e�

ここでM��および Mは� 回転
振動
電子的基底状態であり� 電子の運
動エネルギ�はゼロである�

electron capture chemical ionization (ECCI)

電子捕獲化学イオン化� 化学イオン化 (chemical ionization) イオン源で生成

する低エネルギ�電子と� 試料分子との電子付加によって負イオンを生成
させる方法�

electron capture dissociation (ECD)

電子捕獲解離� 多価プロトン付加分子 (multiply protonated molecule)が低エ

ネルギ�の電子と相互作用する過程の一つ� 多価プロトン付加分子による
電子の捕獲は�エネルギ�の再分配と電荷数 (charge number)の減少をも

たらし� 生成した奇数電子イオン (odd-electron ion) [M	nH](n�1)	は直

ちに分解する�

electron capture ionization (ECI)

電子捕獲イオン化� 電子が付着することによってM��イオンを生成する気体

原子および気体分子のイオン化�

electron capture reaction

電子捕獲反応�電荷移動反応 (charge transfer reaction)の一種�イオンと中性
種の衝突では� 衝突速度が軌道電子の速度より十分遅く電子交換が可能な
速度領域において� 電子捕獲反応が最も主要な電荷移動反応となる� 多価
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イオン (multiply-charged ion)の衝突による電子捕獲反応では� 捕獲する
電子数に応じて一電子捕獲反応� 二電子捕獲反応� などと呼ばれる� 多価
イオンが複数の電子を捕獲して多電子励起状態になり� 自動イオン化 (au-

toionization)を起こすことがあり�この過程をtransferionizationという�

electron energy

電子エネルギ�� 電子イオン化 (electron ionization)などのために使われる電

子の運動エネルギ�であり� 通常� 電子を加速する際の電位差と電気素量
の積として電子ボルト (electron volt, eV) 単位で表示される�

electron impact ionization

電子衝撃イオン化� 電子イオン化 (electron ionization) 参照�

electron ionization (EI)

電子イオン化� 電子による原子や分子のイオン化� このイオン化では� 分子か
ら 1個以上の電子を取り去るために� 10�150 eVまでのエネルギ�に加
速された電子を用いるのが一般的である�
電子衝撃イオン化 (electron impact ionization)という語は推奨されない�

electron volt (eV)

電子ボルト� 1ボルトの電位差がかけられたとき� 一価の荷電粒子が獲得する
エネルギ�として定義される�記号 eV�エネルギ�の非 SI単位であるが�
SI単位と一緒に使用できる� 1 eVは 1.602176487(40)�10�19 J に等し

い� �括弧内の数は数値の最後の 2桁について推定される不確定さを表

す�	

electrospray (ES)

エレクトロスプレ�� 静電噴霧とも訳される� 試料溶液を供給するキャピラ
リ�の先端に数 kVの高電圧を印加することより高度に帯電した微細な液

滴を生成させる技術�

electrospray ionization (ESI)

エレクトロスプレ�イオン化� エレクトロスプレ� (electrospray) の技術を
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使ったイオン化法� 試料溶液を供給するキャピラリ�と対向電極の間に数
kVの高電圧を印加すると� キャピラリ�先端に円錐状の液体コ�ン �テ
イラ�コ�ン Taylor cone� が形成される� テイラ�コ�ン内の高電界の
ために正�負イオンの分離が起こり� テイラ�コ�ン先端より高度に帯電
した液滴が生成する� 溶媒の気化による液滴の体積収縮に伴って液滴の電
荷密度が増大し� 電荷密度がレイリ�極限 (Rayleigh limit)を超えると液

滴が自発的に分裂するに至る� 分裂した帯電液滴のサイズが溶媒の気化で
さらに小さくなると� ついには帯電液滴からイオンの蒸発が起こる� プロ
トン付加による多価正イオンや� プロトン脱離による多価負イオンなどを
生成できる�

electrostatic energy analyzer (ESA)

静電場エネルギ�分析部� 電場セクタ� (electric sector) 参照�

emittance

エミッタンス� (1) イオン光学 (ion optics)では� エミッタンスをイオンビ�ム
の広がりの性質 �平行度� を示すときに用いられ� 通常ビ�ム広がりの立
体角で表す� その値が小さいほどビ�ムの平行度がよいことを意味する�
(2) エミッタンスは� もともと二極管の陰極から引き出された空間電荷制
御電流が陽極電位の 3/2乗に比例して増大するその比例係数のことをい

い� パ�ビアンス (perviance) [A V�3/2]という単位で表され� その値は陰
極の面積と陽極までの距離の幾何学的条件のみで決まる� エミッタンスの
値が大きいと引き出せる電流強度は増すが� 空間電荷のために電子ビ�ム
は広がる�

energy focusing

エネルギ�収束� 並進運動エネルギ�の異なるイオンビ�ムを収束させるこ
と�

even-electron ion

偶数電子イオン� 電子数が偶数のイオン� 不対電子をもたないイオン�
例	 [M
H]
, [M�H]�, CH3


, NH4

, OH� など
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even-electron rule

偶数電子ル�ル� 奇数電子イオン (odd-electron ion) のフラグメンテ�ション
(fragmentation)は奇数または偶数電子イオン (even-electron ion)のどち

らも生成しえるのに対して� 偶数電子イオンのフラグメンテ�ションは一
般的に偶数電子イオンのみを生成する� という法則�
注� 奇数電子ル�ル (odd-electron rule)と呼ばれることもあるが� 通常は
偶数電子イオンのフラグメンテ�ションについて適用され� 偶数電子
ル�ルと呼ばれる�

exact mass

計算精密質量� 同位体質量を用いてイオンや分子の質量をミリダルトン (10�3

u)以下まで計算した値�モノアイソトピック質量 (monoisotopic mass)に

同じ� 厳密には calculated exact massという� Accurate mass �測定精
密質量� とは同義語ではない�

excess energy

過剰エネルギ�� フラグメンテ�ション (fragmentation)において� 結合解離
を起こすイオンの内部エネルギ�とその解離の臨界エネルギ�の差� 過剰
エネルギ�が大きいほど解離反応の速度は大きくなる�

extracted ion chromatogram (EIC)

抽出イオンクロマトグラム� ハイフネ�テッド法において� 一定の時間間隔で
マススペクトルを測定しコンピュ�タに記憶させた後� 特定の �1種類と
は限らない� m/z値における相対強度 (relative intensity) を読み出し時

間の関数として表したクロマトグラム�ハイフネ�テッド法 (hyphenated

method) 参照�

Faraday cup

ファラデ�カップ� 荷電粒子ビ�ムを検出してその電流値を測定するとき� 二
次電子 (secondary electron)放出の影響をなくすためカップ状にした検出

電極�
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fast atom bombardment (FAB)

高速原子衝撃�数 keVに加速した中性原子 �Ar, Xeなど�の収束ビ�ムを試料
に衝突させることでイオンを生成させる方法� 粘性の高いグリセリンなど
の液体マトリックスに試料化合物を混合させる場合を高速原子衝撃または

マトリックス高速原子衝撃 (matrix fast atom bombardment)� 固体ある
いは気体試料を用いる場合をそれぞれ固体高速原子衝撃 (solid fast atom

bombardment)� 気体高速原子衝撃 (gas-phase fast atom bombardment)

ということがある�

fast ion bombardment (FIB)

高速イオン衝撃� 数 keVの並進運動エネルギ�をもつ収束イオンビ�ムを固
体または液相の試料に衝突させることでイオンを生成させる方法� 液相試
料の場合には液体二次イオン化 (liquid secondary ionization) に同じ�

fast particle bombardment (FPB)

高速粒子衝撃� 数 keV�数十 keVの並進運動エネルギ�をもつ原子や分子あ
るいはそれらのイオンを試料に衝突させることでイオンを生成させる方

法� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment) や高速イオン衝撃 (fast ion

bombardment) を含む一般的呼称�

field desorption (FD)

電界脱離またはフィ�ルドデソ�プション� 加熱した固体表面に堆積した物質
から高電界の作用により気相イオンを生成させる方法�
電界脱離イオン化 (field desorption/ionization) という語は推奨されな

い�

field desorption/ionization

電界脱離イオン化� 電界脱離 (field desorption) 参照�

field emitter

フィ�ルドエミッタ�� タングステンなどの金属線に炭素やシリコンの樹状結
晶ウィスカ�を成長させたもの� 電界脱離 (field desorption) や電界イオ

ン化 (field ionization)の陽極として� 塗布した試料をイオン化するために
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用いられる�

field ionization (FI)

電界イオン化� 高電界との相互作用によって試料から電子を取り去るイオン化
法� 一般には気化した試料で行うが� これに限らない�

field ionization kinetics (FIK)

電界イオン化キネティクス� 電界イオン化 (field ionization)において� 加速場
内でのイオンの分解を時間の関数として測定する方法�

field-free region (FFR)

フィ�ルドフリ�領域� 質量分析装置におけるイオンの通り道の一部であっ
て� 電場も磁場もない部分�

first stability region

第一安定領域� マシュ�安定性ダイアグラムの原点に最も近い安定領域� この
領域の中に入るイオンは透過型四重極質量分析計 (transmission quad-

rupole mass spectrometer) を透過でき� あるいはポ�ルイオントラップ
(Paul ion trap) での閉じ込めができる� マシュ�安定性ダイアグラム
(Mathieu stability diagram) 参照�

fission fragment ionization

核分裂片イオン化� プラズマ脱離イオン化 (plasma desorption/ionization)の

同義語�

flash desorption

フラッシュデソ�プションまたは急速加熱脱離� 有機化合物の蒸発過程におい
て� 加熱速度が速いときに� 分解より蒸発が優先する現象を利用し� 急速
な加熱により試料を瞬時に気化 �脱離� させ� 電子イオン化 (electron ion-

ization)や化学イオン化 (chemical ionization)によって試料イオンを生成

する方法�
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focal plane detector (FPD)

焦点面検出器またはフォ�カルプレ�ン検出器� m/zに応じて空間的に分離さ

れたイオンビ�ムが同時に検出面に飛来してくる場合に� それらを一斉に
検出するための検出器� 質量分析器 (mass spectrograph) 参照�

forward geometry

正配置または順配置� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass spectrome-

ter) 参照�

forward library search

順方向ライブラリ�サ�チ� 未知化合物のマススペクトルを取得し� 既知の化
合物のマススペクトルライブラリ�の中から最も類似するスペクトルを検
索することにより未知化合物の同定を行う方法� その際に� スペクトル照
合の有意な判定に必要なすべてのピ�クが未知化合物のマススペクトルに
含まれているものと仮定し� 測定で得られたスペクトルから一定のしきい
値を超える強度のピ�クのみを用いて検索する� マススペクトルライブラ
リ� (mass spectral library) および逆方向ライブラリ�サ�チ (reverse

library search) 参照�

Fourier transform ion cyclotron resonance mass spectrometer (FT-ICRMS)

フ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計� イオンサイクロトロン共
鳴の原理に基づいた質量分析計� 磁場中でイオンは� そのm/z値に応じた

周波数で円周軌道上をサイクロトロン運動する� この周波数に一致する高
周波成分を含むパルス電場が与えられるとイオンはエネルギ�を受け取
り� サイクロトロン運動が励起されてより大きな軌道半径のコヒ�レント
な運動を開始する� これがイオンサイクロトロン共鳴である� 共鳴したイ
オンの鏡像電荷が検出電極上に生じ� その変化 �イメ�ジ電流� が時間軸
上の波形として検出される� この波形デ�タをフ�リエ変換して得られる
周波数スペクトルは� 周波数の逆数と m/zとの関係式に基づいてマスス

ペクトルに変換される�サイクロトロン運動 (cyclotron motion)およびイ

オンサイクロトロン共鳴質量分析計 (ion cyclotron resonance mass spec-

trometer) 参照�
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Fourier transform mass spectrometry (FTMS)

フ�リエ変換質量分析� イオンの周期運動を利用した質量分析で� イオンの
m/z値に対応する周波数の成分分析をフ�リエ変換で処理するタイプの
質量分析全般を指す� フ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析
(Fourier transform ion cyclotron resonance mass spectrometry)と同義

的に用いられることが多いが� これに限らない�

fragment

フラグメント� 結合の開裂によって生成される化学種� 断片とも訳される�

fragment ion

フラグメントイオン� 1つのイオンから� 結合の開裂によって生成するプロダ
クトイオン (product ion)� プリカ�サ�イオン (precursor ion) 参照�
注� 娘イオン (daughter ion) という語は推奨されない�

fragment ion scan

フラグメントイオンスキャン� 同義語のプロダクトイオンスキャン (product

ion scan) の使用を推奨する�

fragment ion spectrum

フラグメントイオンスペクトル� 同義語のプロダクトイオンスペクトル (prod-

uct ion spectrum) の使用を推奨する�

fragment peak

フラグメントピ�ク�フラグメントイオン (fragment ion)に基づくマススペク

トル上のピ�ク�

fragmentation

フラグメンテ�ション� マススペクトロメトリ�において� イオンが一つまた
は複数の結合開裂により� それより小さい質量の化学種を生成する反応�
断片化ともいう�
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fringe field

端縁場� 電場セクタ� (electric sector) もしくは磁場セクタ� (magnetic

sector) などの端付近に生じる不均一場� 正確なイオン軌道を求める場合
は端縁場の影響も考慮する必要がある�

full width at half maximum (FWHM)

半値幅� 1本のピ�クの半分の高さにおけるピ�ク幅のこと� 主に磁場セク
タ�型 (sector mass spectrometer)以外の質量分析装置について� 分解能
の評価に利用される� 半値幅で定義した分解能の値は 10� 谷分解能の値
の約 2倍になる� 質量分解度 (mass resolution) 参照�

gas chromatograph-mass spectrometer (GC-MS)

ガスクロマトグラフ質量分析計� ガスクロマトグラフと質量分析計とを結合し
た装置�

gas chromatography/mass spectrometry (GC/MS)

ガスクロマトグラフィ�質量分析� ガスクロマトグラフと質量分析装置とを結
合した装置を用いて行う分析方法�

gas-phase fast atom bombardment

気体高速原子衝撃� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment) 参照�

glow discharge ionization

グロ�放電イオン化� 低圧力のガスに電圧を印可することによりグロ�放電を
起こさせ� 気相中あるいはカソ�ド上の固体サンプルからのイオンを生成
する方法�

granddaughter ion

孫娘イオン� 非推奨用語� 二次プロダクトイオン (2nd generation product

ion) の使用を推奨�

gridless reflectron

グリッドレスリフレクトロン� グリッドとの衝突によってイオンが失われるこ
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とを避けるため� イオンが通過するところには空間電位を設定するグリッ
ドがないリフレクトロン� リフレクトロン (reflectron) 参照�

hard ionization

ハ�ドイオン化� 多くのフラグメンテ�ション (fragmentation)を起こすよう

なイオン化� ソフトイオン化 (soft ionization) に対比される�

heavy ion induced desorption (HIID)

重粒子イオン誘起脱離� MeV程度に加速された質量が数十�数百 uの原子ま

たは分子のイオン種を一次ビ�ムに用いる高速粒子衝撃 (fast particle

bombardment)�

Herzog shunt

ヘルツォ�クシャント� フィ�ルドフリ�領域 (field-free region) に電場や磁

場が漏れ出さないように� 電場セクタ� (electric sector) や磁場セクタ�
(magnetic sector) の端に置く遮蔽物�

heterolysis

ヘテロリシス� ヘテロリティック開裂 (heterolytic cleavage) の同義語�

heterolytic cleavage

ヘテロリティック開裂� 一つの共有結合が開裂して二つのフラグメント (frag-

ment)が生成するとき� その共有結合を構成していた 2個の電子が片方の

フラグメントに 2個とも配分されるような結合の開裂�

high temperature mass spectrometer

高温質量分析計� クヌ�センセル質量分析計 (Knudsen cell mass spectrome-

ter) の同義語�

high-energy collision-induced dissociation

高エネルギ�衝突誘起解離� 1 keV以上の実験室系衝突エネルギ� (laborato-

ry collision energy) で起こる衝突誘起解離 (collision-induced dissocia-

tion)� 低エネルギ�衝突誘起解離 (low-energy collision-induced dissoci-
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ation) に対比される� 1回衝突 (single collision) 参照�

high-field asymmetric waveform ion mobility spectrometry (FAIMS)

フェイムス法 �FAIMS法�� 大気圧下に置かれた二つの電極間に� 非対称な
�デュ�ティ�比が 50� ではない� 波形の交流高電圧と可変の直流電圧
を同時に印加して� 易動度に基づいたイオンの分離を行う方法� 高電場中
の易動度と低電場中の易動度の比に依存して� イオンはどちらかの電極の
方向に移動する� 交直流型イオン易動度スペクトロメトリ� (RF-DC ion

mobility spectrometry)ともいう�イオン易動度スペクトロメトリ� (ion

mobility spectrometry) 参照�

homolysis

ホモリシス� ホモリティック開裂 (homolytic cleavage) の同義語�

homolytic cleavage

ホモリティック開裂� 一つの共有結合が開裂して二つのフラグメント (frag-

ment)が生成するとき� その共有結合を構成していた 2個の電子が両フラ

グメントに 1個ずつ配分されるような結合の開裂� 不対電子をもった奇数
電子イオン (odd-electron ion) の場合には� その不対電子が� 近接する共
有結合の結合電子対の一つと対を作って新しい結合となり� 残された 1個

の電子を伴ったフラグメントが開裂するフラグメンテ�ション (fragmen-

tation) をいう� この場合には偶数電子イオン (even-electron ion) と不対

電子をもった中性ラジカルが生成する� homolytic cleavage における電

子対の組み換えの様子は�釣り針型の �片鉤の�矢印記号 �片矢印�で示す�

hybrid mass spectrometer

ハイブリッド質量分析計� MS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry)

を行うために�異なるタイプの質量分析部(massanalyzer)を結合した装置�

hydrogen/deuterium exchange (HDX)

水素重水素交換� 質量分析計への導入前に溶液中で分子の水素原子を重水素原
子に置換させること� または� 質量分析計内で重水素化した衝突ガス (col-

lision gas) とイオンとの反応で置換させること�
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hyphenated method

ハイフネ�テッド法� ガスクロマトグラフあるいは液体クロマトグラフなどを
質量分析装置と接続して分析する手法�

ICF flange

ICFフランジ� 金属パッキング �無酸素銅� に非対称のエッジを食い込ませて
真空シ�ルする超高真空用フランジであるコンフラット型フランジ
(conflat flange)を国際規格化させたもの (International ConFlat flange)�

imaging mass spectrometry

イメ�ジング質量分析� 試料表面から脱離してきたイオンの m/z値と位置情

報の両方を同時に得ることにより� 化学種毎の分布状態を画像化する分析
手法�

in-beam chemical ionization

インビ�ム化学イオン化� インビ�ム法 (in-beam method) 参照�

in-beam electron ionization

インビ�ム電子イオン化� インビ�ム法 (in-beam method) 参照�

in-beam method

インビ�ム法� 固体試料または不揮発性の液体試料を直接� イオン化室 (ioni-

zation chamber) 内に挿入し� 電子線に接触あるいは接近させるか� また
は反応イオン (reactant ion) と接触させながら試料を急速加熱し� イオン
を生成させる電子イオン化 (electron ionization) あるいは化学イオン化

(chemical ionization) の技法� 直接露出法 (direct exposure method) と

も呼ばれる� 金属ワイヤ�や電界脱離 (field desorption) 用の結晶ウィス

カ�に塗布した試料をイオン化室内の反応イオン雰囲気中に置き� イオン
分子反応 (ion/molecule reaction) を起こさせてイオン化する方法をイン

ビ�ム化学イオン化 (in-beam chemical ionization)� イオン化室内の電子
線に接触あるいは接近させながら急速加熱し� 高温の器具の壁面などの影
響による熱分解を避けてイオン化する方法をインビ�ム電子イオン化 (in-

beam electron ionization) という� 特にインビ�ム化学イオン化では�
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M��だけでなく [M�H]�なども生成するので分子間衝突などの多分子過

程も関与している� インビ�ム化学イオン化およびインビ�ム電子イオン
化はそれぞれ� 直接化学イオン化 (direct chemical ionization) または脱

離化学イオン化 (desorption chemical ionization) および脱離電子イオン

化 (desorption electron ionization) とも呼ばれる�

inductive cleavage

電荷による開裂� イオン内の見かけ上の荷電部位の電荷によって� 近接する共
有結合の電子 2個が引きつけられ結合が開裂すること� この電子対の移動
は普通の �両鉤の� 矢印記号 �両矢印� で示す�

inductively coupled plasma (ICP)

誘導結合プラズマ� 電磁誘導によってエネルギ�を供給されたプラズマを利用
する放電イオン源� 数MHz�数十MHzの高周波誘導コイル内の磁界に

よって発生する誘導電流で� Arガスなどをイオン化してプラズマを発生

させる� プラズマ温度は 5,000�7,000 Kに達する�

inductively coupled plasma mass spectrometry (ICP-MS)

誘導結合プラズマ質量分析� 誘導結合プラズマ (inductively coupled plasma)

で試料をイオン化する質量分析法� プラズマ中に導入した試料を原子状態
にまで分解してイオン化するため� 元素分析に利用される�

infrared multiphoton dissociation (IRMPD)

赤外多光子解離� CO2レ�ザ�などの強い遠赤外光源から放射される大量の光
子を反応イオンが吸収し� 内部エネルギ�が上昇したイオンの解離が起こ
る現象� 低エネルギ�衝突誘起解離 (low-energy collision-induced disso-

ciation) に類似したフラグメンテ�ション (fragmentation) を生じ� イオ
ンの構造解析に利用される�

in-gel digestion

ゲル内消化� 通常� ゲル電気泳動で分離されたタンパク質のバンドやスポット
をゲルから切り出し� ゲル中にタンパク質が存在している状態でトリプシ
ンなどのエンドペプチダ�ゼによって消化する操作� タンパク質をゲルか
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ら高効率で抽出するのは難しいが� エンドペプチダ�ゼ処理により生じた
ペプチド断片はゲルから効率良く抽出できる� ペプチドマスフィンガ�プ
リント法 (peptide mass fingerprinting) などの質量分析を利用したタン

パク質同定の工程で利用される�

in-source collision-induced dissociation

インソ�ス衝突誘起解離� 大気圧のイオン源から真空の質量分析部にイオンが
輸送される間に衝突励起 (collisional excitation)により起こる解離� イオ
ン脱溶媒 (ion desolvation) に類似した過程であるが� より大きな衝突エ
ネルギ�を要する�

in-source decay (ISD)

インソ�ス分解� マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 (matrix-assisted

laser desorption/ionization: MALDI) におけるポストソ�ス分解 (post-

source decay) に対比される過程であるが� 今日ではMALDI に限らずイ

オン化と同時か直後にイオン化室 (ionization chamber) で起こるフラグ

メンテ�ション (fragmentation)全般を指す� プロンプトフラグメンテ�
ション (prompt fragmentation) とも呼ばれる� MALDIによるペプチド

やタンパク質の測定では c系列イオン (c-ion)や z系列イオン (z-ion) を生

じる�

intensity

信号強度� �質量分析における定義�マススペクトル中に現れているイオンピ�
クの強度� 元はm/z分離されたイオンビ�ムの強度を意味したが� これに
限らない� 相対強度 (relative intensity) 参照�

internal standard

内部標準� 測定対象の試料に加えられ� 試料とともに測定されて� 試料のm/z

値の計測や定量分析の較正に用いられる標準試料�

intramolecular proton bound protonated molecule

分子内プロトン結合型プロトン付加分子� 分子内の二つ以上の官能基がプロト
ンを挟み込むように配位している構造のプロトン付加分子 (protonated
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molecule)�

ion

イオン� 電荷をもつ粒子 �原子� 分子またはフラグメント fragment� のこと�

ion accelerating voltage

イオン加速電圧� イオンを加速するために印加する電圧�

ion collector

イオンコレクタ�� ファラデ�カップ (Faraday cup) や二次電子増倍管

(secondary electron multiplier) のようなイオンを検出するための装置�

ion cooling

イオン冷却� イオンの並進運動エネルギ�を減少させることを目的としてイオ
ントラップ (ion trap)タイプの装置で行われる方法の総称� 並進運動エネ
ルギ�分布を狭くすることにより� イオントラップ内でのイオンの空間的
分布も改善され�感度 (sensitivity)�質量分解能 (mass resolving power)�
ダイナミックレンジ� MS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry)

の効率などが向上する�

ion cyclotron resonance mass spectrometer (ICRMS)

イオンサイクロトロン共鳴質量分析計� 一様磁場中でサイクロトロン運動
(cyclotron motion)するイオンが磁場に直交する交流電場から共鳴的にエ

ネルギ�を吸収し� 回転半径を増す現象 �イオンサイクロトロン共鳴� を
利用した質量分析計� 共鳴条件はイオンのm/z値に依存するので� 交流電
場からのエネルギ�吸収の度合いにより m/z分離できる� イオンの検出
には� 共鳴による外部共振回路の Q値の変化や� 共鳴領域を通過したイオ
ンの直接検出などさまざまな方式があるが� イオンの誘導電流を検出して
そのフ�リエ変換を用いる場合はフ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴
質量分析計という�サイクロトロン運動 (cyclotron motion)およびフ�リ
エ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計 (Fourier transform ion

cyclotron resonance mass spectrometer) 参照�
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ion desolvation

イオン脱溶媒� 気相のイオンを取り囲んでいる溶媒分子が加熱やガス分子との
衝突により取り去られること�

ion energy loss spectrum

イオンエネルギ�ロススペクトル� 中性種との反応により失った並進運動エネ
ルギ�の関数としてイオンの相対強度 (relative intensity) をプロットし

たスペクトル� イオン運動エネルギ�スペクトロメトリ� (ion kinetic

energy spectrometry) およびMIKE法 (mass-analyzed ion kinetic

energy spectrometry) 参照�

ion gate

イオンゲ�ト� 荷電粒子の軌道を偏向させるためのパルス電場を発生する平板
状またはグリッド状の電極群� イオン易動度スペクトロメトリ� (ion mo-

bility spectrometry)あるいは飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass

spectrometer) などで用いられる� マスゲ�ト (mass gate) 参照�

ion guide

イオンガイド� 4本以上の偶数本の柱状電極を円周上に等間隔でかつ中心軸に

沿って平行に配置し�隣接する各電極に 180度ずつ位相の異なる交流電圧

をかけ� 中心軸の回りに誘起した振動電場で中心軸に沿って入射したイオ
ンの動径方向の運動を封じ込めてイオンが散逸することなく出口まで導く

装置� 四重極イオンガイド (collision quadrupole) 参照�

ion kinetic energy spectrometry (IKES)

イオン運動エネルギ�スペクトロメトリ�または IKEスペクトロメトリ��
イオンビ�ムを並進運動エネルギ�と電荷の比によって分離し� そのスペ
クトルを得ること� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass spec-

trometer)では通常� 準安定イオン (metastable ion) の検出を目的として

電場セクタ� (electric sector)の走査 (scan)により行われる� イオンエネ
ルギ�ロススペクトル (ion energy loss spectrum) および MIKE 法

(mass-analyzed ion kinetic energy spectrometry) 参照�
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ion mirror

イオンミラ�� イオンの進行方向を反対方向に反転させる一連の電極の総称�
飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spectrometer) でエネルギ�
収束 (energy focusing) させるために使われるイオンミラ�はリフレクト
ロン (reflectron) と呼ばれる�

ion mobility spectrometry (IMS)

イオン易動度スペクトロメトリ�またはイオンモビリティ�スペクトロメト
リ�� 電場が印加された緩衝ガス (bu#er gas)空間にある荷電粒子は� そ
の体積� 形状� 電荷数 (charge number)� 質量などに依存する速度で移動
する�電場強度が小さい場合� 荷電粒子の移動速度 (v)は電場 (E)に比例す

る (v�mE)�比例定数 ( m)を易動度という� 易動度の差異を利用して荷電粒
子を識別する方法をイオン易動度スペクトロメトリ�という� 大気中の帯
電したエアロゾルのサイズ分布の測定や比較的質量の大きいイオンの構造

解析に使われる�
注� 易動度 (mobility) は移動度とも記述される�

ion optics

イオン光学� イオンビ�ムの発散�収束を光のレンズ作用のように取り扱う方
法�

ion source

イオン源� 質量分析装置を構成する一部分で� 試料から気相イオンを生成する
領域� イオン化室 (ionization chamber)� イオン流の加速場� 収束レンズ
などから構成される�

ion spray

イオンスプレ� �商標�� 気流支援エレクトロスプレ�イオン化 (pneumatical-

ly-assisted electrospray ionization) の同義語�

ion trap (IT)

イオントラップ� 電場や磁場を単独で� または組み合わせて作ったポテンシャ
ルの井戸に� イオンを閉じ込める装置のこと� 例えば� 三次元的双曲面電
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極に交流電圧を印加してイオンを閉じ込めるものはポ�ルイオントラップ
(Paul ion trap)� 静電場と静磁場でイオンを閉じ込めるものはペニングイ
オントラップ (Penning ion trap)� 直流電圧のみを印加した紡錘形電極と
樽状電極の間の空間にイオンを閉じ込めるものはキングドントラップ

(Kingdon trap) と呼ばれる�

ion trap mass spectrometer (ITMS)

イオントラップ質量分析計� イオントラップ (ion trap) を利用した質量分析

計�狭義にはポ�ルイオントラップ (Paul ion trap)を用いた質量分析計を

指す� イオントラップ内に閉じ込められたイオンを� 交流電圧やその周波
数の走査などによって m/z値別に排出し� これを逐次的に検出すること
によって質量分析するほか� 閉じ込められたイオンをパルス電圧で一斉に
トラップから排出して飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spec-

trometer) に導き質量分析を行う装置などがある� 広義には� イオント
ラップの特性を利用して m/zに基づくイオンの分離を行う質量分析計全

般を指し� リニアイオントラップ (linear ion trap)� キングドントラップ
�Kingdon trap� 製品名 Orbitrap�� フ�リエ変換イオンサイクロトロン
共鳴 (Fourier transform ion cyclotron resonance: FT-ICR) などを利用

した質量分析計が該当する�

ion/ion reaction

イオンイオン反応� 二つのイオン同士 �特に反対の極性のもの� の反応�
注� イオン�イオン反応 (ion�ion reaction) のようにハイフンまたはダッ

シュでつないだ表記は推奨されない�

ion/molecule reaction

イオン分子反応� イオンと分子との反応� プロトン移動反応� ハイドライド移
動反応� 電荷交換反応 (charge exchange reaction)� クラスタリング反応
などがある�
注� イオン�分子反応 (ion-molecule reaction) のようにハイフンまたは

ダッシュでつないだ表記は推奨されない�
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ion/neutral complex

イオンニュ�トラルコンプレックス� 中性分子がイオン化されフラグメンテ�
ション (fragmentation)を起こすとき� 元の中性分子の構造からは説明し
にくいフラグメンテ�ションを説明するために導入された中間状態� プリ
カ�サ�イオン (precursor ion) の開裂によって生成したフラグメントイ

オンと中性フラグメントとが比較的ゆるく結合した中間状態で� 反応座標
上ではプリカ�サ�イオンとプロダクトイオン (product ion) との中間に

位置する�
注� イオン�ニュ�トラルコンプレックス (ion-neutral complex)のように

ハイフンまたはダッシュでつないだ表記は推奨されない�

ion/neutral exchange reaction

イオンニュ�トラル置換反応� 気相イオンと原子または分子が相互作用して�
反応物とは異なった中性種を生成する反応�
注� イオン�ニュ�トラル置換反応 (ion�neutral exchange reaction)のよ

うにハイフンまたはダッシュでつないだ表記は推奨されない�

ion/neutral reaction

イオンニュ�トラル反応� 気相イオンと原子または分子との反応�
注� イオン�ニュ�トラル反応 (ion�neutral reaction)のようにハイフンま

たはダッシュでつないだ表記は推奨されない�

ionic dissociation

イオン解離� 1個のイオンが� より質量の軽い 1個のイオンと一つあるいは複

数の中性種に解離すること�あるいはより電荷数 (charge number)の小さ

い複数のイオンに解離すること�

ionization

イオン化� 質量分析においては� 気相� 液相� 固相にある試料を� 気体状の正
イオンあるいは負イオンにすることを意味する�

ionization chamber

イオン化室� イオン源内で� 試料が電子線や反応イオン (reactant ion) などと
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相互作用し� 試料から気相イオンが生成する場所�

ionization cross section

イオン化断面積� 気相中の原子や分子が� 電子� 光子� 原子線� 分子線などと
相互作用してイオン化するとき� 気相イオンの生成確率を面積の単位で表
した測度�

ionization e$ciency

イオン化効率� イオン源で消費された分子の数に対する生成したイオンの数の
比�

ionization e$ciency curve

イオン化効率曲線� 生成したイオンの数とイオン化のために要した電子または
光子などのエネルギ�との関係を示す曲線�

ionization energy (IE)

イオン化エネルギ�� 基底状態にある孤立した原子や分子から 1個の電子を無

限遠に引き離すのに要するエネルギ��

ionization potential

イオン化ポテンシャル� 同義語のイオン化エネルギ� (ionization energy) の

使用を推奨する�

ionizing cell

イオン化室� ionization chamberの同義語�

ionizing collision

電離衝突� イオンと中性種との衝突による相互作用で� そのどちらかから電子
が 1個あるいは複数個取り去られる衝突過程�

ionizing voltage

イオン化電圧� 電子イオン化 (electron ionization) における電子の加速電圧�
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ion-pair formation

イオン対生成� 1個の分子もしくは分子の複合体から正イオンおよび負イオン

が対で生成する気相中のイオン化過程�
2M� [M�H]��[M�H]�

AX� A��X�

AX� A���X��

ion-to-photon detector

イオン光子変換検出器� イオンをコンバ�ジョンダイノ�ドに衝突させて電子
を発生し� その電子を蛍光体に衝突させ� 発生する光子を光電子増倍管
(photomultiplier) で検出する方式の検出器� コンバ�ジョンダイノ�ド
(conversion dynode) 参照�

isomeric ion

異性体イオン� 化学式は同じであるが構造の異なるイオン�

isotope cluster

同位体クラスタ�� 同位体パタ�ン (isotope pattern) 参照�

isotope dilution mass spectrometry (IDMS)

同位体希釈質量分析� 特定の質量の同位体で標識した化合物の一定量を内部標
準 (internal standard) として試料に加えて行う定量分析手法�

isotope e#ect

同位体効果� 同位体の質量の差により生ずる物理的� 化学的現象の違い� 質量
分析では� 同位体標識 (isotope labeling) 化合物と非標識体のガスクロマ

トグラフィ�質量分析 (gas chromatography/mass spectrometry) にお

ける溶出挙動のわずかな違い �物理的効果	 やフラグメントイオン (frag-

ment ion) 生成比の違い �化学的効果	 などが観測される�

isotope labeling

同位体標識� 化合物中の 1個ないし複数個の原子を特定の同位体で置換するこ

と� 置換による質量のシフトを利用して� フラグメンテ�ション (frag-
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mentation)の研究� 定量分析における内部標準 (internal standard) 物質

として用いるなどさまざまな場面で利用される�

isotope pattern

同位体パタ�ン� 同じ化学式であるが異なる同位体を含むイオンによる� マス
スペクトル上のピ�クの一群� 同位体クラスタ� (isotope cluster)とも呼

ばれる�

isotope peak

同位体ピ�ク�マススペクトル上に現れる同位体イオン (isotopolog ions)によ

るピ�ク�

isotope ratio mass spectrometry (IRMS)

同位体比質量分析� 質量分析計を用いた� 物質に含まれる特定の元素について
の同位体の相対量計測� およびこれを扱う質量分析の一分野�

isotopically enriched ion

同位体増加イオン�組成中のある元素 �たとえば炭素 C�の特定の同位体 �たと
えば 13C� が� 天然存在比 �たとえば 13C の場合では 1.1�� よりも高いレ
ベルにあるイオン�

isotopolog ions

同位体イオン� あるイオンに対して� 化学式は同じであるが同位体組成が異な
るため質量が異なるイオンを同位体イオンと呼ぶ� 一般には� モノアイソ
トピックイオン (monoisotopic ion) に対比して使用される� たとえば
CH4

��に対しての CH3D��などを同位体イオンと呼ぶ� 同位体パタ�ン
(isotope pattern) 参照�

isotopomeric ions

同位体異性体イオンまたはアイソトポメリックイオン� あるイオンに対して�
同位体組成が同じであるため質量は同じであるが� それぞれの同位体の位
置が異なるイオンを同位体異性体イオンと呼ぶ� 同位体異性体イオンは�
同位体同士の位置が入れ替わった立体配置異性体でも� 立体構造の異なる
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異性体でもありうる�

kinetic energy analyzer

運動エネルギ�分析器� 荷電粒子の並進運動エネルギ�を測定するための装置
で� 減速場� 飛行時間� 電場または磁場による偏向など� さまざまな原理
で実現される�

kinetic energy release (KER)

運動エネルギ�放出� (1) 準安定イオン分解 (metastable ion decay)において�
プリカ�サ�イオン (precursor ion) の内部エネルギ�の一部が分解生成
物の並進運動エネルギ�に変換される現象� 準安定ピ�クの幅を広くする
効果をもち� その形状や幅からフラグメンテ�ションの機構が議論でき
る� (2) 準安定ピ�クの幅から求められる準安定イオン分解生成物の並進
運動エネルギ�に関する測度で� 重心の並進運動エネルギ�に対する相対
値として表される� 準安定イオン (metastable ion) および準安定ピ�ク
(metastable peak) 参照�

kinetic energy release distribution (KERD)

運動エネルギ�放出分布� 準安定イオン (metastable ion)の解離反応における

運動エネルギ�放出の値の統計的分布� 運動エネルギ�放出 (kinetic

energy release) 参照�

kinetic method

速度論的方法� イオンの熱力学的物理量 �例えば気相塩基性� を求めるために
タンデム質量分析 (tandem mass spectrometry)などを用いる方法論� 反
応生成物の相対存在量 (relative abundance)から� 競合し合うフラグメン
テ�ション反応の相対的確率を導く� その際に対象としている熱力学的物
理量について未知のイオン種に対し� これよりもその物理量の値 �既知�
が高いと思われるイオン種および低いと思われるイオン種を複数競合させ

ることにより� 未知の値を内挿的に求める� 拡張した速度論的方法では�
反応に伴うエントロピ�変化も考慮する�
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Kingdon trap

キングドントラップ� イオントラップ (ion trap)の一種で� 紡錘形の曲面をも
つ電極と� その外側に同軸に配置した樽状の電極とで構成され� 電極間に
直流電圧を印加することにより� 半径方向についての対数関数項を含む四
重極電位分布の静電場を発生する� イオントラップ内で紡錘形電極の周り
を回転しながらトラップされるイオンは� イオントラップの軸に沿って調
和振動運動する� その周波数はイオン速度に無関係 かつm/zの平方根に

反比例するので� 振動するイオンによって誘導されたイメ�ジ電流を検出
して得た時間軸上の波形デ�タをフ�リエ変換で周波数解析すれば� 質量
分析部 (mass analyzer) として機能する� この原理に基づいた質量分析計
はオ�ビトラップ �Orbitrap, 商標� として実現されている�

Knudsen cell

クヌ�センセル� 高温蒸気圧測定用のクヌ�センセルは中空円筒状のセルで�
上蓋中央に直径 1 mm 以下程度の小さい穴 �オリフィス� を有するほかは
密閉されている�クヌ�センセルが放射�電子衝撃� RF加熱などの方法に

より加熱されると� 一定温度で試料とその蒸気が平衡に達する� オリフィ
スから流出する蒸気分子流はセル内の平衡を乱さない� クヌ�センセルの
材質は� タングステン� モリブデン� 白金� ステンレス鋼� アルミナ� 黒
鉛などのうち試料と反応しないものが選択される�

Knudsen cell mass spectrometer

クヌ�センセル質量分析計� クヌ�センセル部� イオン源部� 質量分析部から
なる高温蒸気圧測定用の特殊質量分析計で� 高温質量分析計 (high tem-

perature mass spectrometer) ともいう� セルから上向きに流出する蒸気
流 �クヌ�セン流をなす� の一部を電子イオン化 (electron ionization)な

どで質量分析することにより� セル内の蒸気種の同定と絶対分圧の測定を
行う�

Knudsen e#usion mass spectrometer

クヌ�セン流出質量分析計� クヌ�センセル質量分析計 (Knudsen cell mass

spectrometer) の同義語�
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laboratory collision energy

実験室系衝突エネルギ�� 座標系の原点を実験室に固定したときの� 衝突する
粒子の並進運動エネルギ�� 衝突誘起解離 (collision-induced dissocia-

tion) においては� 質量分析装置のイオン加速電圧 (V)に入射イオンの電

荷数 (charge number) z と電気素量 e をかけて求めた電子ボルト (elec-

tron volt) 単位のエネルギ�として表される� 重心系衝突エネルギ�
(center-of-mass collision energy) 参照�

laser ablation (LA)

レ�ザ�アブレ�ション� 固体あるいは液体などの表面に強力なパルスレ�
ザ�光を照射したとき� 表面が一気にプラズマ化し� 構成物質の原子� 分
子� イオン� 微粒子などさまざまな物質が表面から爆発的に放出される現
象� レ�ザ�光照射による表面吸着物の脱離現象や� 局所的な加熱による
熱蒸発とは区別される�

laser beam ionization

レ�ザ�ビ�ムイオン化� レ�ザ�光照射による試料からのイオン生成�

laser desorption (LD)

レ�ザ�脱離� 固体または液体の試料がパルスレ�ザ�光の光子と相互作用す
ることによって気相の化学種 �原子� 分子� フラグメント fragmentなど�
が生成すること�

laser desorption/ionization (LDI)

レ�ザ�脱離イオン化� 固体または液体の試料をパルスレ�ザ�光の光子と相
互作用させることによって気相のイオンを生成する方法�

laser ionization (LI)

レ�ザ�イオン化� 物質または気相中の原子や分子とレ�ザ�光の光子との相
互作用を通してイオンが生成すること�

laser microprobe mass spectrometry (LMMS)

レ�ザ�マイクロプロ�ブ質量分析� 成分の存在位置情報の取得を重視した
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レ�ザ�脱離イオン化質量分析� レ�ザ�脱離イオン化 (laser desorp-

tion/ionization) 参照�

laser spray (LS)

レ�ザ�スプレ�� 数 kVの高電圧を印加した金属キャピラリ�に試料溶液を
供給し� キャピラリ�の内径とほぼ等しい径に焦点を絞った数Wの赤外

レ�ザ�をキャピラリ�の反対側から照射して液体を噴霧させ� 溶液中の
イオンを気相に取り出す方法� エレクトロスプレ� (electrospray) 参照�

linear ion trap (LIT)

リニアイオントラップ� 二次元のポ�ルイオントラップ� トラップの軸に対し
て垂直な面内でのイオン閉じ込めはポ�ルイオントラップの動作原理に基
づいて行い� 軸方向の閉じ込めは静電場によって行う� ポ�ルイオント
ラップ (Paul ion trap) 参照�

linked scan

リンクドスキャンまたはリンク走査� 2台以上の質量分析部 (mass analyzer)

で構成されるタンデム質量分析計 (tandem mass spectrometer)� または
磁場セクタ� (magnetic sector) と電場セクタ� (electric sector) をそれ

ぞれ 1台以上備えた磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrome-

ter) で用いられる走査法� 各走査パラメ�タ�を互いにある一定の関係に
保ちながら 2台以上の質量分析部 �または磁場セクタ�と電場セクタ��
を同時に走査することにより� プロダクトイオンスペクトル (product ion

spectrum)� プリカ�サ�イオンスペクトル (precursor ion spectrum)�
コンスタントニュ�トラルロススペクトル (constant neutral loss spec-

trum)� コンスタントニュ�トラルマスゲインスペクトル (constant neu-

tral mass gain spectrum) を取得することができる�

linked scan at constant B/E

B/E一定リンクドスキャンまたは B/E一定リンク走査� 磁場セクタ� (mag-

netic sector)と電場セクタ� (electric sector)をそれぞれ 1台以上備えた

磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)で行われる� 加速
電圧 V を一定にして� 磁場セクタ�の磁場 �磁束密度� の大きさ B と電
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場セクタ�の電場の大きさ E の比を一定に保ちながら B と E を同時に

走査する� この磁場セクタ�と電場セクタ�の組に進入する前に通過する
フィ�ルドフリ�領域 (field-free region) での解離� またはその他の反応
のプロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum) を記録する�
B/Eリンクドスキャン (B/E linked scan) という語は推奨されない�

linked scan at constant B[1�(E/E0)]1/2/E

B[1�(E/E0)]1/2/E一定リンクドスキャンまたは B[1�(E/E0)]1/2/E一定リン

ク走査� 磁場セクタ� (magnetic sector)と電場セクタ� (electric sector)

をそれぞれ 1台以上備えた磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spec-

trometer) で行われる� 加速電圧 V を一定にして� 磁場セクタ�の磁場
�磁束密度�の大きさ Bと電場セクタ�の電場の大きさ Eについて� B[1�
(E/E0)]1/2/Eを一定に保ちながら B と E を同時に走査する� この磁場セ
クタ�と電場セクタ�の組に進入する前に通過するフィ�ルドフリ�領域
(field-free region) での解離� またはその他の反応のコンスタントニュ�
トラルロススペクトル (constant neutral loss spectrum) またはコンスタ

ントニュ�トラルマスゲインスペクトル (constant neutral mass gain

spectrum) を記録する� E0 は対象の中性フラグメントに相当する質量の

一価イオンを透過させるのに必要な E の値�
B[1�(E/E0)]1/2/Eリンクドスキャン (B[1�(E/E0)]1/2/E linked scan) と

いう語は推奨されない�

linked scan at constant B2/E

B2/E一定リンクドスキャンまたは B2/E一定リンク走査�磁場セクタ� (mag-

netic sector)と電場セクタ� (electric sector)をそれぞれ 1台以上備えた

磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)で行われる� 加速
電圧 V を一定にして� 磁場セクタ�の磁場 �磁束密度� の大きさ B の自

乗と電場セクタ�の電場の大きさ Eの比 B2/Eを一定に保ちながら B と

E を同時に走査する� この磁場セクタ�と電場セクタ�の組に進入する前
に通過するフィ�ルドフリ�領域 (field-free region) での解離� またはそ
の他の反応のプリカ�サ�イオンスペクトル (precursor ion spectrum)

を記録する�
B2/Eリンクドスキャン (B2/E linked scan) という語は推奨されない�
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linked scan at constant E2/V

E2/V一定リンクドスキャンまたは E2/V一定リンク走査� 磁場セクタ�
(magnetic sector)と電場セクタ� (electric sector)をそれぞれ 1台以上備

えた磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)で行われる�
電場セクタ�の電場の大きさ E の自乗と加速電圧 V の比 E2/V を一定に

保ちながら E と V を同時に走査する� この磁場セクタ�と電場セクタ�
の組に進入する前に通過するフィ�ルドフリ�領域 (field-free region) で

の解離� またはその他の反応のプロダクトイオンスペクトル (product ion

spectrum) を記録する�
E2/Vリンクドスキャン (E2/V linked scan) という語は推奨されない�

liquid chromatograph-mass spectrometer (LC-MS)

液体クロマトグラフ質量分析計� 液体クロマトグラフと質量分析計とを結合し
た装置�

liquid chromatography/mass spectrometry (LC/MS)

液体クロマトグラフィ�質量分析� 液体クロマトグラフと質量分析装置とを結
合した装置を用いて行う分析方法� 混合物の試料を液体クロマトグラフで
分離した後� 溶出順に各成分の質量分析を行う�

liquid ionization (LI)

液体イオン化� 大気圧イオン化法の一つ� 適当なマトリックス溶媒に溶かした
試料を加熱可能な金属針に塗布し� その液体表面に Ar� などの準安定原
子を供給接触させてペニングイオン化を起こさせ� イオン蒸発 �イオン脱
離� させる方法� ペニングイオン化およびイオン分子反応 (ion/molecule

reaction)と�溶媒やマトリックス (matrix)により試料分子を分散させて�
試料イオンの脱離を容易にする手法を組み合わせたソフトイオン化法

(soft ionization)� 大気圧イオン化 (atmospheric pressure ionization) お

よびペニングイオン化 (Penning ionization) 参照�

liquid secondary ionization (LSI)

液体二次イオン化� 液体マトリックスに溶解した試料とイオンあるいは原子の
収束ビ�ムとの相互作用により� 試料中の各種成分をイオン化させる方
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法� 高速粒子衝撃 (fast particle bombardment) および二次イオン化

(secondary ionization) 参照�

low-energy collision-induced dissociation

低エネルギ�衝突誘起解離� 約 1,000 eV 以下の実験室系衝突エネルギ�
(laboratory collision energy) で起こる衝突誘起解離 (collision-induced

dissociation)� 多重衝突 (multiple collision)を前提とする過程で� 衝突励
起 (collisional excitation)は累積的に作用する� 高エネルギ�衝突誘起解
離 (high-energy collision-induced dissociation) に対比される�

m/z

m/z �mオ�バ� z�� イオンの質量を統一原子質量単位で割り� さらにイオン
の電荷数で割って得られる無次元量� 表記に際しては� 必ず小文字の斜体
�イタリック体� で� 空白を挿入しないで記述する� 電荷数 (charge

number) および統一原子質量単位 (unified atomic mass unit) 参照�
注� 質量電荷比 (mass-to-charge-ratio) という語は推奨されない� マスス
ペクトルの横軸の量はイオンの質量をイオンの電荷で割った商ではな

いので� 質量電荷比ではなく m/zを推奨する� m/zの数値を示す際

は� m/z�100のように等号を用いるよりも� m/z 100のような表記

を推奨する� また� m/z の単位として提案されているトムソン

�thomson, 単位記号 Th� は� 現時点では未公認である�

magnetic deflection

磁場偏向� 磁場セクタ� (magnetic sector) 内のイオン運動の結果� イオン
ビ�ムが偏向すること� 一般的にイオン運動の方向は磁場の方向に対して
垂直であり� 速度の大きさは一定である�

magnetic field scan

磁場スキャンまたは磁場走査� 磁場 �磁束密度� の大きさを変化させることに
より� イオンの運動量スペクトル �マススペクトル� を取得する方法全般
を指す�
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magnetic sector

磁場セクタ�� 荷電粒子ビ�ムに直交する磁場を発生するシステムで� 粒子の
運動量をイオンの電荷で割った量に比例する度合いでビ�ムを偏向する�
単一エネルギ�のビ�ムの場合� 偏向量はm/zに比例する�

magnetic shim

マグネティックシム� 磁場セクタ� (magnetic sector) や超伝導コイルの端縁

場 (fringe field) における磁場の勾配や歪みを補正して均一度を高めるた

めに配置した付加的な永久磁石や電磁石�

mass

質量� 物体の運動量や運動エネルギ�� 二物体間に働く重力などの力学的性質
を決定する� 物体に固有の基本量� 質量分析においては� ニュ�トンの式�
力�質量�加速度に含まれる慣性質量として定義される� 物理量としての
質量は公式には SI単位 (kg)で表さなければならないが� 質量分析で扱わ
れる原子� 分子� イオンなどの質量については� 非 SI単位である統一原子

質量単位を用いた表記が公認されている� 統一原子質量単位 (unified

atomic mass unit) 参照�

mass accuracy

質量確度または質量真度�質量分析で計測された質量の値の正確さ�すなわち�
真の値 �計算精密質量	 との一致度をいう� 数値を示す際は� 質量の計測
値と計算精密質量との差の絶対値�または百万分率 (ppm)で表すことが多

い� 計算精密質量 (exact mass) 参照�

mass analysis

マスアナリシスまたは質量解析� m/zに基づいてイオン種の混合物を同定す

る� または原子の質量の総計に基づいて化学種の混合物を同定する作業工
程� 解析は定性的あるいは定量的である�

mass analyzer

質量分析部� 質量分析装置において� イオンのm/z分離ならびに方向や速度な

どの収束が行われる部分�
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mass calibration

質量較正� 理論的または実験的に得られる関係式に基づいて� 検出された信号
からm/z値を決定する手段� 最も一般的には� 既知のm/z値のイオンを

生成する化合物のマススペクトルから得られる較正用ファイル �キャリブ
レ�ションファイル� を用いて� コンピュ�タ上のデ�タシステム �ソフ
トウェア� で行われる�

mass chromatogram

マスクロマトグラム� 同義語の抽出イオンクロマトグラム (extracted ion

chromatogram) の使用を推奨する�

mass defect

マスディフェクト� (1) 原子� 分子� イオンについて� 質量数 (mass number)

またはノミナル質量 (nominal mass) あるいは整数値で近似した質量か

ら� モノアイソトピック質量 (monoisotopic mass)を差し引いた値� 正と
負のいずれの値もとりうる� 負のマスディフェクトについてマスエクセス
(mass excess)という語の使用は推奨されない� (2) 核物理学における質量

欠損 (mass defect) は� 原子核を構成する核子の質量の和から原子核の質
量を差し引いた値を意味し� 原子核の全結合エネルギ�に相当する�

mass discrimination

マスディスクリミネ�ション� 質量弁別効果� または質量差別効果� イオン種
によって質量分析装置の見かけ上の感度 (sensitivity) に差異が生じるこ

と� その原因には質量分析のすべての構成要素がかかわっている�

mass excess

マスエクセス� マスディフェクト (mass defect) 参照�

mass fragmentogram

マスフラグメントグラム� ガスクロマトグラフィ�質量分析 (gas chromatog-

raphy/mass spectrometry)などで� 選択イオンモニタリングによって特
定のm/z値での相対強度 (relative intensity) を実時間で検出�記録して
得たクロマトグラム� 選択イオンモニタリング (selected ion monitoring)
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参照�

mass gate

マスゲ�ト� ある一定のm/z範囲のイオンを透過させるためのイオンゲ�ト�
イオンゲ�ト (ion gate) 参照�

mass limit

質量上限� ある質量分析計についてイオンの検出が可能な m/z値の上限およ

び下限�

mass marker

マスマ�カ�� 磁場セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)におい

て� 磁束密度の大きさを検出するホ�ル素子と組み合わせ� イオンのm/z

値を指示較正するための装置� または質量較正 (mass calibration)のため

の標準物質�

mass number

質量数� 原子� 分子� またはイオンを構成する陽子と中性子の数の合計� 記号
Aで表す� ノミナル質量 (nominal mass) 参照�

mass range

質量範囲� ある質量分析計について� イオンの検出が可能な� あるいはマスス
ペクトルを取得するための動作が可能なm/zの範囲�

mass resolution

質量分解度� あるマススペクトルについて� 観測されたピ�クのm/zの値を�
スペクトル上でこのピ�クと分離されて観測される �仮想的な� ピ�クの
m/z値との差の最小値 D(m/z)で割った値� (m/z)/D(m/z)�
注 1. 質量分解度を表示する際は� その値を求めるのに用いた m/zの計

測値を添えて示す必要がある�
注 2. 質量分解度を表示する際はまた� D(m/z)の値の決め方を示す必要

がある� 通常は� ピ�クの高さに対する一定の割合の高さで求めた
ピ�ク幅を D(m/z)の値とし� その際のピ�クの高さに対する割合
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を示す�
注 3. D(m/z)は� 強度が等しい 2本のピ�ク間の谷がピ�クの高さに対

して一定の割合になるような条件で与えられる� ピ�ク間の間隔と
しても定義される�

mass resolving power

質量分解能� ある特定の質量分解度 (mass resolution) の値を得ることができ

る質量分析計の能力�
注� 質量分解度を表示する場合と同様� 質量分解能の値を求めるのに用い
たm/zの計測値と D(m/z)の値の決め方を示す必要がある�

mass selective axial ejection

質量選択的軸方向排出または質量選択的アキシャルイジェクション� 質量選択
的不安定性 (mass selective instability)を利用して� ポ�ルイオントラッ
プ (Paul ion trap) から特定の m/z 値のイオンをイオントラップの軸に

沿ってエンドキャップ方向に排出すること�

mass selective instability

質量選択的不安定性�ポ�ルイオントラップ (Paul ion trap)に印加する交流電

圧の適切な設定により観測される現象で� 特定の m/z範囲のイオンにつ

いて不安定な軌道を引き起こし� その結果これらのイオンはトラップから
排除される�

mass spectral library

マススペクトルライブラリ�� さまざまな化合物のマススペクトルを収集した
もので� 通常は信号強度とm/z値のデ�タ列として表記される� モノアイ
ソトピックマススペクトル (monoisotopic mass spectrum)から構成され

る場合もある�

mass spectrograph

質量分析器� イオンビ�ムをm/z値によって分離し� 写真乾板などの焦点面検
出器 (focal plane detector) 上にマススペクトルを結像させる装置� 質量
分析計 (mass spectrometer) とは区別される�
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mass spectrometer

質量分析計� 気相イオンのm/z値と存在量を測定する装置�

mass spectrometric detector

質量分析検出器� ガスクロマトグラフから溶出されるさまざまな物質について
の定性的および定量的なデ�タを与える検出器として用いられる質量分析
計� 溶出された化合物のマススペクトルは� 化合物の化学的性質を反映す
る溶出時間よりも優れた同定の根拠となる�

mass spectrometric thermal analysis (MTA)

熱質量分析� 物質を昇温しその物質から発生する揮発性物質を質量分析によっ
て測定する方法�

mass spectrometry

質量分析またはマススペクトロメトリ�� 質量分析計 (mass spectrometer)と

質量分析器 (mass spectrograph) � およびそれらの装置を用いて得られる
結果に関するすべてを扱う科学の一分野�
質量分光またはマススペクトロスコピ� (mass spectroscopy)という語は

推奨されない�

mass spectrometry/mass spectrometry (MS/MS)

MS/MS �エムエスエムエス�� m/z値により選択された 1種類もしくは複数種

のイオンに対するプロダクトまたはプリカ�サ�のマススペクトル� ある
いは特定のm/z値の増減が生じたプリカ�サ�イオン (precursor ion) の

マススペクトルを取得する技法� およびそれらの結果を利用する研究のこ
と� タンデム質量分析 (tandem mass spectrometry)の同義語� 二つ以上
の質量分析部 (mass analyzer) を備えた装置を用いる空間的タンデム質

量分析 (tandem mass spectrometry in space)� およびイオントラップ
(ion trap) タイプの装置を用いる時間的タンデム質量分析 (tandem mass

spectrometry in time) がある�

mass spectroscope

マススペクトロスコ�プ� 質量分析計 (mass spectrometer) と質量分析器
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(mass spectrograph) の両方を指す語であったが現在は推奨されない�

mass spectroscopy

質量分光またはマススペクトロスコピ�� m/z値と相対存在量 (relative abun-

dance)によって解析される気相イオンの� フラグメント化を伴う� または
伴わない生成の過程によって成立する体系についての学問を指す語であっ

たが� この意味も質量分析 (mass spectrometry)に含まれるため現在は推

奨されない�

mass spectrum

マススペクトル� イオンビ�ム� または他の形態で集団を形成するイオンの相
対存在量 (relative abundance) を� それらのm/z値の関数としてプロッ

トしたもの�

mass-analyzed ion kinetic energy spectrometry (MIKES)

マイク法 �MIKE法�� 磁場セクタ� (magnetic sector)と電場セクタ� (elec-

tric sector)をそれぞれ 1つ以上備えた逆配置 (reverse geometry)の磁場

セクタ�型質量分析計 (sector mass spectrometer)でイオンの並進運動エ

ネルギ�スペクトルを得る技法の一つ� 加速電圧 V と磁束密度 B を一定

にしてm/zによるプリカ�サ�イオン (precursor ion) の選択を行い� セ
クタ�間のフィ�ルドフリ�領域 (field-free region) でプリカ�サ�イオ
ンの解離または反応を行う� プロダクトイオン (product ion) によって異

なる並進運動エネルギ�と電荷の比を� 電場セクタ� (electric sector) の

走査 (scan)により分析することで�選択されたプリカ�サ�イオンのプロ
ダクトイオンスペクトル (product ion spectrum)を得る�プロダクトイオ
ンスペクトルのピ�ク幅は� 解離過程の運動エネルギ�放出分布 (kinetic

energy release distribution)を反映している� 二重収束質量分析計 (dou-

ble-focusing mass spectrometer) 参照�
娘イオン直接分析 (direct analysis of daughter ions)という語は推奨され

ない�

massive-cluster impact ionization (MCI)

マッシブクラスタ�衝撃イオン化� 粒径がサブミクロン (�0.01 mm) 程度� 質
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量が 107 u以上� プロトン付加数が数十�数百のグリセリン多価クラス
タ�イオンを� 10�20 kVで加速し� 金属タ�ゲット板に塗布した液体マ
トリックス試料に衝突させてイオンを生成させる方法� 試料調製法は高速
原子衝撃 (fast atom bombardment)と同じ�多価クラスタ�イオンは�エ
レクトロハイドロダイナミックイオン化 (electrohydrodynamic ioniza-

tion) によって生成させる�

mass-to-charge ratio

質量電荷比� m/zの同義語として用いられていたが� マススペクトルの横軸の
量はイオンの質量をイオンの電荷で割った商ではないので推奨できない�
m/z参照�

Mathieu stability diagram

マシュ�安定性ダイアグラム� 透過型四重極質量分析計 (transmission quad-

rupole mass spectrometer)やポ�ルイオントラップ (Paul ion trap)にお

けるイオン運動の安定性あるいは不安定性を表現した� 変換座標系上に描
かれるグラフ� マシュ�微分方程式の適切な形式から導かれる�

matrix

マトリックス� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment) や液体二次イオン化

(liquid secondary ionization)� マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化
(matrix-assisted laser desorption/ionization)� マッシブクラスタ�衝撃
イオン化 (massive-cluster impact ionization)� 液体イオン化 (liquid ion-

ization) などにおいて� 分析の対象となる化合物を分散保持するためのも
ので� 目的に応じて有機化合物� 粘性液体� 金属粉� あるいはそれらの混
合物が用いられる� マトリックスは� イオン化に際してプロトン供与体あ
るいはプロトン受容体として働く試薬� 原子衝撃やレ�ザ�照射に対する
エネルギ�吸収�緩衝材� 繰り返し測定や長時間測定を可能にする保持材
などの役割を果たす�

matrix fast atom bombardment

マトリックス高速原子衝撃� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment) 参照�
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matrix-assisted laser desorption/ionization (MALDI)

マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化� 固体または液体のマトリックス
(matrix) 中に存在する試料にパルスレ�ザ�を照射して気相のイオンを
生成させる方法� マトリックスはレ�ザ�光のエネルギ�を吸収するとと
もに� 試料のイオン化を補助する物質である� レ�ザ�脱離イオン化
(laser desorption/ionization) 参照�

matrix-assisted plasma desorption (MAPD)

マトリックス支援プラズマ脱離� プラズマ脱離イオン化において� 分析種
(analyte) を液体マトリックスや固体マトリックスに溶解させて脱離イオ

ン化させる方法� プラズマ脱離イオン化 (plasma desorption/ionization)

参照�

Matsuda plate

松田プレ�ト� 偏向電場を発生する平行平板コンデンサ�� 電場の方向に収束
作用をもっている�

Mattauch�Herzog geometry

マッタウホ�ヘルツォ�ク配置�二重収束質量分析器の配置の一つで�電場セク
タ� (electric sector)による p/(4� 22 )ラジアンの偏向に続いて� 磁場セク
タ� (magnetic sector) による p/2ラジアンの磁場偏向 (magnetic de-

flection)を行う構成のこと� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass

spectrometer) および質量分析器 (mass spectrograph) 参照�

McLa#erty rearrangement

マクラファティ転位� カルボニル化合物の EIマススペクトルで生成される分

子イオンからオレフィン分子が脱離するフラグメンテ�ション� 不対電子
が存在するカルボニル基から教えて g位にあたる炭素原子上の水素原子

�通常 g水素原子と呼ぶ� が 6員環遷移状態を経て不対電子部位に転位し�
その結果 g位の炭素原子上に新しく生じた不対電子を起点とする開裂に

よってオレフィン分子が脱離する� 本来この用語は� このフラグメンテ�
ションの第一段階である水素原子の転位に用いられていたが� 現在は第二
段階まで含めてフラグメンテ�ション全体を指すことが多いので� �マク

� 73 �



ラファティ開裂� というべきかも知れない� また現在では� カルボニル化
合物に限らず他の官能基に基づき同様なフラグメンテ�ションもマクラ
ファティ転位 �開裂� と呼ばれることがある�

measured accurate mass

測定精密質量� p. 14, accurate mass 参照�

membrane inlet mass spectrometry

メンブレンインレット質量分析� メンブレン導入質量分析 (membrane intro-

duction mass spectrometry) 参照�

membrane interface mass spectrometry

メンブレンインタ�フェイス質量分析� メンブレン導入質量分析 (membrane

introduction mass spectrometry) 参照�

membrane introduction mass spectrometry (MIMS)

メンブレン導入質量分析� 溶液または大気中から分析種 (analyte) をイオン源

に直接導入できる半透過性の膜状分離器 (membrane separator)を用いた

質量分析の技法� メンブレンインレット質量分析 (membrane inlet mass

spectrometry) あるいはメンブレンインタ�フェイス質量分析 (mem-

brane interface mass spectrometry) とも称する�

metastable ion (MI)

準安定イオンまたはメタステ�ブルイオン� 解離エネルギ�よりも高い内部エ
ネルギ�をもちながらイオン源を出るまでは分解しない寿命をもち� 質量
分析部 (mass analyzer) に入ってから分解して検出されるイオン� 安定イ
オン (stable ion) および不安定イオン (unstable ion) 参照�

metastable ion decay (MID)

準安定イオン分解またはメタステ�ブルイオン分解� 準安定イオン (metasta-

ble ion) の分解を指す�
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metastable peak

準安定ピ�クまたはメタステ�ブルピ�ク� 準安定イオン (metastable ion)が

飛行中に分解して生じたイオンのピ�ク� 強度の小さい幅広いピ�クとし
て出現することが多い�

microchannel plate (MCP)

マイクロチャンネルプレ�ト� それぞれが連続ダイノ�ド電子増倍管 (contin-

uous dynode electron multiplier) として作用する多数の微細な導管を密

集させた薄いプレ�ト� 荷電粒子� または高速の中性粒子� または光子を
プレ�トに入射すると二次電子 (secondary electron)の連鎖的な増加が引

き起こされ� 最終的にプレ�トの反対側から増幅された電子が射出され
る�

microelectrospray (micro-ES)

マイクロエレクトロスプレ�� 送液の流量 1 mL min�1以下で行うエレクトロ

スプレ�イオン化 (electrospray ionization)の技法� ナノエレクトロスプ
レ� (nanoelectrospray) 参照�

milli-atomic mass unit

ミリ原子質量単位� 単位として推奨されない� 代わりにミリダルトン (milli-

dalton, mDa) の使用を推奨する�

milli-mass unit (mmu)

ミリマスユニット� 事実上� 統一原子質量単位 (unified atomic mass unit)の

千分の 1を意味するが� 正式な定義はなく� 単位として公認されていない
ので推奨できない�代わりに�ダルトン �dalton, 単位記号 Da�に 10の整

数乗倍を表す SI接頭語を付けて用いることを推奨する�
例� ミリダルトン (millidalton, mDa)

molecular anion

分子アニオン� 負の電荷をもつ分子イオン (molecular ion)�
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molecular beam mass spectrometry (MBMS)

分子ビ�ム質量分析� 試料を速度分布の狭い平行な分子ビ�ムにして質量分析
計のイオン源に導入する技法�

molecular cation

分子カチオン� 正の電荷をもつ分子イオン (molecular ion)�

molecular ion

分子イオン� 分子から 1個もしくは複数個の電子を取り去ることにより生成さ

れる正イオン� または� 分子に 1個もしくは複数個の電子を付加すること

により生成される負イオンのこと� ラジカルイオン (radical ion) 参照�
付記� 不対電子の存在はドット ���� または � . �	 によって表現される�

molecular protonated ion

分子プロトン付加イオン� 用語として推奨されない� 代わりにプロトン付加分
子 (protonated molecule) の使用を推奨する�

molecular weight

分子量� 分子を構成する原子の原子量 (atomic weight)の和� 分子の式量� 分
子量は相対値なので� 質量のように単位 �u, Da, g など	 を付けて表記し
てはならない�

molecular-related ion

分子量関連イオン� 分子量情報の獲得に直接役立つイオン種を指し� 擬分子イ
オン (pseudo-molecular ionまたは quasi-molecular ion)に代わる語とし

て提案されたが� 国際的には用語として認知されていないため推奨されな
い� 代わりにイオン種に応じてプロトン付加分子 (protonated molecule)

やカチオン付加分子 (cationized molecule) など� または [M
Na]
 や

[M�H]�などの化学表記を使い分けることを推奨する�

momentum dispersion

運動量分散� 磁場に入射したイオンが� その運動量によって異なる軌道をとる
こと� 磁場セクタ� (magnetic sector) の動作原理となる�
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monoisotopic mass

モノアイソトピック質量� 各元素について天然存在比が最大の同位体の質量を
用いて計算したイオンまたは分子の計算精密質量 (exact mass)�

MS/MS spectrum

MS/MSスペクトル� 解釈が曖昧な表現なので推奨されない� 代わりに具体的
な意味を明示する語� 例えばプリカ�サ�イオンスペクトル (precursor

ion spectrum) やプロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum),

一次プロダクトイオンスペクトル (1st generation product ion spectrum)

などを用いる�

MS3 spectrum

MS3スペクトル� 解釈が曖昧な表現なので推奨されない� 二次プロダクトイオ
ンスペクトル (2nd generation product ion spectrum) を用いる�

MSn

MSn �エムエス n乗�� 多段階質量分析 (multiple-stage mass spectrometry)

を示す記号�プリカ�サ�イオン (precursor ion)の選択�解離とプロダク
トイオン (product ion) の分析という一連の操作を n回行う場合最終的に

得られるのは n 次プロダクトイオンであり� この多段階質量分析を
MSn�1と表記する三連四重極質量分析計 (triple quadrupole mass spec-

trometer)では n�2 だけであるが� イオントラップ質量分析計 (ion trap

mass spectrometer)では n�2 の逐次的なMS/MSが実施可能である� n

次プロダクトイオン (nth generation product ion) 参照�

multiphoton ionization (MPI)

多光子イオン化� 光イオン化 (photoionization) の一種で� 複数個の光子の吸
収によって原子または分子がイオン化する過程�

multiple collision

多重衝突� イオンが衝突ガス (collision gas)分子に多数回衝突する過程� 多重
衝突が起こると� プロダクトイオン (product ion) の生成量は衝突ガス圧

に比例しなくなり� 衝突頻度が高くなるに従い副次的な反応が起こり運動
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量移行も大きくなる� イオントラップ (ion trap)や� 比較的長い衝突セル
(collision cell) を備え� イオンが低速で通過する三連四重極質量分析計
(triple quadrupole mass spectrometer)における衝突誘起解離 (collision-

induced dissociation)などで起こる� その場合の解離の程度は� 多重衝突
によって得る内部エネルギ�の総量に強く依存する�

multiple reaction monitoring (MRM)

多重反応モニタリング� 選択反応モニタリング (selected reaction monitor-

ing) 参照�

multiple-stage mass spectrometry

多段階質量分析�イオンの選択�解離� m/z分離を �多くの場合� 2回以上繰り

返し n次プロダクトイオン (nth generation product ion)のマススペクト

ルを取得する分析法� MSn参照�

multiply deprotonated molecule

多価脱プロトン分子� 中性分子Mから複数のプロトンH�を取り去って生成

した多価の負イオン [M�nH]n�� エレクトロスプレ�イオン化 (elec-

trospray ionization) による負イオン測定でペプチド� タンパク質� 核酸
などの分子について観測される�

multiply protonated molecule

多価プロトン付加分子� 中性分子Mに複数のプロトンH�が付加して生成し

たイオン [M�nH]n�� プロトン受容部位を複数もつペプチドやタンパク
質をエレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)によって測定

するときに生成する多価の正イオンがその典型例�

multiply-charged ion

多価イオン� 複数の電荷をもつイオン�
例	 M3�, M3�, [M�5H]5�� [M�5H]5�など

nanoelectrospray (nano-ES)

ナノエレクトロスプレ�� 100 nL min�1より低い流量におけるエレクトロス
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プレ�イオン化 (electrospray ionization)の技法� 一般に� ポンプなどを
用いて送液しないことでマイクロエレクトロスプレ� (micro-

electrospray) と区別される�
注� ナノスプレ� (nanospray)という語は商標登録され� その使用は商標
登録された製品の記述に対してのみ認められる�

nanospray

ナノスプレ� �商標�� ナノエレクトロスプレ� (nanoelectrospray) 参照�

negative ion

負イオン� 負の正味の電荷をもつ原子種または分子種�
例� M��, [M�H]�, [M�O]� など

negative ion chemical ionization (NICI)

負イオン化学イオン化� 負イオンが生成される化学イオン化 (chemical ioniza-

tion)�ハロゲンやニトロ基など電子親和力の大きな官能基をもつ化合物の
電子捕獲によるM��の生成� OH�や F�と試料分子Mとのプロトン移動

反応による [M�H]�の生成� Cl�と試料分子Mとの付加反応によるイオ

ン [M�Cl]�の生成などがある�
e��M � M��

OH� or F��M� [M�H]��H2O or HF

Cl��M� [M�Cl]�

neutral fragment reionization (NFR)

中性フラグメント再イオン化� 加速されたイオンが衝突室 (collision cell)など

で分解するとき� 分解生成物である中性フラグメントのみを� 再び高エネ
ルギ�衝突などによりイオン化すること� 中性フラグメントの検出に利用
するMS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry) の一種�

neutral loss

ニュ�トラルロス� フラグメンテ�ションによってプリカ�サ�イオン (pre-

cursor ion) から電荷をもたない種が取り去られること�
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neutralization reionization mass spectrometry (NRMS)

中性化再イオン化質量分析� m/z値に応じて分離したイオンを� 金属蒸気など
の衝突ガス (collision gas)が封入された衝突室 (collision cell)へ導き� 衝
突ガスへの電荷移動などによって中性化 �電荷を中和� し� 残っているイ
オンを偏向電場などで取り除いた後� 中性種のみを別の衝突室で衝突に
よって再びイオン化し質量分析する方法� イオン収率は低下するが� フラ
グメンテ�ション (fragmentation)の中間体や不安定化学種の研究に利用

できる�

Nier-Johnson geometry

ニヤ��ジョンソン配置�二重収束質量分析計において�電場セクタ� (electric

sector) による p/2ラジアンの偏向の後に� p/3ラジアンの磁場偏向

(magnetic deflection)をもつように磁場セクタ� (magnetic sector)を配

置した装置� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass spectrometer)

参照�

nitrogen rule

窒素ル�ル� C, H, O, S, P またはハロゲン元素を含む有機化合物は� 奇数個の
窒素原子を含むとノミナル質量 (nominal mass) が奇数になるという法

則�

nominal mass

ノミナル質量� 各元素について� それぞれ天然存在比が最大の同位体の質量に
最も近い整数値を用いて計算した� イオンまたは分子の質量� 各元素をそ
れぞれ存在比最大の同位体とした同位体組成での質量数 (mass number)

に一致する�

non-classical ion

非古典的イオン� 通常の原子価構造式の規則に従って書いた構造式のままの構
造をもつイオンではなく� 等価な� 複数の構造式の共鳴混成体として表さ
れるイオンで� 電荷をもつ炭素原子が 5配位になるようなイオン�
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nozzle-skimmer collision-induced dissociation

ノズル�スキマ�衝突誘起解離� キャピラリ��スキマ�衝突誘起解離 (capil-

lary-skimmer collision-induced dissociation) 参照�

nth generation product ion

n次プロダクトイオン� プリカ�サ�イオン (precursor ion) の選択と解離あ

るいはその他の反応を多段階繰り返して得られるプロダクトイオン (pro-

duct ion)のことで� nはその繰り返しの段数を表す� たとえば次のような
4段階の解離過程

M1
� �M2

� �M3
� �M4

� �M5
�

において� M4
�はM5

�のプリカ�サ�イオンであるとともに� M3
�の一

次プロダクトイオンであり� 同時にM2
�の二次プロダクトイオンであり�

M1
�の三次プロダクトイオンでもある� 多段階質量分析 (multiple-stage

mass spectrometry) 参照�
孫娘イオン (granddaughter ion) という語は推奨されない�

nth generation product ion spectrum

n次プロダクトイオンスペクトル� 該当する次数の n次プロダクトイオン (nth

generation product ion) を検出したマススペクトル�

octapole

八重極またはオクタポ�ル� 8本の円柱電極の中心軸が� 正八角形の頂点にな
るように平行に並べたもの� 直流電圧のみを印加した場合は八重極レンズ
(octapole lens)になり� イオンビ�ム光学系の高次収差補正用に用いる�
交流電圧を印加した場合はイオンガイドになり� 直流電圧と交流電圧を印
加し電圧値を変化させると質量分析部 (mass analyzer) として機能する�
イオンガイド (ion guide) 参照�

odd-electron ion

奇数電子イオン� 電子数が奇数のイオン� 例えば分子イオンM��� ラジカルイ
オン (radical ion) 参照�
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odd-electron rule

奇数電子ル�ル� 偶数電子ル�ル (even-electron rule) 参照 .

oil di#usion pump

油拡散ポンプ� 油蒸気を用いる拡散ポンプ� 真空装置への油蒸気の逆流を防止
するため� 高真空側に液体窒素トラップを配置した構成が一般的� この場
合 10�7 Pa以下の真空度まで到達できる� 拡散ポンプ (di#usion pump)

参照�

oil sealed vacuum pump

油回転ポンプ� ロ�タリ�ポンプ (rotary vane pump) 参照�

onium ion

オニウムイオン� ヘテロ原子 �窒素や酸素など� と他原子との結合において�
ヘテロ原子の原子価から予想される通常の配位数よりも一つ多い配位数に

なるような単結合を形成することにより電荷を持ったイオン� オキソニウ
ムイオン� アンモニウムイオン� スルフォニウムイオン� ニトロニウムイ
オン� ジアゾニウムイオン� フォスフォニウムイオン� ハロニウムイオン
など� 広義には� ヘテロ原子のもつ非共有電子対が共役することによって
形式的に �共鳴構造の一つとして� 原子価より一つ大きな配位数となり�
電荷をもつ場合もオニウムイオンと呼ばれることがある�

orbitrap

オ�ビトラップ �商標�� 同義語のキングドントラップ (Kingdon trap)の使用

を推奨する�

organic secondary ion mass spectrometry

有機二次イオン質量分析� 有機化合物試料を金属タ�ゲット板に塗布し� そこ
に数 keV�数十 keVに加速した一次イオン �Ar	, Xe	, Cs	 など� を衝
突させ� 試料から二次イオンを生成させる方法� スタティック二次イオン
質量分析 (static secondary ion mass spectrometry) の一つ�
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orthogonal acceleration

直交加速� 直交引き出し (orthogonal extraction) 参照�

orthogonal extraction

直交引き出し� 質量分析部 �代表的なものとして飛行時間型質量分析計 (time-

of-flight mass spectrometer)� の中に向けて� 元の進行方向と直角にイオ
ンをパルス加速する技法� イオン源� イオン易動度スペクトロメトリ�
(ion mobility spectrometry)のドリフトチュ�ブ�または他の質量分析部
などから取り出されたイオンに対して行う� 直交加速 (orthogonal ac-

celeration) ともいう�

parent ion

親イオン� 非推奨用語� プリカ�サ�イオン (precursor ion) 参照�

parent ion scan

親イオンスキャン� 非推奨用語� プリカ�サ�イオンスキャン (precursor ion

scan) 参照�

parent ion spectrum

親イオンスペクトル� 非推奨用語� プリカ�サ�イオンスペクトル (precursor

ion spectrum) 参照�

partial charge exchange reaction

部分的電荷交換反応� 部分的電荷移動反応 (partial charge transfer reaction)

の同義語�

partial charge transfer reaction

部分的電荷移動反応� イオン電荷の一部のみが中性種に移行する中性種とイオ
ンとの反応�

particle beam (PB)

パ�ティクルビ�ム� 液体クロマトグラフと質量分析計のインタ�フェイスに
利用される� 揮発性溶媒を用いた液体クロマトグラフィ�溶出液を微小液
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滴として噴霧� 溶媒を加熱気化させた後� ジェットセパレ�タ�などで溶
媒などの小分子を排気することによって生成する乾燥した固体微粒子の

ビ�ムをイオン化室 (ionization chamber) へ導き� 電子イオン化 (elec-

tron ionization)や化学イオン化 (chemical ionization)でイオン化する�
液体クロマトグラフ質量分析計 (liquid chromatograph-mass spectrome-

ter) 参照�

pascal (Pa)

パスカル� 圧力の SI単位で N m�2に等しい� 1 Pa�10 mbar, 133 Pa�1 Torr

�1 mmHg.

Paul ion trap

ポ�ルイオントラップ� イオントラップの一種で� 設定値より高m/z側のイオ

ンをとどめながら低m/z側のイオンを排出できる� イオンを閉じ込める
ための安定な軌道運動は� リング状電極とエンドキャップ電極対の間に印
加した交流電圧に依存し� その関係はマシュ�方程式の適切な形式によっ
て記述される� イオンの排出を始めるm/zの動作点を交流電圧で制御す

る� イオントラップ (ion trap) およびマシュ�安定性ダイアグラム
(Mathieu stability diagram) 参照�

peak

ピ�ク� �質量分析における定義�マススペクトルにおいてイオン信号の極大値
が現れる領域� 通常� ピ�クは特定のイオンに対応するが� ピ�クとイオ
ンという語を互換的に使用してはならない�

peak intensity

ピ�ク強度� マススペクトル中のピ�クの高さ� もしくは面積�

peak matching

ピ�クマッチング� コンピュ�タ化されたデ�タシステムが登場する以前の�
走査方式の質量分析計を用いてイオンのm/z値を高確度に測定する手法�
未知イオンのピ�クと既知のm/z値をもつ参照イオン (reference ion) の

ピ�クをスクリ�ン上で交互に表示し� 電場強度を適切に調節してピ�ク
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が重なり合ったときの条件から� 未知イオンのm/z値を導出する�

Penning ion trap

ペニングイオントラップ� 静磁場と静電ポテンシャルの谷によってイオンの閉
じ込めを行うイオントラップ (ion trap)� トラップ軸に平行な磁場により
イオンの運動は磁力線の周りの円軌道に束縛され� 軸方向の運動は静電ポ
テンシャルの谷に制限される� フ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質
量分析計 (Fourier transform ion cyclotron resonance mass spectrome-

ter) の質量分析部 (mass analyzer) として用いられる�

Penning ionization

ペニングイオン化� 2個ないしそれ以上の中性の気相化学種のうち少なくとも

一つが励起状態にあるとき� それらの相互作用によって起こるイオン化�
このときの通常の励起状態は高リ�ドベルグ状態である�
注� ペニングイオン化と化学反応をともなう化学電離 (chemi-ionization)

は異なる�

photodissociation

光解離� 反応イオンまたは分子が 1個または複数の光子を吸収して解離する過

程�

photo-induced dissociation (PID)

光誘起解離� 光子の吸収によりイオンの内部エネルギ�が上昇し� 解離に至る
現象� 特に共鳴準位に相当する波長の 1光子または 2光子の吸収による電

子状態の励起に基づいた解離過程� 赤外光の多光子吸収による振動励起解
離とは区別される� 赤外多光子解離 (infrared multiphoton dissociation)

参照�

photoionization (PI)

光イオン化�原子または分子が光子の電磁波エネルギ� (hn)を吸収することに

よってイオン化すること�
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plasma desorption/ionization (PDI)

プラズマ脱離イオン化� 252Cfに代表される放射性核種の核分裂の結果として

生成した中性原子またはイオン �106Tc22� や 142Ba18� など� の照射によ
る固体試料中の物質のイオン化� 試料を塗布した金属薄膜やセルロ�ス膜
の裏側から照射して試料イオンを脱離生成させる場合もある� 核分裂フラ
グメントイオン化 (fission fragment ionization) と同義語�

pneumatically-assisted electrospray ionization

気流支援エレクトロスプレ�イオン化� 液体流の噴霧を気体の同心流で支援す
るエレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)� イオンスプ
レ� (ionspray)ともいう�高電圧を印加した金属キャピラリ�に試料溶液
を供給し� その外側の二重円筒キャピラリ�から噴霧用の気体を噴出させ
ることによって帯電液滴プル�ムの生成を容易にする� �気流支援を用い
ない� 本来のエレクトロスプレ�イオン化に比べて� 取り扱い可能な試料
流量を増大できる� 同義語のイオンスプレ�は商標なので� 気流支援エレ
クトロスプレ�イオン化の使用を推奨する�

point detector

ポイント検出器� イオンビ�ムの収束点に配置し� 飛来するイオンを検出する
検出器�

pole-piece

ポ�ルピ�ス� イオンの軌道を偏向させる電磁石の磁極�

positive ion

正イオン� 正の電荷をもつ化学種�
例� M��, [M�H]�, [M�Na]� など

post-acceleration detector (PAD)

ポストアクセレ�ション検出器または後段加速検出器� m/z分離後に高電圧を

印加してイオンを加速し� 増幅された信号を得る検出器�
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post-source decay (PSD)

ポストソ�ス分解� (1) マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 (matrix-

assisted laser desorption/ionization) において� レ�ザ�照射直後に生
成したイオン種が� イオン源の加速場領域を出てから� イオン種自身の過
剰内部エネルギ�または残留ガスとの衝突によって分解すること� イオン
源を出るまで分解せず� 検出器 �またはリフレクトロン� に達する間に分
解するので� 準安定イオン分解 (metastable ion decay)に分類される� (2)

リフレクトロン飛行時間型質量分析計に特有の技法で� リフレクトロンに
入る前の飛行管で生じた準安定イオン分解または衝突誘起解離 (collision-

induced dissociation)のプロダクトイオン (product ion)をm/z値に基づ

いて分離し� プロダクトイオンスペクトルを得ること� リフレクトロン
(reflectron) およびリフレクトロン飛行時間型質量分析計 (reflectron

time-of-flight mass spectrometer) 参照�

precursor ion

プリカ�サ�イオンまたは前駆イオン� 反応して特定のプロダクトイオン
(product ion) を生じるイオン� この反応としては単分子解離 (uni-

molecular dissociation)� イオン分子反応 (ion/molecule reaction)� 異性
化� 電荷状態変化などがある�
親イオン (parent ion) という語は推奨されない�

precursor ion scan

プリカ�サ�イオンスキャンまたは前駆イオンスキャン� プリカ�サ�イオン
スペクトル (precursor ion spectrum) を得るための特定の走査法�
親イオンスキャン (parent ion scan) という語は推奨されない�

precursor ion spectrum

プリカ�サ�イオンスペクトルまたは前駆イオンスペクトル� 特定のプロダク
トイオン (product ion)を生じるプリカ�サ�イオン (precursor ion)を検

出するように設定した質量分析計によって取得されたマススペクトル�
親イオンスペクトル (parent ion spectrum) という語は推奨されない�
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pre-ionization state

前期イオン化状態� 自動イオン化 (autoionization)の進行が可能になる電子励

起状態�

principal ion

主イオン� 同位体パタ�ンの中で最大のピ�ク強度を示すイオン� イオンの化
学組成によっては� 天然存在比が最大の同位体から構成されるイオン
が主イオンになるとは限らない� たとえば� BBr3

�� の主イオンは
11B79Br2

81Br��である� 同位体パタ�ン (isotope pattern) 参照�
注� CH3

13CH3
��や CH2D2

�� などの同位体増加イオン (isotopically en-

riched ion) についても主イオンと称することがあるが� これらは正
しくは同位体イオン (isotopolog ion) と定義される�

principal isotope

主同位体� ある元素のうち� 天然存在比が最大の同位体�

product ion

プロダクトイオン� 特定のプリカ�サ�イオン (precursor ion) が関与する反

応の生成物として生じるイオン� この反応としてはフラグメントイオン
(fragment ion)を形成する単分子解離 (unimolecular dissociation)� イオ
ン分子反応 (ion/molecule reaction)� 電荷状態変化などがある�
娘イオン (daughter ion) という語は推奨されない�

product ion analysis

プロダクトイオン分析� プロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum)

を得るための特定の処理工程�
娘イオン分析 (daughter ion analysis) という語は推奨されない�

product ion scan

プロダクトイオンスキャン� プロダクトイオンスペクトル (product ion spec-

trum) を得るための特定の走査法�
娘イオンスキャン (daughter ion scan) という語は推奨されない� また�
走査タイプ以外の装置を用いる場合の表現は� プロダクトイオン分析
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(product ion analysis) の使用を推奨する�

product ion spectrum

プロダクトイオンスペクトル� 特定のプリカ�サ�イオン (precursor ion) か

ら生じるプロダクトイオン (product ion) を検出するように設定した質量

分析計によって取得されたマススペクトル�
フラグメントイオンスペクトル (fragment ion spectrum)および娘イオン

スペクトル (daughter ion spectrum) という語は推奨されない�
注� MS/MSスペクトル (MS/MS spectrum)という表現は推奨されない�
代わりにスペクトルの具体的な意味を明示する語� たとえばプリカ�
サ�イオンスペクトル (precursor ion spectrum) や二次プロダクト

イオンスペクトル (2nd generation product ion spectrum)などを用

いる�

profile acquisition

プロファイルアクイジション� コンティニュアムアクイジション (continuum

acquisition) 参照�

prolate trochoidal mass spectrometer

トロコイド型質量分析計� 選択したイオンがプロレ�トトロコイド曲線 �外点
余擺線� 軌道を描くように電場と磁場を交差させることによって m/z分

離する質量分析計�
サイクロイド型質量分析計 (cycloidal mass spectrometer) という語は推

奨されない�

prompt fragmentation

プロンプトフラグメンテ�ション� インソ�ス分解 (in-source decay) 参照�

proteome

プロテオ�ム� ゲノムの支配を受け� 特定の条件下で発現しているタンパク質
の総体� PROTEinと genOMEからなる造語� 1994年に M. R. Wilkins

らにより提唱された� 細胞� 組織� 器官や個体などのさまざまな空間的な
次元や� 個体発生や各種の刺激応答などにおけるさまざまな時間的な次元
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のプロテオ�ムが存在している� プロテオ�ムの解析を主たる手段とし
て� 生命現象の解明を目指す研究分野をプロテオミクス (proteomics) と

いう� 質量分析法が主要技術として用いられる�

proteomics

プロテオミクス� プロテオ�ム (proteome) 参照�

proton a$nity (PA)

プロトン親和力�絶対温度 298 K における�分子やイオンにプロトンを付加さ
せたときの反応熱すなわちエンタルピ�変化の負値 (�DH)� 分子間やイ
オン分子間などで� プロトンの移動によりプロトン付加分子 (protonated

molecule)や多価プロトン付加分子 (multiply protonated molecule)を生

成するとき� プロトンを受け取る側をプロトン受容体 (proton acceptor)

といい� プロトンを与える側をプロトン供与体 (proton donor)という� プ
ロトン供与体はプロトンを相手に与えたあと脱プロトン分子 (deprotonat-

ed molecule) [M�H]�となる� Brønsted塩基はプロトン受容体であり�
Brønsted酸はプロトン供与体である�

protonated molecular ion

プロトン化分子イオン� プロトン付加分子 (protonated molecule) 参照�

protonated molecule

プロトン付加分子� 分子Mにプロトン H�が付加して生成したイオン [M�
H]��
擬分子イオン (pseudo-molecular ionまたは quasi-molecular ion)という

語は推奨されない� イオン種に応じてプロトン付加分子のような特定の
語� または [M�Na]�, [M�H]� などの化学表記を使い分けることを推奨

する�
注� プロトン付加分子イオン (protonated molecular ion)は� 2個の電荷

�プロトン付加と電子脱離	 をもつイオン種として解釈できる曖昧さ
があるため� この語の使用は推奨されない�
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proton-bound dimer

プロトン結合型二量体� 同種の分子Mがプロトンを挟んで形成する二量体イ

オン (M�H��M)� または� 2種類の異なった分子M1とM2がプロトン

を挟んで形成するイオン (M1�H��M2)を意味する場合もある�

pseudo-molecular ion

擬分子イオン� 現在は推奨されない用語であるため� イオン種に応じてプロト
ン付加分子 (protonated molecule)やカチオン付加分子 (cationized mole-

cule)など� または [M�Na]�や [M�H]�などの化学表記を使い分けるこ

とを推奨する�

pyrolysis gas chromatography mass spectrometry (PyGC/MS)

熱分解ガスクロマトグラフィ�質量分析� 熱分解炉� ガスクロマトグラフ� お
よび質量分析計を結合した装置を用い� 試料を熱分解して発生する生成物
を測定する方法�

pyrolysis mass spectrometry (PyMS)

熱分解質量分析� 試料を加熱分解し� 生成した気体ををイオン源の中へ導入す
る質量分析手法�

quadratic field reflectron

二次曲線電場リフレクトロン� リフレクトロンの一種で� 入口からの距離の 2

乗に比例して電場強度が変化し� 並進運動エネルギ�収差を高次項まで打
ち消す� リフレクトロン (reflectron) 参照�

quadrupole ion storage (QUISTOR)

四重極イオンストレ�ジ� ポ�ルイオントラップ (Paul ion trap) の同義語�

quadrupole ion trap (QIT)

四重極イオントラップ� ポ�ルイオントラップ (Paul ion trap) の同義語�

quadrupole lens

四重極レンズ� 互いの中心軸が正方形の頂点になるように平行に並べた 4本の
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柱状電極に� 直流電圧を印加して双曲面電場を発生し� イオンビ�ムに対
するレンズ作用をもたせたもの� 収束作用と発散作用が互いに直交するの
で� 複数の四重極レンズを組み合わせるとイオンビ�ムの断面形状を整形
することができる�

quadrupole mass filter (QMF)

四重極マスフィルタ�� 透過型四重極質量分析計 (transmission quadrupole

mass spectrometer) 参照�

quadrupole mass spectrometer (QMS)

四重極質量分析計� 透過型四重極質量分析計 (transmission quadrupole mass

spectrometer) 参照�

quasi-equilibrium theory (QET)

準平衡理論� Eyringの絶対反応速度論に基づいて Rosenstock, Wallenstein,

Wahrhaftigおよび Eyringが 1952年に発表したマススペクトルの理論�
この理論の第一の仮定は� イオン化により生成したいろいろな励起電子状
態にある分子イオン (molecular ion) が解離前にその基底状態へ非放射性

遷移 (non-radiative transition)により緩和することである� この仮定は�
状態密度が大きい比較的大きな有機分子イオンの場合によく当てはまると

考えられるが� 小さな分子では必ずしも成立しない� 第二の仮定は� この
電子基底状態にある分子イオンの挙動は Rice�Ramsperger�Kassel�
Marcus理論 �RRKM理論� などの遷移状態理論を含む統計理論により記
述されるとしたことである� その後� 遷移状態理論に関しては� Millerが

近似を高めた統一統計理論を提唱した� さらに Klotsおよび Chesnavichi

と Bowersらが全角運動量の保存をも考慮した位相空間理論 (statistical

phase space theory) による準平衡理論の再構築を行い� 運動エネルギ�
放出 (kinetic energy release) などを正しく評価できるようになった�

quasi-molecular ion

擬分子イオン� 現在は推奨されない用語であるため� イオン種に応じてプロト
ン付加分子 (protonated molecule)やカチオン付加分子 (cationized mole-

cule)など� または [M�Na]�や [M�H]�などの化学表記を使い分けるこ
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とを推奨する�

radial electrostatic field analyzer

ラジアル静電場分析部� 静電場エネルギ�分析部 (electrostatic energy ana-

lyzer) の同義語� 電場セクタ� (electric sector) 参照�

radical anion

ラジカルアニオン� 負の正味の電荷をもつラジカルイオン (radical ion)�

radical cation

ラジカルカチオン� 正の正味の電荷をもつラジカルイオン (radical ion)�

radical ion

ラジカルイオン�不対電子をもつ正または負のイオン�分子Mから生じた分子

イオンにはM��のように� 不対電子の記号 ���� または � . �	 を電荷の記
号に並べて上付き添え字で示す� 電荷や不対電子を 2個以上もつラジカル

イオンはM(2�)(2�)のように表す� 不対電子と電荷が位置する原子を特定で
きる場合を除き� 電荷記号の右側に不対電子の記号を書く�

Rayleigh limit

レイリ�極限またはレイリ�リミット� 帯電液滴から溶媒を蒸発させ液滴の電
荷密度を増加させると� 液滴の分裂が起こる� 液滴中の過剰電荷による
ク�ロン反発力が� 表面張力により液滴を維持している力を超えるためで
ある� この液滴の分裂が起こり始める極限の電荷密度をレイリ�極限と呼
ぶ� エレクトロスプレ�イオン化はこの作用を利用している� エレクトロ
スプレ�イオン化 (electrospray ionization) 参照�

reactant ion

反応イオン�化学イオン化 (chemical ionization)において�試薬ガス (reagent

gas)から生じたイオンのうち� 試料分子のイオン化に直接関与するイオン
種�
例
 CH5

�, NH4
�, t-C4H9

� など
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reagent gas

試薬ガス� イオン分子反応 (ion/molecule reaction) によってプリカ�サ�イ
オン (precursor ion)からプロダクトイオン (product ion)を生成するため

に用いられるガス� 例えば� 化学イオン化 (chemical ionization)において

試料分子をイオン化させる試薬イオン (reagent ion) 生成用のガス �CH4,

NH3, iso-C4H10 など� や� イオントラップ (ion trap) あるいは衝突室

(collision cell) での気相のイオン分子反応に用いるガスなどがある�

reagent ion

試薬イオン� 化学イオン化 (chemical ionization)などにおいて� 中性分子と反
応して中性分子をイオン化させるイオン�

rearrangement ion

転位イオン� イオン化やフラグメンテ�ション (fragmentation)の過程で� 原
子または原子団がイオン内で別の部分へ移動した構造となったイオン�

rearrangement reaction

転位反応� 転位イオン (rearrangement ion) を生じる反応のこと�
例� マクラファティ転位 (McLa#erty rearrangement)

recombination energy

再結合エネルギ�� イオン化した分子または原子に 1個の電子を加えたときに

放出されるエネルギ�のこと� この逆過程において吸収されるエネルギ�
が垂直イオン化エネルギ� (vertical ionization energy) の定義とされる�

reconstructed ion chromatogram

再構成イオンクロマトグラム� 同義語の抽出イオンクロマトグラム (extracted

ion chromatogram) の使用を推奨する�

reference ion

参照イオン�構造が正確にわかっている安定イオン (stable ion)�通常は構造既
知の分子をイオン化して直接生成する� 未知のイオンの構造と比較検証す
るために使用される�
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reflectron

リフレクトロン� 飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spectrometer)

の構成要素の一つで� 入射したイオンを静電場によって反対方向に押し戻
す働きをする� リフレクトロンを用いると� m/z値が同じで並進運動エネ

ルギ�が異なるイオンも同時に検出器に到達できるようになり� 質量分解
能 (mass resolving power)が向上する� イオンミラ� (ion mirror)参照�

reflectron time-of-flight mass spectrometer

リフレクトロン飛行時間型質量分析計� リフレクタ�飛行時間型質量分析計と
もいう� 加速領域を出た後のフィ�ルドフリ�領域 (field-free region) の

出口にリフレクトロンを配置して� 飛行するイオンを反対方向に押し戻
し� 再びフィ�ルドフリ�領域を飛行させてからイオン源寄りに配置した
検出器によって検出する方式の質量分析計� イオンのもつ並進運動エネル
ギ�の広がりによる飛行時間のばらつきを小さくして分解能を向上させる
働きと� 加速領域を出てからリフレクトロンに入射するまでに生成したプ
ロダクトイオン (product ion)を分離検出する機能を有する� また通常は�
リフレクトロンの後方にも 2台目の検出器を備えており� リフレクトロン
を用いない場合には直線飛行型の装置 �リニア飛行時間型質量分析計� と
しても動作する� ポストソ�ス分解 (post-source decay) 参照�

relative abundance

相対存在量� 個�のイオン種の存在量を相対的に表わした値� マススペクトル
の縦軸の測度とする場合は� 検出の定量性が得られていることが前提にな
る� 相対強度 (relative intensity) 参照�

relative atomic mass

相対原子質量� 原子量 (atomic weight) 参照�

relative intensity

相対強度� マススペクトルにおいて� 最大強度のピ�クに対するあるピ�クの
強度の比� 通常この比は最大ピ�クの強度を 100として規格化される� こ
の最大ピ�クを基準ピ�ク (base peak)という� このほかに� 全m/z範囲

あるいは特定のm/z範囲のピ�ク強度の総和を 100とした相対強度の表
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現 (�S)もある�マススペクトルの縦軸で扱われる測度として�ピ�クの高
さ (height)�ピ�ク面積 (area)�イオンの存在量 (abundance)などがある�

relative molecular mass

相対分子質量� ある化合物について同位体組成を特定したときに求められる�
分子の質量の統一原子質量単位に対する比 �無次元量��統一原子質量単位
(unified atomic mass unit) 参照�
注� モル質量 (molar mass) と同義ではない�

relative sensitivity coe$cient

相対感度係数� スパ�クイオン源質量分析 (spark source mass spectrometry)

において� ある元素のスペクトル線の一つを基準 (1.00)としたときの各元

素のスペクトル線の相対強度 (relative intensity)�

remote site fragmentation

リモ�トサイトフラグメンテ�ション� チャ�ジリモ�トフラグメンテ�ショ
ン (charge remote fragmentation) 参照�

repeller voltage

リペラ�電圧�生成したイオンをイオン化室 (ionization chamber)から質量分

析部側へ押し出すための電極 �リペラ�� に印加する電圧�

residual gas analyzer (RGA)

残留ガス分析計� 真空環境下で存在するガス分子の組成および分圧を測定する
ための質量分析計� 半導体� 液晶製造装置などに配置されているチャン
バ�内のプロセスガス分析� 残留ガス分析� リ�クモニタ�などの用途を
はじめ広い範囲での真空装置に利用されている�

residual mass spectrum

残留マススペクトル� 測定試料を導入しない状態で残存している物質によって
得られるマススペクトル� 大気中のガスや試料導入用の器具� イオン源�
真空ポンプのオイルなどに由来する物質に起因し� バックグラウンド信号
として測定試料のマススペクトルとの比較対照に用いる� バックグラウン
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ドマススペクトル (background mass spectrum) 参照�

resonance ion ejection

共鳴イオン排出またはレゾナンスイオンイジェクション� ポ�ルイオントラッ
プにおける動作モ�ドの一つで� エンドキャップ電極あるいはトラッピン
グ電極に交流電圧を印加して共鳴したイオンを選択的に排出する� ポ�ル
イオントラップ (Paul ion trap) 参照�

resonance ionization (RI)

共鳴イオン化� 共鳴多光子イオン化 (resonance-enhanced multiphoton ioni-

zation) の同義語�

resonance-enhanced multiphoton ionization (REMPI)

共鳴多光子イオン化� 多光子イオン化 (multiphoton ionization) の一種で� 1

光子吸収によって共鳴準位に電子励起された中性種に� その励起状態が持
続する間に次の光子吸収が起こり� 段階的に多光子を吸収することによっ
てイオン化準位を越えてイオン化する過程� 中間的な励起準位を経由する
ことにより� イオン化断面積 (ionization cross section) は極めて高くな

る�

reverse geometry

逆配置� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass spectrometer) 参照�

reverse library search

逆方向ライブラリ�サ�チ� 未知化合物のマススペクトルを取得し� 既知の化
合物のマススペクトルライブラリ�の中から最も類似するスペクトルを検
索することにより未知化合物の同定を行う方法� その際に� スペクトル照
合の有意な判定に必要なすべてのピ�クがライブラリ�の中から検索され
たマススペクトルに含まれているものと仮定し� 未知化合物のマススペク
トルにのみ含まれライブラリ�のマススペクトルには含まれないピ�クは
無視して照合する� マススペクトルライブラリ� (mass spectral library)

および順方向ライブラリ�サ�チ (forward library search) 参照�
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RF-DC ion mobility spectrometry

交直流型イオン易動度スペクトロメトリ�� FAIMS法 (high-field asymmet-

ric waveform ion mobility spectrometry) 参照�

RF-only quadrupole

RFオンリ�四重極� 四重極イオンガイド (collision quadrupole) 参照�

rotary pump

ロ�タリ�ポンプまたは回転ポンプ� ロ�タリ�ベ�ンポンプ (rotary vane

pump) 参照�

rotary vane pump

ロ�タリ�ベ�ンポンプ� 単にロ�タリ�ポンプ (rotary pump)または回転ポ

ンプともいう� 弁付の回転体を回転させて一定の体積まで吸気口より気体
を吸い込み� その気体を排出口へ押し出して排気する真空ポンプ� 大気圧
から使用でき� 到達真空度は 10�2 Pa程度� タ�ボ分子ポンプ (turbo mo-

lecular pump) などの高真空ポンプの補助ポンプや� 試料導入口の粗引き
に使用される� シ�ル材に油を用いていることが多く� その場合は油回転
ポンプ (oil rotary pump) と呼ばれる�

scan

走査またはスキャン� マススペクトルなどを測定するため� 磁場や電場の強さ
などを一方向へ連続的に変化させること� なお� マススペクトル取得にあ
たりこのような操作を行わない場合� 具体的には飛行時間型質量分析計
(time-of-flight mass spectrometer) やフ�リエ変換質量分析 (Fourier

transform mass spectrometry) におけるマススペクトル取得もスキャン

(scan)と表現されることがあるが� これは推奨されない�

second field-free region

第二フィ�ルドフリ�領域� 通常� 電場セクタ� (electric sector) と磁場セク

タ� (magnetic sector) から構成される二重収束質量分析計 (double-

focusing mass spectrometer) において� イオン化室 (ionization cham-

ber)で生成したイオン種が加速領域を通り前段の電場セクタ� �または磁
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場セクタ�� を通過した後� 後段の磁場セクタ� �または電場セクタ��
に進入する前に通過する� 場のない部分�

second law treatment

第二法則処理� 高温質量分析計 (high temperature mass spectrometer) を用

いて絶対蒸気圧を求めた後� 蒸気圧の対数値を絶対温度の逆数に対してプ
ロットし� その傾きから標準蒸発エンタルピ�の平均値 DHv

0を求める

デ�タ処理法� 熱力学第二法則に由来するのでこの名がある� 第三法則処
理 (third law treatment) 参照�

secondary electron

二次電子� 原子� イオン� 電子� 光子の �一次� ビ�ムが金属面などに衝突し
た場合に放出される電子� 質量分析ではイオン検出器の原理に利用され
る�

secondary electron multiplier (SEM)

二次電子増倍管� 固体表面に入射した荷電粒子や光を電子に変換し� その電子
を増倍する検出器� 100 eVの電子 1個を電極 �例えば Cu�Be合金面� に
当てると平均 2個の電子が飛び出す� これを繰り返して電子を増倍する�
多段の電極独立型のもの �ディスクリ�トダイノ�ド電子増倍管 (discrete

dynode electron multiplier)� と中空の半導体セラミックを用いたもの
�連続ダイノ�ド電子増倍管 (continuous dynode electron multiplier)�
がある�

secondary ion mass spectrometry (SIMS)

二次イオン質量分析� Ar�, O2
��, Cs�などのイオンビ�ム �一次イオン� を試

料に照射したときに放出される試料のイオン �二次イオン� を質量分析す
るもので� 固体試料 �半導体材料など� の表面分析 �元素分析� などに用
いられる� 有機化合物を測定する場合に液体マトリックスを用いるときに
は液体二次イオン質量分析 (liquid secondary ion mass spectrometry)と

も呼ばれる�

� 99 �



secondary ionization

二次イオン化� 一次ビ�ム �原子またはイオン� を照射することによって試料
表面からイオンが放出される過程�

secondary neutral mass spectrometry (SNMS)

二次中性粒子質量分析�二次イオン質量分析 (secondary ion mass spectrome-

try) や高速原子衝撃 (fast atom bombardment) などで試料表面から放出

された中性粒子 �スパッタ中性粒子� を� 電子線照射やレ�ザ�光照射な
どによりイオン化して質量分析する方法� 二次イオン質量分析に比べてイ
オン生成効率のマトリックス効果が小さいのが特徴� 半導体材料などの表
面分析法の一つ�

sector mass spectrometer

磁場セクタ�型質量分析計� 磁場セクタ� (magnetic sector) を 1台� または
複数用いてイオンを m/z値に応じて分離する方式の質量分析計� これに
加えて� 並進運動エネルギ�分離を行うための電場セクタ� (electric

sector)を 1台または複数備えることもある�二重収束質量分析計 (double-

focusing mass spectrometer) 参照�

selected ion detection (SID)

選択イオン検出� 同義語の選択イオンモニタリング (selected ion monitoring)

の使用を推奨する�

selected ion flow tube (SIFT)

選択イオンフロ�チュ�ブ� 不活性ガスで搬送される特定の m/z値のイオン

と� ガス流の中に導入された分子とをイオン分子反応 (ion/molecule re-

action) させるための装置�

selected ion monitoring (SIM)

選択イオンモニタリング� マススペクトルを取得する代わりに� 特定の �1種
類とは限らない� m/z値をもつイオンの信号量のみを連続的に記録するよ

うに� 質量分析計を動作させること� 液体クロマトグラフィ�質量分析
(liquid chromatography/mass spectrometry) やガスクロマトグラ
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フィ�質量分析 (gas chromatography/mass spectrometry) などで用い

られる�
注� 選択イオンモニタリングには 14種類の異なる呼び方がある� 用語と
して選択イオンモニタリングを推奨する�

selected reaction monitoring (SRM)

選択反応モニタリング� 2段またはそれ以上の段数の多段階質量分析 (MSn)に

おいて�プロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum)を取得する

代わりに� 分析対象化合物から生じる特定の �1種類とは限らない� プロ
ダクトイオン (product ion) の信号量のみを連続的に検出するように� 質
量分析計を動作させること� その際のタンデム質量分析は� 空間的
(tandem mass spectrometry in space) であっても� 時間的 (tandem

mass spectrometry in time)であってもよい� 液体クロマトグラフィ�タ
ンデム質量分析やガスクロマトグラフィ�タンデム質量分析などで用いら
れ� 仮に� クロマトグラフィ�において対象化合物と同程度の保持時間を
有し� かつプリカ�サ�イオン (precursor ion) と同じm/z値を有する夾

雑物が存在していても� 夾雑物から対象化合物と同じ m/z値のプロダク

トイオンが生じない限りその影響を排除できるので� 選択イオンモニタリ
ング (selected ion monitoring) に比べて選択性が向上する�
多重反応モニタリング (multiple reaction monitoring)という語は推奨さ

れない�

self-chemical ionization (self-CI)

自己化学イオン化� イオン化された分析種 (analyte) が反応イオン (reactant

ion) として作用する化学イオン化 (chemical ionization)�

sensitivity

感度� 質量分析における感度は� 試料の導入量を変化させたときのイオン信号
強度の変化量として定義される� 液相試料の場合は� イオン源における試
料液の流量の変化に対するイオン電流値の変化量� 固相試料の場合は試料
の導入量の変化に対するイオン電流値の変化量を測定する� 気相試料の場
合は� イオン源における試料の分圧の変化に対するイオン電流値の変化量
を測定する� イメ�ジ電流検出によりイオンを間接的に検出する質量分析
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計については� イオン電流値はそれぞれイメ�ジ電流値に読み替えられ
る�
注� 検出可能な最小レベルを示す検出限界 (detection limit)の意味で �感
度� が用いられることが多いが� �感度� と �検出限界� を混同しては
いけない�

separator

セパレ�タ�� ガスクロマトグラフ質量分析計 (gas chromatograph-mass

spectrometer) においてガスクロマトグラフのカラムとイオン源との間に

おき� Heなどの質量の小さなキャリヤ�ガスの大部分を分離除去し� 質
量の大きな試料を濃縮してイオン源に導入するための部品�

simple cleavage

単純開裂� フラグメンテ�ション (fragmentation) において� 転位反応 (rear-

rangement reaction) を伴わず一つの結合だけが切れる反応�

single collision

1回衝突� 多重衝突 (multiple collision)に対比される衝突過程で� イオンが衝
突ガス (collision gas)分子と最大 1回衝突すること� 1回衝突の条件下で

は� 反応生成物の収率は衝突ガスの密度に比例する� 長さ Lの衝突セル

(collision cell) に衝突ガス �密度 n	 を導入して 1回衝突の条件を確保す

るには� snL
1を満たせばよい�ここで s は�イオンと衝突ガス間の衝突
断面積である� 比較的短い衝突セルを備えた二重収束質量分析計 (double-

focusing mass spectrometer) を用いる衝突誘起解離 (collision-induced

dissociation) において起こりやすい�

single-focusing mass spectrometer

単収束質量分析計� イオンの方向収束 (direction focusing) だけを行う一様な

磁場を用いた質量分析計� 二重収束質量分析計 (double-focusing mass

spectrometer) 参照�

skimmer

スキマ�� 直径 1 mm 程度の細孔をもった円錐などの形状をした部品で� 圧力
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隔壁に配置して高圧流体を低圧側に噴出させ分子線を生成するなどの用途

に用いる� たとえばエレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ioniza-

tion) のイオン源では�ノズル �またはキャピラリ�� の出口に向き合うカ
ウンタ�電極にもなり� イオンの脱溶媒 (ion desolvation) を促進する作

用を担う�

skimmer collision-induced dissociation

スキマ�衝突誘起解離� キャピラリ��スキマ�衝突誘起解離 (capillary-

skimmer collision-induced dissociation) 参照�

soft ionization

ソフトイオン化� 質量分析に利用されるイオン化の中で� 顕著なフラグメン
テ�ション (fragmentation)を起こすことなく気相のイオンが生成する過

程または方法� ハ�ドイオン化 (hard ionization) に対比される�

solid fast atom bombardment

固体高速原子衝撃� 高速原子衝撃 (fast atom bombardment) 参照�

sonic spray ionization (SSI)

ソニックスプレ�イオン化� キャピラリ�先端から流出する試料溶液を� 亜音
速の気流を用いて噴霧させイオンを生成させる方法� 加熱も高電界もなし
で起こる大気圧イオン化 (atmospheric pressure ionization)� 高電界を印
加すると多価プロトン付加分子 (multiply protonated molecule) の生成

が促進される�

space charge e#ect

空間電荷効果� 質量分析装置内での荷電粒子 �イオンまたは電子� の密度が高
く� ク�ロン相互作用が荷電粒子の集団運動に影響を及ぼす場合� この荷
電粒子集団を空間電荷 (space charge)といい� 集団運動への影響を総称し
て空間電荷効果という� 一般的に� 空間電荷効果によって感度 (sensitivi-

ty)�質量分解能 (mass resolving power)�質量確度 (mass accuracy)など

の質量分析装置の基本性能は低下する�
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spark ionization

スパ�クイオン化� 間欠的なコンデンサ�放電で生じる火花放電により固体試
料をイオン化すること�

spark source mass spectrometry

スパ�クイオン源質量分析� スパ�クイオン化 (spark ionization) イオン源を

備えた装置で行う質量分析�

spike

スパイク� 同位体存在比が試料中の目的物質と異なる物質で� 同位体希釈質量
分析 (isotope dilution mass spectrometry) において試料に添加する物

質�

spray ionization

スプレ�イオン化� キャピラリ�先端などから流出する溶液試料を� 加熱� 高
速気流� 高電界などによって霧化させることでイオンを生成させる方法の
総称�
例� エレクトロスプレ�イオン化 (electrospray ionization)� サ�モスプ
レ�イオン化 (thermospray ionization)� ソニックスプレ�イオン化
(sonic spray ionization) など

sputtered neutral mass spectrometry

スパッタ中性粒子質量分析� 二次中性粒子質量分析 (secondary neutral mass

spectrometry) の同義語�

stability diagram

安定性ダイアグラム� マシュ�安定性ダイアグラム (Mathieu stability dia-

gram) 参照�

stable ion

安定イオン� 内部エネルギ�が低いため� イオン源で生成してから検出される
までに解離や転位反応 (rearrangement reaction) を起こさないイオン�
準安定イオン (metastable ion) および不安定イオン (unstable ion) 参照�
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static field

定常場� 時間経過とともに変動しない一定の電場や磁場�

static secondary ion mass spectrometry

スタティック二次イオン質量分析� 二次イオン質量分析 (secondary ion mass

spectrometry) のうち 1�1013 ions/cm2以下の一次イオン照射量で行う

分析をスタティック二次イオン質量分析という� 損傷を受ける試料表面の
領域が無視しうるほど小さく� 実質的には非破壊的な分析である� 主とし
て試料表面の成分分析や化合物の同定に利用される�

stored waveform inverse Fourier transform (SWIFT)

スィフト法 �SWIFT法�� ポ�ルイオントラップ (Paul ion trap)やフ�リエ変
換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計 (Fourier transform ion cyclo-

tron resonance mass spectrometer) においてイオンの励起電圧波形を作

成する方法で� 次の手順で処理する� まず励起スペクトルを周波数軸上に
デザインする� これを逆フ�リエ変換して時間軸の波形デ�タを得る� こ
れを励起電圧波形として用いる� 励起スペクトルで個�のイオンに与える
励起のエネルギ�を設定できるので� イオンに対する選択性が高い� MS/

MS (mass spectrometry/mass spectrometry) のプリカ�サ�イオン
(precursor ion) 選択にも利用できる�

superelastic collision

超弾性衝突� 衝突粒子の片方もしくは両方の内部エネルギ�の一部が衝突に
よって並進運動エネルギ�に変換された結果� 高速で入射した衝突粒子の
速度が衝突前よりもさらに速くなるような衝突過程� 第二種の衝突 (colli-

sion of the second kind) とも呼ばれる�

surface ionization (SI)

表面イオン化� 原子や分子が固体表面との相互作用でイオン化すること� この
現象には� 使用する表面材料の仕事関数� 表面温度� 試料のイオン化エネ
ルギ� (ionization energy) などが関係している� 狭義には Saha�
Langmuirの式で解釈できるイオン化�
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surface-assisted laser desorption/ionization (SALDI)

表面支援レ�ザ�脱離イオン化または表面物質支援レ�ザ�脱離イオン化� 特
定の表面物質上に付着させた試料分子のパルスレ�ザ�光照射による脱離
イオン化 (desorption ionization)� シリコン上脱離イオン化 (desorption

ionization on silicon) 参照�

surface-enhanced laser desorption/ionization (SELDI)

セルディ法 �SELDI法�� 試料中に含まれる特定の性質をもつ分析種 (analyte)

を捕捉するような化学官能基や分子を表面に固定したタ�ゲットプレ�ト
を用いる� マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 (matrix-assisted

laser desorption/ionization)�

surface-induced dissociation (SID)

表面誘起解離� 広義には衝突誘起解離 (collision-induced dissociation)の一手

法で� 加速したイオンを種�の固体表面に衝突させることによって解離さ
せること� 解離の程度は衝突エネルギ�や表面の種類に強く依存する�

surface-induced reaction (SIR)

表面誘起反応� 反応イオンが固体表面と相互作用することにより� 反応イオン
とは化学的に異なる生成物や� 反応イオンの内部エネルギ�変化を生じる
過程のこと�

sustained o#-resonance irradiation (SORI)

持続性準共鳴励起� フ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計 (Fou-

rier transform ion cyclotron resonance mass spectrometer)で� 低エネ
ルギ�衝突誘起解離などのイオンニュ�トラル反応 (ion/neutral reac-

tion) を行う際に用いられる技法� 反応イオンのサイクロトロン周波数に
対してわずかに異なる周波数の交流電場を与え続ける間� 反応イオンのサ
イクロトロン運動 (cyclotron motion) は加速と減速を周期的に繰り返す

準共鳴状態になり� ペニングイオントラップ (Penning ion trap)のサイズ

をはみ出ることなく� 並進運動エネルギ�の時間平均値を長時間にわたっ
て高く維持できる�これによりイオンニュ�トラル反応での衝突励起 (col-

lisional excitation)を実現する� また� 反応イオンをコヒ�レントに運動
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させたい場合にも用いられる� 低エネルギ�衝突誘起解離 (low-energy

collision-induced dissociation) 参照�

tandem mass spectrometer

タンデム質量分析計�MS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry)を可

能とする質量分析計�

tandem mass spectrometry

タンデム質量分析�MS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry)の同義

語�

tandem mass spectrometry in space

空間的タンデム質量分析� 空間的に隔たる複数の質量分析部 (mass analyzer)

を備えた質量分析計を用いる MS/MS (mass spectrometry/mass spec-

trometry)� プリカ�サ�イオン (precursor ion)の選択は前段の質量分析

部で行われ� 後段の質量分析部との中間領域でイオンを解離させ� 後段の
質量分析部でプロダクトイオン (product ion)をm/z分離することにより

デ�タを得る� 空間的 MS/MS (MS/MS in space) ともいう�

tandem mass spectrometry in time

時間的タンデム質量分析�ポ�ルイオントラップ (Paul ion trap)やフ�リエ変
換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計 (Fourier transform ion cyclo-

tron resonance mass spectrometer)など� 1台の質量分析部 (mass ana-

lyzer) でプロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum) を取得す

る装置を用いるMS/MS (mass spectrometry/mass spectrometry)�プリ
カ�サ�イオン (precursor ion) の選択とその解離� プロダクトイオン
(product ion) の解析は同一の質量分析部の異なる時間区分において逐次

的に行われる� 時間的 MS/MS (MS/MS in time) ともいう�

target gas

タ�ゲットガスまたは標的ガス� 同義語の衝突ガス (collision gas)の使用を推

奨する�
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thermal ionization (TI)

熱イオン化� 原子や分子が� 加熱された固体表面と相互作用することによって
正あるいは負のイオンを生成すること�

thermal surface ionization (TSI)

熱表面イオン化� 表面イオン化 (surface ionization) の一つで� 原子や分子が
1,000� 程度に加熱された金属 �Wや Re� などの表面と接触相互作用す
ることによって正あるいは負のイオンを生成すること�

thermogravimetry mass spectrometry (TG/MS)

熱重量質量分析� あらかじめ設定したプログラムにしたがって物質を昇温し�
その物質の重量を温度の関数として測定する熱重量分析計を質量分析計と

結合し� 発生した揮発性物質の検出を行う方法�

thermospray (TS)

サ�モスプレ�� 試料溶液に電解質イオンを反応イオンとして加え� 数百 Pa

程度の中真空下で� キャピラリ�先端から加熱噴霧することにより試料の
イオン化が生成する現象�

thermospray ionization (TSI)

サ�モスプレ�イオン化�サ�モスプレ� (thermospray)現象を応用したイオ

ン化法で� 電解質の添加だけではイオン化しにくい試料の場合には� 噴霧
の後に放電イオン化 (discharge ionization)や電子イオン化 (electron ion-

ization) によってイオン化を促進させる� 液体クロマトグラフと質量分析
計のインタ�フェイスとしても用いられる�

third law treatment

第三法則処理� 高温質量分析計 (high temperature mass spectrometer) を用

いて絶対蒸気圧を求めた後� 各蒸気圧点について� 自由エネルギ�関数の
文献値または推定値を用いて� 標準蒸発エンタルピ� DHv

0 (298 K) を求

める手法� 第二法則処理に比べ� 測定温度毎に独立に DHv
0が求められる

ので精度が高い利点があるが� 自由エネルギ�関数のデ�タを必要とす
る� 第二法則処理 (second law treatment) 参照�
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thomson (Th)

トムソン� m/z参照�

time lag focusing (TLF)

タイムラグフォ�カシング� 飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spec-

trometer) で用いられるエネルギ�収束 (energy focusing) の方法で� 気
相中でのイオン生成と加速電圧パルス印加の間に遅れ時間をもたせること

によって実現した� 遅延引き出し (delayed extraction) に関連する語�

time-of-flight mass spectrometer (TOF-MS)

飛行時間型質量分析計� ある一定のエネルギ�で加速したイオンを真空の
フィ�ルドフリ�領域 (field-free region) で飛行させ� 検出器まで到達す
る時間の違いによってイオンを m/z値に応じて分離する方式の質量分析

計�リフレクトロン飛行時間型質量分析計 (reflectron time-of-flight mass

spectrometer) 参照�

Torr

トル� 1 Torr�1 mmHg�1.33 mbar�133 Paで換算される圧力の単位� 圧力
については SI単位パスカル �pascal, 単位記号 Pa� の使用を推奨する�

total emission current

全放射電流� 電子イオン化 (electron ionization)でフィラメントから放射され

る全電子電流値�

total ion chromatogram

全イオンクロマトグラム� 同義語の全イオン電流クロマトグラム (total ion

current chromatogram) の使用を推奨する�

total ion current (TIC)

全イオン電流� m/z値にしたがい分離され検出された� それぞれのイオンの電
流値 �イオン量� のマススペクトル全体もしくは特定のm/z範囲における

合計値�
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total ion current chromatogram (TICC)

全イオン電流クロマトグラム� ガスクロマトグラフィ�質量分析 (gas chro-

matography/mass spectrometry) や液体クロマトグラフィ�質量分析
(liquid chromatography/mass spectrometry) などにおいて� 取得した
マススペクトルから求められる全イオン電流値 (total ion current)を保持

時間に対してプロットしたクロマトグラム�
total ion chromatogram (TIC)という語よりも total ion current chrom-

atogram (TICC) の使用を推奨する�

total ion detection (TID)

全イオン検出� 同義語の全イオンモニタリング (total ion monitoring) の使用

を推奨する�

total ion monitoring (TIM)

全イオンモニタリング�選択イオンモニタリング (selected ion monitoring)に

対比される語で� 液体クロマトグラフィ�質量分析 (liquid chromatogra-

phy / mass spectrometry) やガスクロマトグラフィ�質量分析 (gas

chromatography/mass spectrometry)などにおいて� マススペクトルを
取得する代わりに� 検出されたすべてのイオンもしくはある m/z範囲の

イオンの電流値の総和を連続的に記録するように� 質量分析計を動作させ
ること�

transmission e$ciency

イオン透過率� 質量分析部 (mass analyzer) に入ったイオンの数と出たイオン

の数の割合�

transmission quadrupole mass spectrometer

透過型四重極質量分析計� 双曲面またはそれに相当する断面 �多くの場合� 円
柱で代用される� をもつ 4本の柱状電極を� 互いの中心軸が正方形の頂点
になるように平行に並べ� 向かい合う柱状電極同士を配線でつないだ装置
を四重極 (quadrupole)という� これに直流電圧と交流電圧を印加して四
重極電場を発生させる� このとき� 四重極の軸に垂直な面内のイオンの運
動はマシュ�微分方程式 (Mathieu equation) で表され� その解に基づい
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てある特定の m/z範囲のイオンのみ振幅が大きくならず� 四重極を軸方
向に通過することができる� この四重極電場の作用により� イオンをm/z

値に応じて分離する方式の質量分析計� 四重極マスフィルタ� (qua-

drupole mass filter) ともいう� マシュ�安定性ダイアグラム (Mathieu

stability diagram) 参照�

triple quadrupole mass spectrometer

三連四重極質量分析計� 透過型四重極質量分析計 (transmission quadrupole

mass spectrometer) を 2台直列に置き� その間にm/z分離を行わない四

重極 �または他の多重極� を衝突室 (collision cell)として配置したタンデ

ム質量分析計 (tandem mass spectrometer)�

trochoidal focusing mass spectrometer

トロコイド型質量分析計� 同義語の prolate trochoidal mass spectrometerの

使用を推奨する�

troidal field

トロイダル電場� イオンの進行方向と直角方向の両方向に異なる曲率をもった
電場� イオンのエネルギ�選別とビ�ム形状の整形作用をもつ�

turbo molecular pump

タ�ボ分子ポンプ� 交互に重ねた多段の回転翼 �ロ�タ�� と固定翼 �ステ�
タ��で構成し�回転翼を分子の熱運動速度よりも大きな速度で回転させ�
これに衝突する気体分子に常に一定方向の運動量を加えて� 気体分子を排
気する型の高真空用真空ポンプ� 補助真空を確保するため� 前段にロ�タ
リ�ベ�ンポンプ (rotary vane pump) などの補助ポンプが必要� 質量の
小さいガス �水素� ヘリウム� に対しては� これらの気体分子の速度が大
きいため排気能力が低下する� 油などの蒸気圧をもつ構成要素を使わない
ので清浄な超高真空が作れる� 質量分析部の超高真空維持またはイオン源
の差動排気 (di#erential pumping) に用いられる�

unified atomic mass unit (u)

統一原子質量単位� 静止した基底状態の質量数 12の炭素原子 1原子の質量の

�111�



12分の 1の質量として定義され� 1.660 538 782(83)�10�27 kgに等し

い�記号 u で表す�原子や分子�イオンの質量を表す際に用いる�非 SI単

位であるが� SI単位と一緒に使用できる� 質量分析において計測される荷
電粒子のm/z値に電荷数 (charge number) を乗じた値から質量を換算す

ることができるが� SI単位であるキログラム �単位記号 kg� ではなく� 通
常この統一原子質量単位によって表される�
注� 	統一
 が省かれて 	原子質量単位 atomic mass unit
 と呼称され� そ
の略語として amuが用いられることが多いが� これらは曖昧な表記
であるため� その使用は推奨されない� かつて� 	原子質量単位
 は質
量数 16の酸素原子の 16分の 1の質量という定義と� 同位体の天然
存在比を考慮した平均値である酸素の標準原子量 (standard atomic

weight) の 16分の 1の質量という 2種類の定義が存在し� 研究分野
によって使用している 	原子質量単位
 が異なっていた� 統一原子質
量単位はこの混乱を解消するために新たに定義されたものである� そ
れゆえ�単に 	原子質量単位
と記した場合� 3種類の定義のいずれか

を特定することが難しい�

unimolecular dissociation

単分子解離または単分子分解� イオン源において生成されたイオンまたは衝突
によって励起されたイオンが単独で結合の開裂を起こして分解すること�

unstable ion

不安定イオン� 生成直後において構造不安定な性質または分解するほどエネル
ギ�をもっており� 生成された領域 �イオン源あるいは衝突室 (collision

cell) など� を出る前に分解するイオン� インソ�ス分解 (in-source

decay), 準安定イオン (metastable ion) および安定イオン (stable ion) 参

照�

vaporization coe$cient

蒸発係数�自由蒸発速度とクヌ�センセル (Knudsen cell)からの蒸発速度の比

として与えられ� 通常 a と表示する� 気体分子運動論によれば� 蒸発面に
衝突する分子のうち ac のみが凝縮するとき�平衡蒸気圧 Pe における凝縮

流速 Jc は� Jc�ac Pe(2pMkT)1/2 となり� ac は凝縮係数と呼ばれる�平衡状
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態では� 蒸発速度 Jv は Jv�Jc となり� Jv に対応する a を av と表して狭

義の蒸発係数と呼ぶこともある� a は温度とともに増加し� 溶融状態では
ほぼ 1になる� クヌ�センセル質量分析計 (Knudsen cell mass spec-

trometer) 参照�

velocity focusing

速度収束� イオンを一点から加速� 射出し� そのm/z値が同じで速度がわずか

に異なるイオン群が� 空間の特定の点に幾何学的に集められる場合� ある
いは飛行時間型質量分析計 (time-of-flight mass spectrometer) の特定の

位置に同一時間で到達する場合� これらの現象を速度収束という�

vertical ionization

垂直イオン化� 分子内の原子の位置が変化するよりも速く� 電子の脱離または
付加が進行してイオンが生成する過程� 通常は振動励起状態のイオンが生
成する�

voltage scan

電圧走査� マススペクトルを測定するために� イオンの加速電圧 (accelerating

voltage) � または電場の強さを変えて行う走査� 後者は電場走査 (electric

field scan) ということもある�

Wien filter

ウィ�ンフィルタ�� 電場と磁場を直角にかけた速度選別器�

x-ion

x系列イオン�イオン化されたペプチド分子の主鎖の C�C結合が開裂すること
によって生成したフラグメントイオン (fragment ion) で C末端を含んだ

もの�

y-ion

y系列イオン� イオン化されたペプチド分子の主鎖の C�N結合� すなわちペプ
チド結合 �カルボニル基とアミノ窒素の間の酸アミド結合� が開裂するこ
とによって生成したフラグメントイオン (fragment ion) で C末端を含ん
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だもの�

z-ion

z系列イオン� イオン化されたペプチド分子の主鎖のペプチド結合ではない側
の C�N結合 �N�Ca結合� が開裂することによって生成したフラグメント
イオン (fragment ion) で C末端を含んだもの�
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非推奨用語

anion radical

アニオンラジカル� ラジカルアニオン (radical anion) を推奨�

appearance potential (AP)

出現電圧� 電子イオン化 (electron ionization)などにおいて� イオン生成を確
認できる最小の電子加速電圧値を� その計測におけるイオンの出現電圧と
いう� IUPAC では出現エネルギ� (appearance energy) が推奨されてい

る�

atomic mass unit (amu)

原子質量単位� 統一原子質量単位 �unified atomic mass unit, 単位記号 u� ま
たはダルトン �dalton, 単位記号 Da� を推奨�

B/E linked scan

B/Eリンクドスキャンまたは B/Eリンク走査� B/E一定リンクドスキャンま

たは B/E一定リンク走査 (linked scan at constant B/E) を推奨�

B[1�(E/E0)]1/2/E linked scan

B[1�(E/E0)]1/2/Eリンクドスキャンまたは B[1�(E/E0)]1/2/Eリンク走査�
B[1�(E/E0)]1/2/E一定リンクドスキャンまたは B[1�(E/E0)]1/2/E一定

リンク走査 (linked scan at constant B[1�(E/E0)]1/2/E) を推奨�

B2/E linked scan

B2/Eリンクドスキャンまたは B2/Eリンク走査� B2/E一定リンクドスキャン

または B2/E一定リンク走査 (linked scan at constant B2/E) を推奨�

cation radical

カチオンラジカル� ラジカルカチオン (radical cation) を推奨�
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cycloidal mass spectrometer

サイクロイド型質量分析計� トロコイド型質量分析計 (prolate trochoidal

mass spectrometer) を推奨�

daughter ion

娘イオン� プロダクトイオン (product ion) を推奨�

daughter ion analysis

娘イオン分析� プロダクトイオン分析 (product ion analysis) を推奨�

daughter ion scan

娘イオンスキャン� プロダクトイオンスキャン (product ion scan) を推奨�

daughter ion spectrum

娘イオンスペクトル�プロダクトイオンスペクトル (product ion spectrum)を

推奨�

direct analysis of daughter ions (DADI)

娘イオン直接分析� MIKE法 (mass-analyzed ion kinetic energy spectrome-

try) を推奨�

E2/V linked scan

E2/Vリンクドスキャンまたは E2/Vリンク走査� E2/V一定リンクドスキャン

または E2/V一定リンク走査 (linked scan at constant E2/V) を推奨�

electron impact ionization

電子衝撃イオン化� 電子イオン化 (electron ionization) を推奨�

field desorption/ionization

電界脱離イオン化� 電界脱離またはフィ�ルドデソ�プション (field desorp-

tion) を推奨�
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fragment ion scan

フラグメントイオンスキャン� プロダクトイオンスキャン (product ion scan)

を推奨�

fragment ion spectrum

フラグメントイオンスペクトル� プロダクトイオンスペクトル (product ion

spectrum) を推奨�

granddaughter ion

孫娘イオン� 二次プロダクトイオン (2nd generation product ion) を推奨�

ionization potential

イオン化ポテンシャル� イオン化エネルギ� (ionization energy) を推奨�

ion spray

イオンスプレ� �商標�� 気流支援エレクトロスプレ�イオン化 (pneumatical-

ly-assisted electrospray ionization) を推奨�

mass chromatogram

マスクロマトグラム� 抽出イオンクロマトグラム (extracted ion chromato-

gram) の使用を推奨�

mass excess

マスエクセス� 負のマスディフェクト (mass defect) として表すことを推奨�

mass spectroscope

マススペクトロスコ�プ� 質量分析計 (mass spectrometer) と質量分析器

(mass spectrograph) の両方を指す語であったが現在は推奨されない�

mass spectroscopy

質量分光またはマススペクトロスコピ�� 質量分析またはマススペクトロメト
リ� (mass spectrometry) を推奨�
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mass-to-charge-ratio

質量電荷比� m/zを推奨�

milli-atomic mass unit

ミリ原子質量単位� ミリダルトン (millidalton� mDa) を推奨�

milli-mass unit (mmu)

ミリマスユニット� ミリダルトン (millidalton� mDa) を推奨�

molecular protonated ion

分子プロトン付加イオン� プロトン付加分子 (protonated molecule) を推奨�

molecular-related ion

分子量関連イオン� イオン種に応じてプロトン付加分子 (protonated mole-

cule)やカチオン付加分子 (cationized molecule) など� または [M�Na]�

や [M�H]�などの化学表記を使い分けることを推奨�

MS/MS spectrum

MS/MSスペクトル� 代わりに� たとえばプリカ�サ�イオンスペクトル
(precursor ion spectrum) やプロダクトイオンスペクトル (product ion

spectrum) などの具体的な用語を使い分けることを推奨�

MS3 spectrum

MS3スペクトル� 二次プロダクトイオンスペクトル (2nd generation product

ion spectrum) の使用を推奨�

multiple reaction monitoring (MRM)

多重反応モニタリング�選択反応モニタリング (selected reaction monitoring:

SRM) を推奨�

nanospray

ナノスプレ� �商標�� ナノエレクトロスプレ� (nanoelectrospray) を推奨�
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orbitrap

オ�ビトラップ �商標�� 同義語のキングドントラップ (Kingdon trap)の使用

を推奨する�

parent ion

親イオン� プリカ�サ�イオン (precursor ion) を推奨�

parent ion scan

親イオンスキャン� プリカ�サ�イオンスキャン (precursor ion scan) を推

奨�

parent ion spectrum

親イオンスペクトル� プリカ�サ�イオンスペクトル (precursor ion spec-

trum) を推奨�

protonated molecular ion

プロトン化分子イオン� プロトン付加分子 (protonated molecule) を推奨�

pseudo-molecular ion

擬分子イオン� イオン種に応じてプロトン付加分子 (protonated molecule) や

カチオン付加分子 (cationized molecule)など� または [M�Na]�や [M�
H]�などの化学表記を使い分けることを推奨�

quasi-molecular ion

擬分子イオン� イオン種に応じてプロトン付加分子 (protonated molecule) や

カチオン付加分子 (cationized molecule)など� または [M�Na]�や [M�
H]�などの化学表記を使い分けることを推奨�

reconstructed ion chromatogram

再構成イオンクロマトグラム� 抽出イオンクロマトグラム (extracted ion

chromatogram) を推奨�
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selected ion detection

選択イオン検出�選択イオンモニタリング (selected ion monitoring)の使用を

推奨する�

target gas

タ�ゲットガスまたは標的ガス� 同義語の衝突ガス (collision gas)の使用を推

奨する�

thomson (Th)

トムソン� m/zの単位として提案されているが� m/zは無次元量なので単位は

不要�

Torr

トル�圧力の単位� 1 Torr�1 mmHg�133 Pa, 1 Pa�10 mbar. 圧力の SI単位

パスカル �pascal, 単位記号 Pa� の使用を推奨�

total ion chromatogram (TIC)

全イオンクロマトグラム� 全イオン電流クロマトグラム (total ion current

chromatogram) を推奨する�

total ion detection (TID)

全イオン検出� 全イオンモニタリング (total ion monitoring) を推奨�

trochoidal focusing mass spectrometer

トロコイド型質量分析計� 同義語の prolate trochoidal mass spectrometerの

使用を推奨する�
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日本語索引 �アイウエオ順�

�あ行�

アイソトポメリックイオン� isotopomeric ions 58

アインツェルレンズ� Einzel lens 36

アクセプタンス� acceptance 14

アナログイオン� analog ion 15

アニオンラジカル� anion radical 15, 115

アニオン付加分子� anionized molecule 16

アバンダンス感度� abundance sensitivity 14

油回転ポンプ� oil sealed vacuum pump 82

油拡散ポンプ� oil di#usion pump 82

アレイ検出器� array detector 16

安定イオン� stable ion 104

安定性ダイアグラム� stability diagram 104

イオン� ion 51

イオンイオン反応� ion/ion reaction 54

イオン易動度スペクトロメトリ�� ion mobility spectrometry (IMS) 53

イオン運動エネルギ�スペクトロメトリ�� ion kinetic energy

spectrometry (IKES) 52

イオンエネルギ�ロススペクトル� ion energy loss spectrum 52

イオン化� ionization 55

イオンガイド� ion guide 52

イオン解離� ionic dissociation 55

イオン化エネルギ�� ionization energy (IE) 56

イオン化効率� ionization e$ciency 56

イオン化効率曲線� ionization e$ciency curve 56

イオン化室� ionization chamber 55

イオン化室� ionizing cell 56

イオン加速電圧� ion accelerating voltage 51

イオン化断面積� ionization cross section 56

イオン化電圧� ionizing voltage 56
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イオン化ポテンシャル� ionization potential 56, 117

イオンゲ�ト� ion gate 52

イオン源� ion source 53

イオン光学� ion optics 53

イオン光子変換検出器� ion-to-photon detector 57

イオンコレクタ�� ion collector 51

イオンサイクロトロン共鳴質量分析計� ion cyclotron resonance mass

spectrometer (ICRMS) 51

イオンスプレ�� ion spray 53, 117

イオン脱溶媒� ion desolvation 52

イオン対生成� ion-pair formation 57

イオン透過率� transmission e$ciency 110

イオントラップ� ion trap (IT) 53

イオントラップ質量分析計� ion trap mass spectrometer (ITMS) 54

イオンニュ�トラルコンプレックス� ion/neutral complex 55

イオンニュ�トラル置換反応� ion/neutral exchange reaction 55

イオンニュ�トラル反応� ion/neutral reaction 55

イオン分子反応� ion/molecule reaction 54

イオンミラ�� ion mirror 53

イオンモビリティ�スペクトロメトリ�� ion mobility spectrometry

(IMS) 53

イオン冷却� ion cooling 51

異性体イオン� isomeric ion 57

一回衝突� single collision 102

イメ�ジング質量分析� imaging mass spectrometry 48

インソ�ス衝突誘起解離� in-source collision-induced dissociation 50

インソ�ス分解� in-source decay (ISD) 50

インビ�ム電子イオン化� in-beam electron ionization 48

インビ�ム法� in-beam method 48

インビ�ム化学イオン化� in-beam chemical ionization 48

ウィ�ンフィルタ�� Wien filter 113

運動エネルギ�分析器� kinetic energy analyzer 59

運動エネルギ�放出� kinetic energy release (KER) 59
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運動エネルギ�放出分布� kinetic energy release distribution (KERD) 59

運動量分散� momentum dispersion 76

液体イオン化� liquid ionization (LI) 64

液体クロマトグラフィ�質量分析� liquid chromatography/mass

spectrometry (LC/MS) 64

液体クロマトグラフ質量分析計� liquid chromatograph-mass

spectrometer (LC-MS) 64

液体二次イオン化� liquid secondary ionization (LSI) 64

エネルギ�収束� energy focusing 39

エミッタンス� emittance 39

エムエス�乗� MSn 77

エムエスエムエス� mass spectrometry/mass spectrometry (MS/MS) 70

エレクトロスプレ�� electrospray (ES) 38

エレクトロスプレ�イオン化� electrospray ionization (ESI) 38

エレクトロハイドロダイナミックイオン化� electrohydrodynamic

ionization (EHIまたは EHDI) 36

オ�ビトラップ� orbitrap 82, 119

オクタポ�ル� octapole 81

オニウムイオン� onium ion 82

親イオン� parent ion 83, 119

親イオンスキャン� parent ion scan 83, 119

親イオンスペクトル� parent ion spectrum 83, 119

�か行�

カ�ブドフィ�ルドリフレクトロン� curved field reflectron 29

会合性イオン化� associative ionization 16

会合性イオン分子反応� associative ion/molecule reaction 16

回転ポンプ� rotary pump 98

解離性イオン化� dissociative ionization 35

解離性ペニングイオン化� dissociative Penning ionization 35

開裂� cleavage 24

化学イオン化� chemical ionization (CI) 23

化学電離� chemi-ionization 24
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拡散ポンプ� di#usion pump 32

核分裂片イオン化� fission fragment ionization 42

過剰エネルギ�� excess energy 40

ガスクロマトグラフィ�質量分析� gas chromatography/mass

spectrometry (GC/MS) 45

ガスクロマトグラフ質量分析計� gas chromatograph-mass

spectrometer (GC-MS) 45

加速器質量分析� accelerator mass spectrometry (AMS) 14

加速電圧� accelerating voltage 14

カチオン付加分子� cationized molecule 20

カチオンラジカル� cation radical 20, 115

緩衝ガス� bath gas 19

緩衝ガス� bu#er gas 19

感度� sensitivity 101

基準ピ�ク� base peak (BP) 19

基準ピ�ククロマトグラム� base peak chromatogram 19

奇数電子イオン� odd-electron ion 81

奇数電子ル�ル� odd-electron rule 82

気体高速原子衝撃� gas-phase fast atom bombardment 45

擬分子イオン� pseudo-molecular ion 91, 119

擬分子イオン� quasi-molecular ion 92, 119

逆配置� reverse geometry 97

逆方向ライブラリ�サ�チ� reverse library search 97

キャピラリ�スキマ�衝突誘起解離� capillary-skimmer collision-induced

dissociation 20

キャピラリ�電気泳動質量分析� capillary electrophoresis mass

spectrometry (CE/MS) 20

急速加熱脱離� flash desorption 42

共鳴イオン化� resonance ionization (RI) 97

共鳴イオン排出� resonance ion ejection 97

共鳴多光子イオン化� resonance-enhanced multiphoton ionization

(REMPI) 97

気流支援エレクトロスプレ�イオン化� pneumatically-assisted
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electrospray ionization 86

キングドントラップ� Kingdon trap 60

空間的タンデム質量分析� tandem mass spectrometry in space 107

空間電荷効果� space charge e#ect 103

偶数電子イオン� even-electron ion 39

偶数電子ル�ル� even-electron rule 40

ク�ロン爆発� Coulomb explosion 28

クヌ�センセル� Knudsen cell 60

クヌ�センセル質量分析計� Knudsen cell mass spectrometer 60

クヌ�セン流出質量分析計� Knudsen e#usion mass spectrometer 60

クラスタ�� cluster 25

クラスタ�イオン� cluster ion 25

グリッドレスリフレクトロン� gridless reflectron 45

グロ�放電イオン化� glow discharge ionization 45

クロマトグラフ� chromatograph 24

クロマトグラフィ�� chromatography 24

クロマトグラム� chromatogram 24

計算精密質量� calculated exact mass 20

計算精密質量� exact mass 40

ゲル内消化� in-gel digestion 49

原子質量単位� atomic mass unit (amu) 17, 115

検出限界� detection limit 32

原子量� atomic weight 17

高エネルギ�衝突誘起解離� high-energy collision-induced dissociation 46

高温質量分析計� high temperature mass spectrometer 46

高速イオン衝撃� fast ion bombardment (FIB) 41

高速原子衝撃� fast atom bombardment (FAB) 41

高速粒子衝撃� fast particle bombardment (FPB) 41

後段加速検出器� post-acceleration detector (PAD) 86

交直流型イオン易動度スペクトロメトリ�� RF-DC ion mobility

spectrometry 98

黒体赤外放射解離� blackbody infrared radiative dissociation (BIRD) 19

固体高速原子衝撃� solid fast atom bombardment 103
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コロナ放電� corona discharge 28

コンスタントニュ�トラルマスゲインスキャン� constant neutral mass

gain scan 27

コンスタントニュ�トラルマスゲインスペクトル� constant neutral mass

gain spectrum 27

コンスタントニュ�トラルロススキャン� constant neutral loss scan 27

コンスタントニュ�トラルロススペクトル� constant neutral loss

spectrum 27

コンティニュアムアクイジション� continuum acquisition 28

コンバ�ジョンダイノ�ド� conversion dynode 28

�さ行�

サ�モスプレ�� thermospray (TS) 108

サ�モスプレ�イオン化� thermospray ionization (TSI) 108

サイクロイド型質量分析計� cycloidal mass spectrometer 29, 116

サイクロトロン運動� cyclotron motion 29

再結合エネルギ�� recombination energy 94

再構成イオンクロマトグラム� reconstructed ion chromatogram 94, 119

差動排気� di#erential pumping 32

参照イオン� reference ion 94

残留ガス分析計� residual gas analyzer (RGA) 96

残留マススペクトル� residual mass spectrum 96

三連四重極質量分析計� triple quadrupole mass spectrometer 111

時間的タンデム質量分析� tandem mass spectrometry in time 107

自己化学イオン化� self-chemical ionization (self-CI) 101

四重極イオンガイド� collision quadrupole 25

四重極イオンストレ�ジ� quadrupole ion storage (QUISTOR) 91

四重極イオントラップ� quadrupole ion trap (QIT) 91

四重極質量分析計� quadrupole mass spectrometer (QMS) 92

四重極マスフィルタ�� quadrupole mass filter (QMF) 92

四重極レンズ� quadrupole lens 91

持続性準共鳴励起� sustained o#-resonance irradiation (SORI) 106

実験室系衝突エネルギ�� laboratory collision energy 61
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質量� mass 66

質量解析� mass analysis 66

質量確度� mass accuracy 66

質量較正� mass calibration 67

質量差別効果� mass discrimination 67

質量上限� mass limit 68

質量真度� mass accuracy 66

質量数� mass number 68

質量選択的アキシャルイジェクション� mass selective axial ejection 69

質量選択的軸方向排出� mass selective axial ejection 69

質量選択的不安定性� mass selective instability 69

質量電荷比� mass-to-charge ratio 72, 118

質量範囲� mass range 68

質量分解度� mass resolution 68

質量分解能� mass resolving power 69

質量分光� mass spectroscopy 71, 117

質量分析� mass spectrometry (MS) 70

質量分析器� mass spectrograph 69

質量分析計� mass spectrometer 70

質量分析検出器� mass spectrometric detector 70

質量分析部� mass analyzer 66

質量弁別効果� mass discrimination 67

自動イオン化� autoionization 18

自動電子脱離� autodetachment 18

磁場スキャン� magnetic field scan 65

磁場セクタ�� magnetic sector 66

磁場セクタ�型質量分析計� sector mass spectrometer 100

磁場走査� magnetic field scan 65

磁場偏向� magnetic deflection 65

試薬イオン� reagent ion 94

試薬ガス� reagent gas 94

主イオン� principal ion 88

重心系運動エネルギ�� center-of-mass kinetic energy 21

�127�



重心系衝突エネルギ�� center-of-mass collision energy 20

重粒子イオン誘起脱離� heavy ion induced desorption (HIID) 46

出現エネルギ�� appearance energy (AE) 16

出現電圧� appearance potential (AP) 16, 115

主同位体� principal isotope 88

準安定イオン� metastable ion (MI) 74

準安定イオン分解� metastable ion decay (MID) 74

準安定ピ�ク� metastable peak 75

順配置� forward geometry 43

準平衡理論� quasi-equilibrium theory (QET) 92

順方向ライブラリ�サ�チ� forward library search 43

焦点面検出器� focal plane detector (FPD) 43

衝突ガス� collision gas 25

衝突活性化� collisional activation (CA) 26

衝突活性化解離� collisionally activated dissociation (CAD) 26

衝突室� collision cell 25

衝突室� collision chamber 25

衝突セル� collision cell 25

衝突反応セル� collision reaction cell 26

衝突誘起解離� collision-induced dissociation (CID) 26

衝突励起� collisional excitation 26

蒸発係数� vaporization coe$cient 112

シリコン上脱離イオン化� desorption ionization on silicon (DIOS) 31

信号強度� intensity 50

診断用イオン� diagnostic ion 32

水素重水素交換� hydrogen/deuterium exchange (HDX) 47

垂直イオン化� vertical ionization 113

スィフト法 (SWIFT法 )� stored waveform inverse Fourier

transform (SWIFT) 105

スキマ�� skimmer 102

スキマ�衝突誘起解離� skimmer collision-induced dissociation 103

スキャン� scan 98

スタティック二次イオン質量分析� static secondary ion mass
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spectrometry 105

スパ�クイオン化� spark ionization 104

スパ�クイオン源質量分析� spark source mass spectrometry 104

スパイク� spike 104

スパッタ中性粒子質量分析� sputtered neutral mass spectrometry 104

スプレ�イオン化� spray ionization 104

正イオン� positive ion 86

静電場エネルギ�分析部� electrostatic energy analyzer (ESA) 39

正配置� forward geometry 43

精密質量� accurate mass もしくは exact mass 14, 40

赤外多光子解離� infrared multiphoton dissociation (IRMPD) 49

セパレ�タ�� separator 102

セルディ法 (SELDI法 )� surface-enhanced laser desorption/

ionization (SELDI) 106

全イオンクロマトグラム� total ion chromatogram 109, 120

全イオン検出� total ion detection (TID) 110, 120

全イオン電流� total ion current (TIC) 109

全イオン電流クロマトグラム� total ion current chromatogram (TICC) 110

全イオンモニタリング� total ion monitoring (TIM) 110

前期イオン化状態� pre-ionization state 88

前駆イオン� precursor ion 87

前駆イオンスキャン� precursor ion scan 87

前駆イオンスペクトル� precursor ion spectrum 87

選択イオン検出� selected ion detection (SID) 100, 120

選択イオンモニタリング� selected ion monitoring (SIM) 100

選択反応モニタリング� selected reaction monitoring (SRM) 101

選択イオンフロ�チュ�ブ� selected ion flow tube (SIFT) 100

セントロイドアクイジション� centroid acquisition 21

全放射電流� total emission current 109

走査� scan 98

相対感度係数� relative sensitivity coe$cient 96

相対強度� relative intensity 95

相対原子質量� relative atomic mass 95
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相対存在量� relative abundance 95

相対分子質量� relative molecular mass 96

測定精密質量� accurate mass 14

測定精密質量� measured accurate mass 74

速度収束� velocity focusing 113

速度論的方法� kinetic method 59

ソニックスプレ�イオン化� sonic spray ionization (SSI) 103

ソフトイオン化� soft ionization 103

�た行�

タ�ゲットガス� target gas 107, 120

タ�ボ分子ポンプ� turbo molecular pump 111

第一安定領域� first stability region 42

大気圧イオン化� atmospheric pressure ionization (API) 17

大気圧化学イオン化� atmospheric pressure chemical ionization (APCI) 16

大気圧スプレ�� atmospheric pressure spray 17

大気圧光イオン化� atmospheric pressure photoionization (APPI) 17

大気圧マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化� atmospheric pressure

matrix-assisted laser desorption/ionization (AP MALDI) 17

第三法則処理� third law treatment 108

ダイナミックパルス加熱� dynamic pulse heating 35

第二フィ�ルドフリ�領域� second field-free region 98

第二法則処理� second law treatment 99

タイムラグフォ�カシング� time lag focusing (TLF) 109

多価イオン� multiply-charged ion 78

多価脱プロトン分子� multiply deprotonated molecule 78

多価プロトン付加分子� multiply protonated molecule 78

多光子イオン化� multiphoton ionization (MPI) 77

多重衝突� multiple collision 77

多重反応モニタリング� multiple reaction monitoring (MRM) 78, 118

多段階質量分析� multiple-stage mass spectrometry 78

脱プロトン分子� deprotonated molecule 30

脱離イオン化� desorption ionization (DI) 31
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脱離エレクトロスプレ�イオン化� desorption electrospray ionization

(DESI) 31

脱離化学イオン化� desorption chemical ionization (DCI) 31

脱離電子イオン化� desorption electron ionization (DEI) 31

ダルトン� dalton (Da) 29

端縁場� fringe field 45

単収束質量分析計� single-focusing mass spectrometer 102

単純開裂� simple cleavage 102

タンデム質量分析� tandem mass spectrometry 107

タンデム質量分析計� tandem mass spectrometer 107

断熱イオン化� adiabatic ionization 15

単分子解離� unimolecular dissociation 112

単分子分解� unimolecular dissociation 112

遅延引き出し� delayed extraction (DE) 30

窒素ル�ル� nitrogen rule 80

チャ�ジメディエイテッドフラグメンテ�ション� charge mediated

fragmentation 22

チャ�ジリモ�トフラグメンテ�ション� charge remote fragmentation

(CRF) 22

チャンネル電子増倍管� channel electron multiplier 21

チャンネルトロン� channeltron 21

抽出イオンクロマトグラム� extracted ion chromatogram (EIC) 40

中性化再イオン化質量分析� neutralization reionization mass

spectrometry (NRMS) 80

中性フラグメント再イオン化� neutral fragment reionization (NfR) 79

直接導入プロ�ブ� direct insertion probe (DIP) 34

超弾性衝突� superelastic collision 105

直接液体導入� direct liquid introduction (DLI) 34

直接解離� direct dissociation 33

直接化学イオン化� direct chemical ionization 33

直接照射プロ�ブ� direct exposure probe (DEP) 33

直接注入� direct infusion 33

直接導入� direct inlet 33
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直接露出法� direct exposure method 33

直交加速� orthogonal acceleration 83

直交引き出し� orthogonal extraction 83

低エネルギ�衝突誘起解離� low-energy collision-induced dissociation 65

定常場� static field 105

ディスクリ�トダイノ�ド電子増倍管� discrete dynode electron

multiplier 34

ディストニックイオン� distonic ion 35

デイリ�型検出器� Daly detector 29

ディレイドエクストラクション� delayed extraction (DE) 30

デコンボリュ�ション� deconvolution 30

デリックシフト� Derrick shift 31

電圧走査� voltage scan 113

転位イオン� rearrangement ion 94

転位反応� rearrangement reaction 94

電界イオン化� field ionization (FI) 42

電界イオン化キネティクス� field ionization kinetics (FIK) 42

電界脱離� field desorption (FD) 41

電界脱離イオン化� field desorption/ionization 41, 116

電荷移動反応� charge transfer reaction 23

電荷交換イオン化� charge exchange ionization 21

電荷交換反応� charge exchange reaction 21

電荷数� charge number 22

電荷による開裂� inductive cleavage 49

電荷はぎ取り反応� charge stripping reaction (CSR) 23

電荷反転反応� charge inversion reaction 22

電荷反転マススペクトル� charge inversion mass spectrum 22

電荷変換反応� charge permutation reaction 22

電子イオン化� electron ionization (EI) 38

電子エネルギ�� electron energy 38

電子加速電圧� electron accelerating voltage 37

電子衝撃イオン化� electron impact ionization 38, 116

電子親和力� electron a$nity 37
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電子捕獲イオン化� electron capture ionization (ECI) 37

電子捕獲解離� electron capture dissociation (ECD) 37

電子捕獲化学イオン化� electron capture chemical ionization (ECCI) 37

電子捕獲反応� electron capture reaction 37

電子ボルト� electron volt (eV) 38

電場セクタ�� electric sector 36

電離衝突� ionizing collision 56

同位体イオン� isotopolog ions 58

同位体異性体イオン� isotopomeric ions 58

同位体希釈質量分析� isotope dilution mass spectrometry (IDMS) 57

同位体クラスタ�� isotope cluster 57

同位体効果� isotope e#ect 57

同位体増加イオン� isotopically enriched ion 58

同位体パタ�ン� isotope pattern 58

同位体ピ�ク� isotope peak 58

同位体比質量分析� isotope ratio mass spectrometry (IRMS) 58

同位体標識� isotope labeling 57

統一原子質量単位� unified atomic mass unit (u) 111

透過型四重極質量分析計� transmission quadrupole mass spectrometer 110

動的場質量分析計� dynamic field mass spectrometer 35

トムソン� thomson (Th) 109, 120

トル� Torr 109, 120

ドルトン� dalton (Da) 29

トロイダル電場� troidal field 111

トロコイド型質量分析計� trochoidal focusing mass spectrometer 111, 120

トロコイド型質量分析計� prolate trochoidal mass spectrometer 89

�な行�

内部標準� internal standard 50

ナノエレクトロスプレ�� nanoelectrospray (nano-ES) 78

ナノスプレ�� nanospray 79, 118

二次イオン化� secondary ionization 100

二次イオン質量分析� secondary ion mass spectrometry (SIMS) 99
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二次中性粒子質量分析� secondary neutral mass spectrometry (SNMS) 100

二次電子� secondary electron 99

二次電子増倍管� secondary electron multiplier (SEM) 99

二量体イオン� dimeric ion 32

二次曲線電場リフレクトロン� quadratic field reflectron 91

ニヤ��ジョンソン配置� Nier�Johnson geometry 80

ニュ�トラルロス� neutral loss 79

二重収束質量分析計� double-focusing mass spectrometer 35

熱イオン化� thermal ionization (TI) 108

熱質量分析� mass spectrometric thermal analysis (MTA) 70

熱重量質量分析� thermogravimetry mass spectrometry (TGMS) 108

熱表面イオン化� thermal surface ionization (TSI) 108

熱分解ガスクロマトグラフィ�質量分析� pyrolysis gas chromatography

mass spectrometry (PyGC/MS) 91

熱分解質量分析� pyrolysis mass spectrometry (PyMS) 91

ノズル�スキマ�衝突誘起解離� nozzle-skimmer collision-induced

dissociation 81

ノミナル質量� nominal mass 80

�は行�

パ�ティクルビ�ム� particle beam (PB) 83

ハ�ドイオン化� hard ionization 46

ハイフネ�テッド法� hyphenated method 48

ハイブリッド質量分析計� hybrid mass spectrometer 47

八重極� octapole 81

バックグラウンドマススペクトル� background mass spectrum 18

バッファ�ガス� bu#er gas 19

パスカル� pascal (Pa) 84

半値幅� full width at half maximum (FWHM) 45

反応イオン� reactant ion 93

ピ�ク� peak 84

ピ�ク強度� peak intensity 84

ピ�クマッチング� peak matching 84
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光イオン化� photoionization (PI) 85

光解離� photodissociation 85

光誘起解離� photo-induced dissociation (PID) 85

飛行時間型質量分析計� time-of-flight mass spectrometer (TOF-MS) 109

非古典的イオン� non-classical ion 80

標的ガス� target gas 107, 120

表面イオン化� surface ionization (SI) 105

表面支援レ�ザ�脱離イオン化� surface-assisted laser desorption/

ionization (SALDI) 106

表面物質支援レ�ザ�脱離イオン化� surface-assisted laser desorption/

ionization (SALDI) 106

表面誘起解離� surface-induced dissociation (SID) 106

表面誘起反応� surface-induced reaction (SIR) 106

ファラデ�カップ� Faraday cup 40

不安定イオン� unstable ion 112

フィ�ルドエミッタ�� field emitter 41

フィ�ルドデソ�プション� field desorption (FD) 41

フィ�ルドフリ�領域� field-free region (FFR) 42

負イオン� negative ion 79

負イオン化学イオン化� negative ion chemical ionization (NICI) 79

フ�リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計� Fourier transform

ion cyclotron resonance mass spectrometer (FT-ICRMS) 43

フ�リエ変換質量分析� Fourier transform mass spectrometry (FTMS) 44

フェイムス法 �FAIMS法�� high-field asymmetric waveform ion

mobility spectrometry (FAIMS) 47

フォ�カルプレ�ン検出器� focal plane detector (FPD) 43

付加イオン� adduct ion 15

複合体イオン� complex ion 26

部分的電荷移動反応� partial charge transfer reaction 83

部分的電荷交換反応� partial charge exchange reaction 83

フラグメンテ�ション� fragmentation 44

フラグメント� fragment 44

フラグメントイオン� fragment ion 44
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フラグメントイオンスキャン� fragment ion scan 44, 117

フラグメントイオンスペクトル� fragment ion spectrum 44, 117

フラグメントピ�ク� fragment peak 44

プラズマ脱離イオン化� plasma desorption/ionization (PDI) 86

フラッシュデソ�プション� flash desorption 42

プリカ�サ�イオン� precursor ion 87

プリカ�サ�イオンスキャン� precursor ion scan 87

プリカ�サ�イオンスペクトル� precursor ion spectrum 87

プロダクトイオン� product ion 88

プロダクトイオンスキャン� product ion scan 88

プロダクトイオンスペクトル� product ion spectrum 89

プロダクトイオン分析� product ion analysis 88

プロテオ�ム� proteome 89

プロテオミクス� proteomics 90

プロトン結合型二量体� proton-bound dimer 91

プロトン親和力� proton a$nity (PA) 90

プロトン化分子イオン� protonated molecular ion 90, 119

プロトン付加分子� protonated molecule 90

プロファイルアクイジション� profile acquisition 89

プロンプトフラグメンテ�ション� prompt fragmentation 89

分子アニオン� molecular anion 75

分子イオン� molecular ion 76

分子カチオン� molecular cation 76

分子内プロトン結合型プロトン付加分子� intramolecular proton bound

protonated molecule 50

分子ビ�ム質量分析� molecular beam mass spectrometry (MBMS) 76

分子プロトン付加イオン� molecular protonated ion 76, 118

分子量� molecular weight 76

分子量関連イオン� molecular-related ion 76, 118

分析種� analyte 15

平均質量� average mass 18

ヘテロリシス� heterolysis 46

ヘテロリティック開裂� heterolytic cleavage 46
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ペニングイオン化� Penning ionization 85

ペニングイオントラップ� Penning ion trap 85

ヘルツォ�クシャント� Herzog shunt 46

ポイント検出器� point detector 86

方向収束� direction focusing 34

放電イオン化� discharge ionization 34

ポ�ルイオントラップ� Paul ion trap 84

ポ�ルピ�ス� pole-piece 86

ポストアクセレ�ション検出器� post-acceleration detector (PAD) 86

ポストソ�ス分解� post-source decay (PSD) 87

ホモリシス� homolysis 47

ホモリティック開裂� homolytic cleavage 47

�ま行�

マイク法 �MIKE法�� mass-analyzed ion kinetic energy

spectrometry (MIKES) 71

マイクロエレクトロスプレ�� microelectrospray (micro-ES) 75

マイクロチャンネルプレ�ト� microchannel plate (MCP) 75

マグネティックシム� magnetic shim 66

マクラファティ転位� McLa#erty rearrangement 73

孫娘イオン� granddaughter ion 45, 117

マシュ�安定性ダイアグラム� Mathieu stability diagram 72

マスアナリシス� mass analysis 66

マスエクセス� mass excess 67, 117

マスクロマトグラム� mass chromatogram 67, 117

マスゲ�ト� mass gate 68

マススペクトル� mass spectrum 71

マススペクトルの加算性� additivity of mass spectra 14

マススペクトルライブラリ�� mass spectral library 69

マススペクトロスコ�プ� mass spectroscope 70, 117

マススペクトロスコピ�� mass spectroscopy 71, 117

マススペクトロメトリ�� mass spectrometry (MS) 70

マスディスクリミネ�ション� mass discrimination 67
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マスディフェクト� mass defect 67

マスフラグメントグラム� mass fragmentogram 67

マスマ�カ�� mass marker 68

マッシブクラスタ�衝撃イオン化� massive-cluster impact ionization

(MCI) 71

マッタウホ�ヘルツォ�ク配置� Mattauch�Herzog geometry 73

松田プレ�ト� Matsuda plate 73

マトリックス� matrix 72

マトリックス高速原子衝撃� matrix fast atom bombardment 72

マトリックス支援プラズマ脱離� matrix-assisted plasma desorption

(MAPD) 73

マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化� matrix-assisted laser

desorption/ionization (MALDI) 73

ミリ原子質量単位� milli-atomic mass unit 75, 118

ミリマスユニット� milli-mass unit (mmu) 75, 118

娘イオン� daughter ion 29, 116

娘イオンスキャン� daughter ion scan 30, 116

娘イオンスペクトル� daughter ion spectrum 30, 116

娘イオン直接分析� direct analysis of daughter ions (DADI) 32, 116

娘イオン分析� daughter ion analysis 30, 116

メタステ�ブルイオン� metastable ion (MI) 74

メタステ�ブルイオン分解� metastable ion decay (MID) 74

メタステ�ブルピ�ク� metastable peak 75

メンブレンインタ�フェイス質量分析� membrane interface mass

spectrometry 74

メンブレンインレット質量分析� membrane inlet mass spectrometry 74

メンブレン導入質量分析� membrane introduction mass spectrometry

(MIMS) 74

モノアイソトピック質量� monoisotopic mass 77

�や行�

有機二次イオン質量分析� organic secondary ion mass spectrometry 82

誘導結合プラズマ� inductively coupled plasma (ICP) 49
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誘導結合プラズマ質量分析� inductively coupled plasma mass

spectrometry (ICP-MS) 49

�ら行�

ラジアル静電場分析部� radial electrostatic field analyzer 93

ラジカルアニオン� anion radical 15

ラジカルアニオン� radical anion 93

ラジカルイオン� radical ion 93

ラジカルカチオン� radical cation 93

リンクドスキャン� linked scan 62

リニアイオントラップ� linear ion trap (LIT) 62

リフレクトロン� reflectron 95

リフレクトロン飛行時間型質量分析計� reflectron time-of-flight mass

spectrometer 95

リペラ�電圧� repeller voltage 96

リモ�トサイトフラグメンテ�ション� remote site fragmentation 96

リンク走査� linked scan 62

レイリ�極限� Rayleigh limit 93

レイリ�リミット� Rayleigh limit 93

レ�ザ�アブレ�ション� laser ablation (LA) 61

レ�ザ�イオン化� laser ionization (LI) 61

レ�ザ�スプレ�� laser spray (LS) 62

レ�ザ�脱離� laser desorption (LD) 61

レ�ザ�脱離イオン化� laser desorption/ionization (LDI) 61

レ�ザ�ビ�ムイオン化� laser beam ionization 61

レ�ザ�マイクロプロ�ブ質量分析� laser microprobe mass

spectrometry (LMMS) 61

レゾナンスイオンイジェクション� resonance ion ejection 97

連続ダイノ�ド電子増倍管� continuous dynode electron multiplier 27

連続反応モニタリング� consecutive reaction monitoring (CRM) 27

連続フロ�高速原子衝撃� continuous flow fast atom bombardment

(CF-FAB) 28

ロ�タリ�ベ�ンポンプ� rotary vane pump 98
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ロ�タリ�ポンプ� rotary pump 98

�英 字�

a-開裂� a-cleavage 15

a系列イオン� a-ion 15

B/Eリンクドスキャン� B/E linked scan 18, 115

B/Eリンク走査� B/E linked scan 18, 115

B/E一定リンクドスキャン� linked scan at constant B/E 62

B/E一定リンク走査� linked scan at constant B/E 62

B[1�(E/E0)]1/2/Eリンクドスキャン� B[1�(E/E0)]1/2/E linked scan 18, 115

B[1�(E/E0)]1/2/E一定リンクドスキャン� linked scan at constant

B[1�(E/E0)]1/2/E 63

B[1�(E/E0)]1/2/E一定リンク走査� linked scan at constant

B[1�(E/E0)]1/2/E 63

B2/Eリンクドスキャン� B2/E linked scan 18, 115

B2/Eリンク走査� B2/E linked scan 18, 115

B2/E一定リンクドスキャン� linked scan at constant B2/E 63

B2/E一定リンク走査� linked scan at constant B2/E 63

b-開裂� b-cleavag 19

b系列イオン� b-ion 19

c系列イオン� c-ion 24

E2/Vリンクドスキャン� E2/V linked scan 36, 116

E2/Vリンク走査� E2/V linked scan 36, 116

E2/V一定リンクドスキャン� linked scan at constant E2/V 64

E2/V一定リンク走査� linked scan at constant E2/V 64

FAIMS法� high-field asymmetric waveform ion mobility

spectrometry (FAIMS) 47

ICFフランジ� ICF flange 48

IKEスペクトロメトリ�� ion kinetic energy spectrometry (IKES) 52

m/z �mオ�バ� z�� m/z 65

MIKE法� mass-analyzed ion kinetic energy spectrometry (MIKES) 71

MS/MS �エムエスエムエス�� mass spectrometry/mass spectrometry

(MS/MS) 70
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MS/MSスペクトル� MS/MS spectrum 77, 118

MS3スペクトル� MS3 spectrum 77, 118

MSn �エムエス n乗�� MSn 77

n次プロダクトイオン� nth generation product ion 81

n次プロダクトイオンスペクトル� nth generation product ion spectrum 81

RFオンリ�四重極� RF-only quadrupole 98

SELDI法� surface-enhanced laser desorption/ionization (SELDI) 106

SWIFT法� stored waveform inverse Fourier transform (SWIFT) 105

x系列イオン� x-ion 113

y系列イオン� y-ion 113

z系列イオン� z-ion 114
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略語�記号索引 �アルファベット順�

AE appearance energy: 出現エネルギ� 16

AMS accelerator mass spectrometry: 加速器質量分析 14

AP MALDI atmospheric pressure matrix-assisted laser desorption/

ionization: 大気圧マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 17

APCI atmospheric pressure chemical ionization: 大気圧化学

イオン化 16

API atmospheric pressure ionization: 大気圧イオン化 17

APPI atmospheric pressure photoionization: 大気圧光イオン化 17

BIRD blackbody infrared radiative dissociation: 黒体赤外

放射解離 19

BP base peak: 基準ピ�ク 19

CA collisional activation: 衝突活性化 26

CAD collisionally activated dissociation: 衝突活性化解離 26

CE/MS capillary electrophoresis mass spectrometry: キャピ

ラ�リ電気泳動質量分析 20

CF-FAB continuous flow fast atom bombardment: 連続フロ�
高速原子衝撃 28

CI chemical ionization: 化学イオン化 23

CID collision-induced dissociation: 衝突誘起解離 26

CRF charge remote fragmentation: チャ�ジリモ�トフラグ
メンテ�ション 22

CRM consecutive reaction monitoring: 連続反応モニタリング 27

CSR charge stripping reaction: 電荷はぎ取り反応 23

Da dalton: ダルトン 29

DCI desorption chemical ionization: 脱離化学イオン化 31

DE delayed extraction: 遅延引き出し� またはディレイド
エクストラクション 30

DEI desorption electron ionization: 脱離電子イオン化 31

DEP direct exposure probe: 直接照射プロ�ブ 33

DESI desorption electrospray ionization: 脱離エレクトロ
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スプレ�イオン化 31

DI desorption ionization: 脱離イオン化 31

DIOS desorption ionization on silicon: シリコン上脱離イオン化 31

DIP direct insertion probe: 直接導入プロ�ブ 34

DLI direct liquid introduction: 直接液体導入 34

ECCI electron capture chemical ionization: 電子捕獲化学

イオン化 37

ECD electron capture dissociation: 電子捕獲解離 37

ECI electron capture ionization: 電子捕獲イオン化 37

EHDI electrohydrodynamic ionization: エレクトロハイドロ

ダイナミックイオン化 36

EHI electrohydrodynamic ionization: エレクトロハイドロ

ダイナミックイオン化 36

EI electron ionization: 電子イオン化 38

EIC extracted ion chromatogram: 抽出イオンクロマトグラム 40

ES electrospray: エレクトロスプレ� 38

ESA electrostatic energy analyzer: 静電場エネルギ�分析部 39

ESI electrospray ionization: エレクトロスプレ�イオン化 39

eV electron volt: 電子ボルト 38

FAB fast atom bombardment: 高速原子衝撃 41

FAIMS high-field asymmetric waveform ion mobility

spectrometry: FAIMS法 �フェイムス法� 47

FD field desorption: 電界脱離� またはフィ�ルドデソ�プ
ション 41

FFR field-free region: フィ�ルドフリ�領域 42

FI field ionization: 電界イオン化 42

FIB fast ion bombardment: 高速イオン衝撃 41

FIK field ionization kinetics: 電界イオン化キネティクス 42

FPB fast particle bombardment: 高速粒子衝撃 41

FPD focal plane detector: 焦点面検出器� またはフォ�カル
プレ�ン検出器 43

FT-ICRMS Fourier transform ion cyclotron resonance

mass spectrometer: フ�リエ変換イオンサイクロトロン
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共鳴質量分析計 43

FTMS Fourier transform mass spectrometry: フ�リエ変換
質量分析 44

FWHM full width at half maximum: 半値幅 45

GC/MS gas chromatography/mass spectrometry: ガスクロ

マトグラフィ�質量分析 45

GC-MS gas chromatograph-mass spectrometer: ガスクロ

マトグラフ質量分析計 45

HDX hydrogen/deuterium exchange: 水素重水素交換 47

HIID heavy ion induced desorption: 重粒子イオン誘起脱離 46

ICP inductively coupled plasma: 誘導結合プラズマ 49

ICP-MS inductively coupled plasma mass spectrometry: 誘導

結合プラズマ質量分析 49

ICRMS ion cyclotron resonance mass spectrometerイオン

サイクロトロン : 共鳴質量分析計 51

IDMS isotope dilution mass spectrometry: 同位体希釈質量分析 57

IE ionization energy: イオン化エネルギ� 56

IKES ion kinetic energy spectrometry: イオン運動エネルギ�
スペクトロメトリ�� または IKEスペクトロメトリ� 52

IMS ion mobility spectrometryイオン : 易動度スペクトロ

メトリ�� またはイオンモビリティ�スペクトロメトリ� 53

IRMPD infrared multiphoton dissociation: 赤外多光子解離 49

IRMS isotope ratio mass spectrometry: 同位体比質量分析 58

ISD in-source decay: インソ�ス分解 50

IT ion trap: イオントラップ 53

ITMS ion trap mass spectrometerイオントラップ : 質量分析計 54

KER kinetic energy release: 運動エネルギ�放出 59

KERD kinetic energy release distribution: 運動エネルギ�
放出分布 59

LA laser ablation: レ�ザ�アブレ�ション 61

LC/MS liquid chromatography/mass spectrometry: 液体

クロマトグラフィ�質量分析 64

LC-MS liquid chromatograph-mass spectrometer: 液体クロマ
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トグラフ質量分析計 64

LD laser desorption: レ�ザ�脱離 61

LDI laser desorption/ionizationレ�ザ� : 脱離イオン化 61

LI laser ionization: レ�ザ�イオン化 61

LI liquid ionization: 液体イオン化 64

LIT linear ion trap: リニアイオントラップ 62

LMMS laser microprobe mass spectrometry: レ�ザ�マイクロ
プロ�ブ質量分析 61

LS laser spray: レ�ザ�スプレ� 62

LSI liquid secondary ionization: 液体二次イオン化 64

MALDI matrix-assisted laser desorption/ionization:

マトリックス支援レ�ザ�脱離イオン化 73

MAPD matrix-assisted plasma desorption: マトリックス支援

プラズマ脱離 73

MBMS molecular beam mass spectrometry: 分子ビ�ム質量分析 76

MCI massive-cluster impact ionization: マッシブクラスタ�
衝撃イオン化 71

MCP microchannel plate: マイクロチャンネルプレ�ト 75

MI metastable ion: 準安定イオン� またはメタステ�ブル
イオン 75

micro-ES microelectrospray: マイクロエレクトロスプレ� 75

MID metastable ion decay: 準安定イオン分解� またはメタ
ステ�ブルイオン分解 74

MIKES mass-analyzed ion kinetic energy spectrometry: MIKE

法 �マイク法� 71

MIMS membrane introduction mass spectrometryメンブレン :

導入質量分析 74

MPI multiphoton ionization: 多光子イオン化 77

MS mass spectrometry: 質量分析 70

MS/MS mass spectrometry/mass spectrometry: タンデム質量

分析 70

MS/MS tandem mass spectrometry: タンデム質量分析 107

MTA mass spectrometric thermal analysis: 熱質量分析 70
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nano-ES nanoelectrospray: ナノエレクトロスプレ� 78

NFR neutral fragment reionization: 中性フラグメント

再イオン化 79

NICI negative ion chemical ionization: 負イオン化学イオン化 79

NRMS neutralization reionization mass spectrometry: 中性化

再イオン化質量分析 80

Pa pascal: パスカル 84

PA proton a$nity: プロトン親和力 90

PAD post-acceleration detector: ポストアクセレ�ション
検出器� または後段加速検出器 86

PB particle beam: パ�ティクルビ�ム 83

PDI plasma desorption/ionization: プラズマ脱離イオン化 86

PI photoionization: 光イオン化 85

PID photo-induced dissociation: 光誘起解離 85

PSD post-source decay: ポストソ�ス分解 87

PyGC/MS pyrolysis gas chromatography mass spectrometry:

熱分解ガスクロマトグラフィ�質量分析 91

PyMS pyrolysis mass spectrometry: 熱分解質量分析 91

QET quasi-equilibrium theory: 準平衡理論 92

QIT quadrupole ion trap: 四重極イオントラップ 91

QMF quadrupole mass filter: 四重極マスフィルタ� 92

QMS quadrupole mass spectrometer: 四重極質量分析計 92

QUISTOR quadrupole ion storage: 四重極イオンストレ�ジ 91

REMPI resonance-enhanced multiphoton ionization: 共鳴

多光子イオン化 97

RGA residual gas analyzer: 残留ガス分析計 96

RI resonance ionization: 共鳴イオン化 97

SALDI surface-assisted laser desorption/ionization:

表面支援レ�ザ�脱離イオン化� または表面物質支援
レ�ザ�脱離イオン化 106

SELDI surface-enhanced laser desorption/ionization: SELDI

法 �セルディ法� 106

self-CI self-chemical ionization: 自己化学イオン化 101
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SEM secondary electron multiplier: 二次電子増倍管 99

SI Le Systeme international d’unités (The International

System of Units): 国際単位系

SI surface ionization: 表面イオン化 105

SID surface-induced dissociation: 表面誘起解離 106

SIFT selected ion flow tube: 選択イオンフロ�チュ�ブ 100

SIM selected ion monitoring: 選択イオンモニタリング 100

SIMS secondary ion mass spectrometry: 二次イオン質量分析 99

SIR surface-induced reaction: 表面誘起反応 106

SNMS secondary neutral mass spectrometry: 二次中性粒子

質量分析 100

SORI sustained o#-resonance irradiation: 持続性準共鳴励起 106
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